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			【第一章：恋する乙女の譲れない主張】

【親愛なるリディア嬢　諸事情により婚約破棄をお願いしたい。　ルーファス・ファーニヴァル】



　盾の中心に牙の意匠が刻まれた家紋印が印刷されたファーニヴァル公爵家特注の真っ白な便箋には、濃紺のインクに一切の乱れを感じさせないきっちりとした文字でそう記されていた。

　便箋を手に取り、向きを変えてみても裏返してみても、記された内容に変わりはない。リディアはきつく唇を噛みしめて、便箋を机上に置いた。

　便箋から指先が離れると、途端に視界がぼやけた。泣いてはいけないとわかっていても、我慢できずに大粒の涙が瞳から溢れ出す。便箋の上にいくつか落ちた雫は、生真面目な文字を滲ませた。

　リディアは慌ててスカートのポケットからハンカチを取り出し、涙の痕を押さえる。真っ白い布地に濃紺のインクが移ってしまったが、構わなかった。リディアにとっては、ルーファスから届いた手紙の方が大事だった。

　たとえそれが、どんなに悲しく辛い文面だったとしても。

　自室で読むと言って部屋に籠もってよかったと思う。泣いている顔を見られたら、手紙の内容を使用人たちに察し取られてしまうだろう。自邸に勤めてくれる使用人たちは、皆、心優しい。仕える主人の令嬢が婚約破棄を申し立てられた、などと知れば、ルーファスを敵視するかもしれない。

（婚約破棄を申し立てられたのは、きっと私が至らないから……）

　──ルーファス・ファーニヴァル。二つ年上の彼は、このファズライル王国王族傍流筋のファーニヴァル公爵家子息だ。

　光が当たると群青色にも見える少し前髪が長い短く整えられた黒髪と、水晶のような透明度の高い紫色の瞳を持つ青年だ。代々国王の第一側近を担い、王が下す様々な命をこなす優秀な者が生まれる名家だと貴族たちの間では常に畏敬の念を向けられている家の子息というわけでもないだろうが、容姿端麗、文武両道、身体も鍛えていてしなやかな鋼を思わせる体躯を持つ。ファーニヴァル公爵家を継ぐことを幼い頃から意識していたように見えたが、彼が十八歳を迎えた頃にはその自覚もだいぶ強くなったようで、冷静沈着──いや、ことさら感情を表さないような冷たい横顔になっていった。だがそれも、ルーファスの魅力を高めることにしかならなかったのだから皮肉だとリディアは思う。

　王国内の年頃の女性たちは、きっと一度はルーファスに憧れを抱くのだろう。事実、自分という婚約者がいても構うことなく、少しでもルーファスと言葉を交わせる機会があればそれを決して逃さないとする令嬢たちは多かった。彼とともに参加した社交の場で、リディアはそんな場面に幾度となく出くわしている。

　互いの父親が親友同士で交流も多く、幼い頃は兄妹のように仲良く過ごす時間が多かった。リディアは、いつも自分に優しくて、どんなことからも守ろうとしてくれる、頼り甲斐のあるルーファスが大好きだった。自分より二年早く社交界に出て、公爵子息としてその立場を確固たるものとしていっても、ルーファスが自分に向ける親愛の情が変わらないことが自慢だった。

　女性ならば誰もが憧れる存在であるルーファスの中で、自分だけが特別な女の子でいられる。……だがその優越感も、年頃になるとあっという間になくなった。

　同じ歳の令嬢たちはルーファスと同じように社交界デビューして公の場でも一緒に居ることができるのに、まだそこに辿り着けない自分は、彼の隣に居ることができない。自分の傍にルーファスが戻ってきてくれることがわかっていても、それがたまらなく嫌だった。嫉妬というものを覚えたのは、その頃だった。

　ルーファスの隣には、自分だけが立っていたい。そう強く願うようになって、それが恋慕だと気づいた。

　気づけば恋心の成長は身体の成長よりも早く、リディアはどうしたらルーファスにとって妹代わりではない特別な女の子になれるかを自分なりに研究した。そして今では周囲から憧れの淑女として讃えられるまでになった。

　その努力が伝わったのか、リディアが十五歳になったとき、ルーファスから婚約の申し出をされた。あのときは驚きと喜びと感激で何と応えたのかも覚えていない。ただイエスの答えをしたことは間違いない。その返事を受け取って、ルーファスも照れくさそうに──けれどもとても嬉しそうな笑顔で頷いて、リディアの唇に触れるだけの軽いくちづけを与えてくれた。

　初めてのくちづけにも驚いたが、触れた温もりがとても心地良く甘く感じられて、リディアは真っ赤になって俯いてしまった。ルーファスはそんなリディアにまた嬉しそうに笑うと、ぎゅっと抱き締めてくれた。ルーファスに恋人として抱き締められたのは初めてで、とてもドキドキしたことを今でもはっきりと覚えている。

　それからは婚約者として、ルーファスはリディアをとても大切に扱ってくれた。リディアが成人の儀を迎えたら結婚できるよう、準備も整えてくれていた。来たるべき日が来たら、ルーファスの妻としてファーニヴァル公爵家に嫁ぐことになるのだと、リディア自身も思っていた。

　──だが一年ほど前、ルーファスはまるで別人のように無愛想とも言えるほど感情らしさを表さなくなり、リディアを必要以上に自分に近づけなくなった。婚約者としてルーファスの傍にいることは月に数えるほどしかなくなり、一緒にいてもルーファスは大抵沈黙したままで会話も弾むことがなく、リディアが一方的に世間話をすることがほとんどとなってしまった。

　ともすれば心が挫けてしまいそうになるが、そのくらいでリディアがこれまで育ててきたルーファスへの恋心が消え失せることはなかった。それどころか、自分への態度を急に変えた理由が心配だった。

　きっと何かがあったのだと思えた。……意固地だと言われても、リディアはそう信じている。何の理由もなく、婚約までした相手にこんなふうに冷たくする人ではない。例えば自分以外に想う相手ができたのならば、そのことを誠実に伝えてくれる人だ。

　だがその気配もないのだから、リディアは一方的すぎる婚約破棄には頷けない。

（でも、婚約解消願いの手紙を何度ももらうのは……堪えるわ）

　リディアは大きく息を吐くとドレッサーに向かい、鏡に自分の顔を映す。目元が少し赤くなっていたが、よく見なければ泣いたことには気づかれないだろう。念のため、薄化粧を直しておく。

　自室を出て向かうのは、サンルームだ。午後のこの時間、母親は大抵そこでレース編みをしたり読書をしたりしている。今日は父親も用事がなく、夫婦揃って憩いの時間を過ごしているはずだった。

　リディアの思った通り、両親は丸テーブルを囲んで茶をしている。テーブルの上にはほんのりレモンの香りのするマドレーヌが入れられた小さな籠が置いてあったが、二人が手をつけた様子はなかった。仲睦まじい両親だが、今このときは、互いに神妙な顔をして無言だった。

「お父さま、お母さま」

　リディアの呼びかけでハッと我に返ったらしく、やって来た娘を二人が慌てて見返す。いつも通りの優しく愛いつくしみに満ちた笑顔だ。だがそこに、決して見間違いではない憂いもあった。

「まあ、リディア。どうしたの？」

「私たちと一緒にお茶をするかい？　マドレーヌがあるよ」

　どこか腫れ物にでも触るかのような対応で、リディアは悟る。届いた手紙の内容を、両親は知っているのだ。

（そうよね。だって婚約破棄を願い立てるのならば、私の両親に話を通すのは筋だもの……）

　それでも両親は、自分たちの口からそのことを伝えることはできなかったのだろう。リディアは父親が勧めるまま、二人の間の椅子に座る。

　母親がリディアの分の茶を用意させるために、呼び鈴を鳴らそうとした。リディアが止める。

「お話があります」

　娘の表情から、何を言おうとしているのかを両親は悟ってくれたようだ。愛しみの空気は留まったままだったが、両親の表情も厳しいものになる。リディアは小さく息を吸い込んで、言った。

「ルーファスさまから、婚約解消の申し出が届きました」

　事実を単に告げただけなのに、胸が痛む。膝の上に乗せた手の指先が、とても冷たいことは自覚できた。

　父親が、唸るように頷いた。

「私たちの方にも、ルーファス殿から話が入っている。その……お前との婚約を解消させて欲しいと……」

「リディア、どうか気落ちしないでね。あなたがルーファスさまのことをとても慕っていることは、私たちも、ファーニヴァル公爵さまがたもよく知っていたわ。でもこればかりは互いの気持ちが大事なことで……」

「こんな手紙だけのやり取りで婚約を解消しようとするなんて、ルーファスさまらしくありません」

「それは……」

　両親が互いに顔を見合わせ、口ごもる。二人もリディアと同じような疑問を抱いたことがあるのだ。

「こういうことは、なかなか面と向かっては言いづらいのだろう」

　父親の言葉に、リディアは視線を落とす。

　ここ最近、ルーファスとはまともに顔を合わせていない。どうしても婚約者としての体面を保たなければならない社交の場のときだけ、ルーファスは自分を伴ってくれていた。そのときも、極力余計な話をしようとはしなかったし、必要以上に触れてくることもなかった。

　嫌な予感はその頃からしていたが、気づかないふりをしていた。理由を知るのが怖かった。

（……でも!!　今ここで怖がっていたら、本当にルーファスさまとの関係が終わってしまうことになる……!!）

　リディアは冷たくなった指先でスカートをぎゅっと強く握り締め、いつの間にか俯き加減になってしまっていた顔を上げた。

「リディア……？」

　決意を込めたような表情に気づいて、両親が心配そうに呼びかける。リディアは二人を真っ直ぐに見つめて言った。

「私、ルーファスさまに直接お話を伺って参ります。お父さま、ファーニヴァル公爵家に使いを出していただけませんか？」

「……リディア、しかし……あちらが婚約を解消したいと言っていることは間違いようがなく……」

「納得できないのです」

　リディアは両手に更に力を込める。泣きそうになるのを改めて堪えながら、リディアは続けた。

「ルーファスさまが私を嫌いになったのならば、それはもう仕方のないことだと思います。でもこんな大事なことを、手紙だけで終わらせるようなことをルーファスさまは絶対にしません。優しくて誠実な方です。何か……何か理由があるのだと思うのです……」

　本当はそう思いたいだけかもしれない。それでも直接対面して話を聞かなければ、気持ちを決着づけることができそうになかった。

　娘の必死の表情を認めて、両親が顔を見合わせる。視線で何かを話し合うかのようにしたあと、父親が苦笑めいた溜め息を吐いた。

「……わかった。ならば私の方からルーファス殿に会ってもらえるように使いを出しておこう。ただ、ルーファス殿の気持ちがもうお前にないとわかったのならば、諦めなければいけないよ」

「はい！　ありがとうございます、お父さま！」

　話す内容はとても辛いことだとわかっていても、久しぶりにルーファスに会うことができる。それがリディアには嬉しくて、礼を言う言葉ははしゃいだものになってしまった。

（ああ、そうね。どんな会話でもいいの。ただ私が……ルーファスさまのお顔を、見たいだけなの……）



　父親が使いを出してくれたあと、ファーニヴァル公爵より返事があり、対面の場を設けてくれることになった。前回ルーファスに会ったのは、互いの両親の共通の知人から招待された内輪のパーティーで、三ヶ月ほど前のことだった。

　着飾ったところでどうにかなるものではなかったが、それでもルーファスに一番綺麗な自分を見てもらいたいと、身支度はいつも以上に念入りに整えた。

　緩い曲線を描く濃いめの金髪と深い緑の瞳に合うように、淡い若草色のデイドレスにした。スカート部分に向かって緑色が濃くなっていくグラデーション生地で作られたドレスは、リディアのお気に入りの一着だ。もうそのときにはルーファスとはぎくしゃくとした関係になっていたが、それでもこのドレスを着た自分をルーファスは低い声音ながらも綺麗だと言ってくれた。

　臀部にまで届きそうなほど長い髪は緩い三つ編みにして一つに纏め、細い白レースのリボンを編み込んだ。ルーファスが幼い頃にリディアに贈ってくれたリボンだ。痛まないように大切に保管しながらも、こうして使っている。

　使用人たちにおかしなところはないかと何度も確認し、それでも少々心配になって姿見の前で何度も自分の姿を確認したあと、馬車でファーニヴァル公爵家へと向かった。

　玄関では見慣れた使用人たちが出迎えてくれて、リディアを応接間に通してくれた。屋敷に居たファーニヴァル公爵夫妻がわざわざリディアに挨拶をしに来てくれて、とても婚約解消を申し立てられたとは思えぬほどの厚遇だった。だが、公爵夫妻の何とも申し訳なさそうな表情が、現実のことだとリディアに教えてくれる。

　それでもリディアはいつも通りに淑女としての挨拶を公爵夫妻にし、通された応接間で一人、ルーファスがやってくるのを待った。香り豊かな紅茶や乙女心を擽ってくるような可愛らしいマカロン、クッキー、プチケーキなどが用意された大皿にも、リディアはまったく目が向かない。いつルーファスが姿を現してもいいように、緊張した面持ちで待ち続ける。

（ルーファスさまがいらっしゃったらまず挨拶をして、それから手紙の内容についてお話しして……）

　永遠のようにも思える時間のあと、扉がノックされた。リディアは小さく息を呑み、入室を促す。

　だが姿を現したのは、リディアも顔なじみの公爵家家令だった。彼はひどく申し訳なさそうな顔をして、扉近くで深く頭を下げる。

「大変申し訳ございません、リディアさま。ルーファスさまは急ぎの用が入ったとのことで、今日はお会いになれないと……」

（ファーニヴァル公爵さまがわざわざ場を設けてくださったというのに？　それを反故にされるというの？）

　こうまでしても会わないということは、相当のことだろう。リディアは絶望感に目の前が真っ暗になり、よろめく。

「リディアさま……！」

　家令がそれに気づき、慌てて支えようと走り寄ろうとした。だがそれよりも一瞬早く扉が乱暴に開き、家令の脇を風のように走り抜けた人物がリディアの身体を支えてくれる。

　それが誰なのか、わざわざ確認するまでもない。リディアは驚きに軽く目を瞠みはったあと、すぐに自分を抱き支えてくれる青年を見返した。

「……ルーファス、さま……っ」

　久しぶりに会うルーファスの端整な容姿は、何も変わっていなかった。感情の起伏をまったく感じられない落ち着いた表情や瞳も、リディアの腰に回された腕の力強さも、片手を握ってくれる掌の大きさや温もりも──何も変わっていない。リディアは嬉しさと安堵感で、瞳に淡い涙が浮かんでしまう。

「ルーファスさま……っ」

　会ってくれたことが嬉しくて、リディアは頭の中で色々と練習していた会話をすべて忘れてしまい、胸元にぎゅっとしがみついてしまう。頭一つ分高いルーファスの顔は見えなくなるが、こうして会えた機会を逃したくなかった。

「……っ」

　突然しがみつかれたためか、ルーファスの身体が強張る。それが自分を嫌がっているように思えてしまい、リディアは慌てて離れようとした。

　よく考えれば、もう小さな子供の頃ではない。淑女が異性にこんなふうに身を寄せるなど、はしたないことだ。

「……す、すみま、せ……あ……っ」

　身を起こそうとしたリディアの腰を支えていたルーファスの腕に力がこもり、強く抱きしめてくる。逞しい胸元に片頬を押しつけるほどに強く抱き締められ、胸が痛いほどにドキリとした。

（私……ルーファスさまに嫌われているわけでは……ない、の……？）

「ルーファスさま」

　室内に留まっていた家令が、どこか慌てたようにルーファスを呼んだ。ハッと我に返ったルーファスが、慌ててリディアを離した。

「……急に、すまない」

「……い、いえ……」

　ダンスやエスコートのときとは違う密着度合いに、身を離してもまだ胸がドキドキしてしまう。ルーファスは大きく息を吐いたあと、言った。

「大丈夫か」

　自分を少しは心配してくれているのだろうか。見返す端整な顔には感情らしいものがまったく見えず、何やら妙な威圧感すら感じるほどだ。幼い頃はリディアと同じほどに感情豊かだったというのに。

（そもそもその辺りも、おかしいわ。急にまるで性格が変わられたかのようで……）

　そんな違和感を覚えたのも、リディアによそよそしくなった時期と重なる。やはりルーファスの身に何かあったとしか思えない。そんなことを思っていたために、返事が遅れた。

　こちらをじっと見つめたまま無言でいるリディアを、ルーファスが眉根を寄せて覗き込んでくる。美しい紫色の瞳がリディアを正面から見つめた。何を考えているのか読み取れない瞳だが、その奥に少しは自分を心配してくれているような気配を感じるのは──勝手な解釈だろうか。

「リディア、頼む。何か言ってくれ」

　切実な声音にリディアは改めてハッと我に返り、慌てて答えた。

「も、申し訳ありません、ルーファスさま。大丈夫です」

「……そうか」

　低く頷いたあと、ルーファスはリディアから身を離す。せっかく感じ取れていた温もりが遠のき、リディアは寂しさを覚えてしまった。今、ほんの少しだけ、かつてのようにルーファスを近く感じられたのに。

　ルーファスは無言でリディアに背を向け、部屋を出て行こうとする。リディアは慌ててルーファスの上着の裾を掴んでしまった。淑女としてあり得ない行動ではあったが、今ここでルーファスを見送ってしまうわけにはいかない。

　ルーファスが、無言でリディアを肩越しに見返す。美しい紫水晶のような瞳には何の感情も浮かんでいないから、彼が何を考えているのかわからない。不思議な威圧感のようなものに小さく息を呑みながらも、リディアはルーファスの瞳を見返した。

「……ル、ルーファスさまとお話がしたくて……参りました。お時間を、いただけないでしょうか……？」

　声が少し震えてしまって、恥ずかしい。リディアは目元を少し赤くしながらも、ルーファスの上着の裾は離さなかった。

　ルーファスの眉根が、わずかに寄せられる。不快な思いをさせてしまっていることがわかり、リディアの指先から力が失われそうになった。直後、ルーファスが小さく言った。

「……時間は、あまり取れないが……」

　どこか呻くような口調に、胸が痛む。それほど自分と話すことが、嫌なのか。

「……ルーファスさま……」

　家令が、何とも言えない複雑な表情でルーファスを呼んだ。ルーファスは上着の裾を掴んだままのリディアの手に利き手を重ね、そっと引き剥がしながら言う。

「大丈夫だ。……たぶん」

「畏まりました。では、何かありましたらお呼びくださいませ」

　家令が一礼して立ち去ろうとすると、ルーファスがすぐに続けた。

「すぐに終わる。お前は扉の外で待っていてくれ」

　仕方なく自分と話すのだと言われていることがわかり、リディアの身体が強張る。ルーファスはリディアから手を離すとき、一瞬だけ、包み込むようにぎゅっと握ってきた。

（え……？）

　これはどういう意味なのかと問う前に、家令は頷いて部屋を出ていく。扉は閉められたがその向こうに家令がいるはずだ。

　ルーファスがリディアの真向かいに立った。話をすぐに終わらせるつもりのようで、ソファに座ることはしない。互いの間に精巧な彫刻が施された応接テーブルがあり、それがまるで超えられない高い壁のように思えた。

　リディアも立ったままで言う。

「お時間を取っていただき、ありがとうございます」

「……いや。それで、君の用件はなんだ？」

　かつて仲睦まじい兄妹のようにも思われていたやり取りなど、まったく思い出せなくなってしまうほどに硬い声音だ。何の感情も読み取れないから、リディアは不安になる。これ以上嫌われたくはないが、だからといって黙っているわけにもいかない。

　リディアは小さく息を呑んだあと、続けた。

「……婚約解消のお手紙をいただいたので……」

「……」

　ルーファスが、わずかに眉根を寄せて息を詰めた。リディアは身体の前で両手をぎゅっと組み合わせる。

「婚約解消の理由を、お尋ねしたくて……私に何か、不満が出てきたということでしょうか？　それとも、どなたかお好きになられた方ができたということでしょうか？　ただ解消したいと申し出られても、納得ができません。私たちはいずれ結婚する者同士として他の貴族の方々にも認識されています。たやすく婚約解消をするのは、ルーファスさまの今後のためにもよくないことになると思います」

（……可愛げがない……）

　彼にとって損得を提示する言い方しかできないのが、もどかしかった。リディアはそれ以上どう言えばいいのかわからず、目を伏せて押し黙る。

　しばしの沈黙のあと、ルーファスが言った。

「……君の体面が損なわれることは、構わないのか」

「……え……？」

　思ってもいなかったことを問われて、リディアは瞳を瞬かせる。ルーファスはこちらをじっと見つめたままで続けた。

「その理論でいくと、君の体面も損なわれるだろう。それは、構わないのか？」

　確かにその通りだ。まだ結婚していないとはいえ、婚約を解消されたらリディアの体面にも傷がつく。そのことについてはまったく意識していなかったため、リディアは思わず納得したように頷いてしまった。

「……そうでしたね。私のことは、考えていませんでした……」

「……それについての文句ではなかったのか」

「はい。ただ、私の方に何か問題や不満があるのでしたら、教えて欲しいと思っただけなのです」

　リディアの言葉に、ルーファスが沈黙する。リディアも黙り、ルーファスからの答えを待った。

　ルーファスは思っていた以上に長く黙り込んだあと、低く呻くように言った。

「君に否は──何もない」

（……よかった……！）

　ルーファスの答えに、リディアはほっと安堵の笑みを浮かべてしまう。ルーファスの眉根が顰められた。

「私に問題やご不満があるわけではないとわかって、ホッとしました」

「……だが君との婚約は、解消してほしい」

「そうしなければならない理由があるのですか？」

　ルーファスの形のいい唇が何かを言いかけるかのように少し動き──止まった。しばしの沈黙のあと、ルーファスは続ける。

「すべての理由は俺にある。君の名誉を傷つけないように取り計らうから、婚約を解消して欲しい」

　あまりにも一方的すぎる要求だ。リディアはルーファスに近づこうとして、応接テーブルに軽く足をぶつけてしまう。

　躓いて前のめりに倒れ込みそうになったリディアの肩を、ルーファスが支えてくれた。礼を言うよりもルーファスの要求に納得できず、リディアは責めるように言ってしまう。

「それでは納得できません。私に問題がなく不満がないのならば、婚約を解消する必要はないはずです。それとも私のことが嫌いになったというわけですか？」

「……それは……」

　ルーファスが再び口を噤んだ。リディアは彼が次の言葉を発するのを待つが、ルーファスは眉根を寄せて黙り込んだまま、いくら待っても何も言わない。

「嫌いになったのならば、すぐに嫌いだとお伝えいただけますよね？」

「……それは……そう、だが……」

「ならば婚約は続行してください。それがお互いのためだと思います。私は、ルーファスさまのこと、嫌いになったことなど一度もないのですから！　こんな一方的な婚約解消に、納得できるわけがありません！」

　なりふり構わず、リディアは自分の気持ちを伝えてしまう。ルーファスの瞳が、ほんのわずか驚いたように見開かれた。だがすぐに再び、眉間に皺が寄ってしまう。どこか苦しそうな表情にも見えて、リディアは次の言葉を失った。自分の言葉がルーファスを苦しめているように思えた。

　ルーファスが強く目を閉じた。

「君の文句は正当なものだ。すべて甘んじて受ける。だが、婚約解消は必ずしてもらいたい」

　納得のできる理由がないままにこれほどまでに頑なに拒まれる状況は、思う以上に胸が痛い。だがここで引き下がってしまったら、もう二度とルーファスとは何の関係もなくなってしまいそうで怖かった。

　自分がとても我が儘でみっともない真似をしているとわかっていても、リディアは縋るように言ってしまう。

「私……私は、諦めたくありません……っ。私はルーファスさまのことがずっと好きで、今も好きです。それなのにこんな一方的な婚約解消、認めたくありません。私が嫌いになったなら、解消します。でもそうでないのだったら、私はルーファスさまの婚約者の……いずれは妻になりたいですっ!!」

　まるで小さな子供が癇癪を起こしたかのように、リディアは全身で叫んでしまう。ルーファスの婚約者として淑女でいるために続けている努力も、この瞬間はまったく効果がなかった。

　言い切ったあと、リディアはハアハアと荒い呼吸を繰り返す。

　しばしあっけに取られたかのようにルーファスはリディアを見返していたが、目が合うと、慌てて視線を逸らした。その頬が赤くなっていく。

（ルーファス、さま……？）

　気分を害したというよりは照れた表情のように思えて、リディアは一縷いちるの望みを持ってルーファスを見つめる。ルーファスは口元を片手で押さえて表情を隠すと、扉の外にいる家令を呼んだ。

　思った以上に強い呼び声に、家令が驚いてすぐに姿を見せる。ルーファスはその脇を足早に通り過ぎながら言った。

「リディア嬢をお送りしろ。話は終わった」

「……ルーファスさま！」

　リディアの方はまだ終わったつもりがない。呼び止めようとしても、ルーファスの足は速く、もう背中しか見えなかった。

　家令がとても申し訳なさそうな顔で、リディアを玄関ホールへと促した。後ろ髪を引かれる思いを隠し切れないまま、仕方なくリディアは家令とともに歩き出す。だが短いやり取りでも、リディアの胸には何とも言えない違和感のようなものがあった。

（ルーファスさまは、私のことを嫌いになったわけではないと言ってくださった）

　たとえそれが自分に都合の良すぎる解釈だとしても、ルーファスの気持ちは変わらず自分にあるはずだ。それなのに婚約解消を申し出てくるということは、そうせざるを得ない理由があるということだ。

（私、まだ諦めたくない……！）

　ルーファスへの想いは、自分の中にずっとあり続けている。彼の妻となれる日を、幼い頃から夢見てきた。兄のように傍にいてくれたルーファスも、一人の男性として意識し始めたときのルーファスも、婚約者として自分を大切にしてくれたルーファスも、リディアの想いを強め続けてきた存在なのだ。

　何よりも、納得できない理由で彼を諦めたくない。みっともないと誰かが笑い蔑んでも、ルーファスの気持ちを簡単に手放したくはないのだ！

（恋する乙女は、簡単には諦めないのよ……!!）

　玄関ホールから外に出ると、ファーニヴァル公爵家の馬車が扉を開けて待っていた。御者が踏み台を置いて、リディアが車内に入るのを手伝ってくれる。

　──ふと背中に何か視線のようなものを感じて、リディアは動きを止めた。振り仰げば屋敷の三階の正面窓のレースのカーテンの影に、何かが居た。

（何……？）

　逆光になってしまっていて、よくわからない。目を凝らしてみると、それは一頭の巨大な白銀の獣のように見えた。

（獣……っ!?）

　あんな大きさの獣は、動物園ですら見たことがない。リディアは思わず怯んでしまい、肩口が扉の端にぶつかって音が立つ。

「お嬢さま!?　いかがなさいました!?」

　心配そうに問いかけてくる御者に、リディアは慌てて体勢を整え微笑を返した。

「ごめんなさい。日差しが強くて目が眩んでしまっただけなの」

　もう一度、先ほどの窓を見上げる。……獣の姿はなかった。

（見間違い……？）

「リディアさま？」

　見送りのために留まっていた家令にも、心配そうな声をかけられてしまう。リディアは気を取り直して馬車に乗り込んだ。



　耳に馬車の音が届く。確実に遠ざかっていくのを聞き取りながらルーファスは顔を覆っていた両手をゆっくりと離した。

　全身が嫌な汗でしっとりと濡れているのは、仕方がない。『人の姿』に戻るときは、いつもこうだ。

　床に膝をついた格好のまま、ルーファスはすぐには動けない。何度か荒い呼吸を繰り返して、感情の高ぶりを落ち着かせるように努める。

（リディアはもうこの屋敷にはいないんだ。彼女の匂いも気配も、もうない。だから、落ち着け……）

　自己暗示をかけるように、ルーファスは心の中で何度もそう呟く。繰り返していると感情制御の訓練を重ね続けていたおかげか、思った以上に早く理性を取り戻せた。

　ふーっ、と大きく息を吐いて、立ち上がる。ルーファスがいた周囲にはそれまで身に着けていた服と思わしき布切れがいくつも散らばっていた。

　獣に変じる際、体長は人のときの大体倍の大きさになる。着用している服は引きちぎられてしまうのだ。

　屋敷の者たちは、ルーファスのこの『変化』を知っている。とはいえ、全裸で屋敷の中を動き回るわけにもいかない。さてどうするか、とルーファスは鬱々とした気持ちになり、もう一度深く溜め息を吐いた。

　直後、まるで見計らったかのように、扉越しに傍付きのアルヴィンの声が投げかけられた。

「ルーファスさま、こちらにいらっしゃいますか」

「……ああ」

　内心ほっと安堵しつつ、ルーファスは低い声で応える。

　アルヴィンができうる限り扉を開かないようにしながら、室内に入り込んできた。その腕には、ルーファスの服が一式、抱えられている。

「お着替えをお持ちました」

「助かる」

　すべて心得たというように、アルヴィンが手早くルーファスの着替えを手伝った。日々怠ることなく鍛えて彫像のように均整の取れた裸身は、あっという間に一糸の乱れもない青年貴族の姿になる。

　着替えのときに乱れてしまった髪を掌で撫でつけたあと、ルーファスは少々言いにくそうに口を開いた。

「……リディアは……」

「きちんとお送りしています。ご心配には及びません」

　もちろんそれも知りたいことだったが、もっと知りたいことがある。だが自分がリディアを追い出すように帰してしまったため、聞きづらいというのも正直なところだった。

（リディアは、泣いていなかっただろうか）

　どうしてもリディアには話せなかった理由により、ルーファスの表情は感情を抑制してほぼ無表情だ。それでも傍付きとして何かと傍にいてくれるアルヴィンには、主の言いたいことが察し取れたようだ。痛ましげに眉根を寄せながら言う。

「気丈なご令嬢です。私たち使用人に余計な心配をかけないよう、笑顔でお帰りになられました……」

「……そうか……」

　幼い頃のリディアからは想像できない芯の強さを感じた。まだ自分の後をひな鳥のようについて回っていたときのリディアは、怖い話を聞くと夜一人では眠れずに泣いてしまったり、転んでつけたほんのわずかの擦り傷でも瞳を潤ませるほどの泣き虫だったのに、あれほど手ひどい扱いをされても他人にどう見られるのかを考えて、いつも通りの自分を演じてくれたのか。

　とくん……っ、と、心の中で鼓動が震える。

　成長するにつれてリディアは外見も内面も美しく気丈な女性になっていった。柔らかな金色の髪、透き通った水色の瞳、長い睫、紅を乗せなくとも艶やかで瑞々しい唇、抱きしめると腕の中にすっぽりと納まる小柄な──けれども柔らかい身体。子供の頃はまだまだ幼さが全面に出ていて見守るような情愛が強かった。だが年頃になり、自分の婚約者としてふさわしくなりたいと思って努力してくれるリディアは、気づけば異性ならば誰もが一度は憧れ、目を奪われてしまうほどの令嬢になった。

　自分に向けられる恋情は幼い頃から変わらず、自分もリディアに向ける想いは変わらないどころかますます強くなっていった。穏やかで慈しみ合うような関係を続けて、やがては結婚し、家庭を育んでいくのだと思っていたのに──自分の『男』の部分はそんな生易しいものではないことを知った。

（リディアが、欲しい）

　心の交流はもちろんのこと、リディアと触れ合いたい。親愛の触れ合いではなく、恋人として、男と女としての交わりを持ちたい──それは、健康な青年として愛している者に抱く欲情としては至極当然のものだ。頭では、理解している。

　だがそれをリディアに向けることを、ルーファスは嫌悪した。

　想像の中とはいえ自分がリディアにしたいことを実行しているときは、凌辱しているのと変わらない。夢想の中のリディアが嫌がっても、男の力でもって押さえつけて、無理矢理快感を教え込み、自分の欲望を身体の奥深くに穿って──。

「……っ」

　身体の奥に熱を覚えて、ルーファスは慌てて口元を片手で覆った。ルーファスの纏う空気が変わり始めていることを悟り、アルヴィンが慌てる。

「ルーファスさま……！」

「……大丈夫、だ……」

（落ち着け。リディアの匂いも気配も、もう感じない。リディアはもう俺の傍にはいないんだ）

　必死にそう言い聞かせていると、身体の熱がゆっくりと引いていく。もしまだ屋敷にリディアがいたら、彼女の存在感によって簡単に落ち着きを取り戻すことはできなかっただろう。

　ルーファスは大きく息を吐いて、前屈みになっていた上体を起こす。アルヴィンが、身体を支えてくれた。

「大丈夫ですか」

「ああ、もう平気だ。……すまないな」

「いいえ。それだけルーファスさまがリディアさまをお想いになられている証です」

　自分の気持ちがアルヴィンに知られていることを改めて教えられ、ルーファスは目元をほんのり赤く染める。『発症』してからはこんなふうにほんの少しの感情も表に出さないように努力してきたが、リディアが絡むことに関しては、まだまだ相当の努力が必要だった。

　アルヴィンは、励ますように微笑みかける。

「リディアさまのことを想ってされたことです。リディアさまも今はお辛いでしょうが、きっとすぐに立ち直ってくださると思います」

　だがリディアは、冷たく突き放すルーファスに諦めないと言ってくれた。それがとても嬉しくてリディアの健気さに心打たれて、すぐにでも抱きしめてくちづけたくなった。

　自分もリディアを愛しているのだと、伝えたくてたまらなかった。……その気持ちが発症させる要因となり、慌てて彼女の前から立ち去ったのだ。

「……リディアが幸せになれば、俺はそれでいい」

「ルーファスさま……」

「はっきりとわかっていることは、今の俺では彼女を幸せにすることができないことだ……」

　きつく眉根を寄せて、呻くようにルーファスは続ける。アルヴィンは再び主人を励まそうとするものの、言葉が出てこなかった。



	
			【第二章：彼の秘密】

（私のことを嫌いになったわけではないということは、私が淑女としてもっと成長すればいいということよね？）

　今ももちろんルーファスの婚約者として様々な教養を身に着けるようにしているが、今まで以上に淑女としての勉学に励めということだ。あとはルーファスがなぜそれほどまでに自分との婚約を解消しようとしているのかの理由がわかればいい。

　道のりは非常に困難だと思われるが、新たな目標が定まれば鬱々とした気持ちも前向きに変わる。リディアは意気込んで、マナーや歴史学などの新たな教師を雇って欲しいと両親に願い出た。

　前向きなリディアの言葉に両親は軽く面食らったあと、ルーファスを諦めさせようと進言してきた。だがそのくらいでリディアの気持ちは萎まない。母親は娘が意固地になっているのではないかと心配して、午後の茶の時間、母娘二人だけの時間を作って言ったほどだ。

「ねえ、リディア。あなたがルーファスさまを大好きなことはよくわかっているわ。けれど、あのルーファスさまが一度結んだ婚約を破棄したいと言ってきたのよ。相当の理由があると思わない？」

　そう言われてしまうと、リディアも自分が駄々をこねているだけのように思い直してしまいそうになる。母親に反論できる言葉もなく、リディアは無言のままカップを口に運んだ。

　母親はリディアを優しく包み込むように温かい微笑で見返しながら続ける。

「ルーファスさまは、あなたの体面が傷つけられないようにこの婚約を破棄すると仰っているわ。あなたのせいではないとも言ってくれている。これはきっと、相当の理由があって申し出ているのだと思うの。……ここまでルーファスさまが仰るのよ。お望み通りにするのがいいとは思わない……？」

「……思いません」

　カップから唇を離して、リディアは絞り出すように言う。母親は沈黙を返したが、リディアを責めたりはしなかった。

「……ルーファスさまは私を嫌いになったわけではないと教えてくださいました。それでも婚約を破棄しなければならない理由に、私は納得ができません。ずっと……ずっとルーファスさまの妻になるために、が、頑張ってき、たのです……っ」

「リディア……」

　涙を堪えているために、声が震えてしまう。母親は痛ましげに眉根を寄せると、娘の手を握りしめて謝ってくれた。

「ごめんなさい。そうね、あなたはルーファスさまが昔からずっとずっと……大好きだったものね」

「……だからみっともなくても、嫌いだと面と向かって言われるまでは、諦めたくないのです」

　母親は何も言い返さず、リディアの頭を撫でてくれた。

　優しく温かい掌の感触はとても心地よかったが、リディアの行動を認めてくれていないことは伝わってくる。リディアは小さく溜め息を吐くことしかできなかった。

　それでも娘の気持ちを汲んでくれた両親は、リディアの望みのままに新しい家庭教師をつけてくれた。もっと素敵なレディになれるようにと勉強しているときは、ルーファスに面と向かって婚約破棄を言われたときの胸の痛みを忘れられた。だからこそ、さらにもっと、と勉学に励んでしまう。

　同時に気になるのは、婚約破棄の理由だ。

（ルーファスさまと、もう一度お会いすることはできないかしら……）

　好きだからまだ諦めたくないと宣言したとき以降、ルーファスからの連絡はなかった。婚約者として公の場に出なければまずいことも起こらず、会うことができていない。もう一度会いたいとこちらから連絡を取るのも一つの手段ではあったが、先日ずいぶん強気な態度に出てしまったこともあり、躊躇ためらってしまう。

　だが会って話をしなければ、ルーファスがいったい何に苦しんでいるのかもわからない。何か上手い具合に会う口実は作れないだろうか──そう悩んでいたとき、リディアの友人であるアンジェラから、自邸で開く内輪のパーティーに招待された。

　アンジェラはリディアより二つ年上で、すでにエイムズ伯爵と結婚している。人妻となってもリディアのことを何よりも心許せる友人として、よく声をかけてくれるのだ。

　招待状はルーファスにも送ったと手紙に綴られていた。まだ婚約解消を公にしていない以上、アンジェラの招待は当然だった。

　アンジェラはルーファスとの結婚を心待ちにしてくれている。リディアも自分と同じく人妻となれば、友人としての仲がもっと深まると思っているからだった。

（ルーファスさまは……どうされるのかしら……）

　断ろうと思えば、いくらでも理由はつけられる。あのときの反応を思えば、リディアと一緒に行く可能性は低い。まだ婚約解消されそうになっていることをアンジェラには教えていないため、変に気を遣わせてしまうかもしれないことが心苦しかった。アンジェラに会えることは嬉しいがそのことで少し気が重く、リディアは無意識に深い溜め息を吐いてしまう。

　だがその日の午後、ルーファスの傍付きのアルヴィンが、リディア宛ての手紙を持ってやって来た。おそらくアンジェラから招待されているパーティーの参加についてのことだろうと予想しつつ、リディアは彼から渡された手紙を内心では身構えて受け取る。

　だがリディアの予想に反し、参加すると回答したとの内容がしたためられていた。パーティーの当日は迎えに行くともあり、リディアは思わず嬉しさで笑顔になる。

　アルヴィンはそんなリディアの様子に、どこか安堵したようだった。

「ルーファスさまからのお手紙を届けてくれてありがとう、アルヴィン。とても嬉しいとお伝えしておいて。あ、あと、どんな感じのドレスがいいとかご要望があったら、遠慮なくお申し付けくださいとも伝えて。今、ルーファスさまはどんなドレスがお好みなのかしら……？　当日、ルーファスさまの盛装はどのような色合いで纏められるつもりなのかしら。並んだときにあまり真逆の色合いだったら、おかしいと思うし……私は別にいいのだけれど、ルーファスさまが他の方に変だと言われるのはとても嫌だから……ルーファスさまのお好みの色は、藍色から変わっていないかしら？」

　矢継ぎ早に問いかけてしまい、アルヴィンはその勢いに軽く後ずさりしてしまったほどだ。そのことに気づいたリディアは顔を赤くし、手紙を胸に抱き締めて俯いてしまう。

「ご、ごめんなさい。少し性急すぎてしまったわ……」

　アルヴィンは気を取り直したあと、すぐに柔らかく微笑んで首を振った。

「いいえ。リディアさまのルーファスさまへの想いがとてもよく伝わってきて、お仕えする側としてはとても嬉しいです」

「……そ、そう……」

　自分がルーファスのことを昔からずっと好きでいることは、アルヴィンも知っている。婚約破棄を願われても、納得できないからと拒み続けていることももちろん知っているはずだ。そんな自分は、我が儘で未練がましいと思われているのだろう。リディアは急に自分が矮小に思え、肩を竦めた。

「……ごめんなさい。本当ならば、もうルーファスさまとは何の関わりもなくなるはずなのに……」

　婚約を解消し互いに会わないようになれば、そのうち昔馴染みの過去すら記憶の彼方に消えてしまうほどの希薄な関係になるはずだ。ルーファスがそれを求めているのに、リディアは今の関係にしがみついてしまっている。みっともないとわかっていても簡単に手放したくない気持ちだからこその足掻きなのだが、ルーファスの立場をよく知るアルヴィンにしてみれば、聞き分けのない令嬢となるだろう。

　アルヴィンは痛ましげに眉根を軽く寄せて、言った。

「リディアさま……私が言ったことはここだけのことにしておいていただけませんか？」

「……アルヴィン……？」

「もし……もしリディアさまがお心を強く持っていただけるのでしたら……ルーファスさまのことを、どうか……どうか変わらずに、お想いくださいませ」

　それは、どういう意味なのだろう？

　アルヴィンからもっと情報を引き出したいと、リディアは更に言葉を重ねようとする。だがアルヴィンはここに来たときと同じ穏やかな微笑を浮かべたままで、頭を下げた。

「では、私はこれで失礼します」

「……あ……待って、アルヴィン！　まだ話が……」

「リディアさまに手紙をお渡ししたらすぐに戻るように言いつかっておりますので、申し訳ございません。それから、ルーファスさまの好きなお色はリディアさまが仰る通り、変わっておりません。パーティー当日は、そのお色の盛装をお勧めしておきます」

　リディアにそれ以上何か言わせる隙を与えずに、アルヴィンは改めて一礼したあと、退室してしまう。引き留めることができず、リディアはもどかしさに緩く唇を噛みしめて、胸に抱き締めた手紙を見下ろした。

（断ることもできるのに、ルーファスさまは一緒に行ってくださる……）

　ルーファスの本心は見えない。だが今はそれでいい。突き放されなかったことを良しとしよう。悪いことばかり考えていたら、良いことが見えづらくなってしまう。

　リディアは自分の気持ちを前向きにさせると、ルーファスからの手紙を丁寧に元通りにしまい直した。

「さて！　当日はどんなドレスにしようかしら。目一杯お洒落しましょう！」



　アンジェラが主催するパーティーが始まるのは、夜だ。ルーファスが迎えに来るのは夕方頃だとわかってはいたが、リディアは何となく落ち着かずに朝からどのドレスがいいか、合わせるアクセサリーは何にしようかと悩み、ああでもないこうでもないと使用人たちにも意見を聞いて身支度をした。

　アルヴィンの言葉を信じて、リディアはドレスの色を藍色のものにした。ルーファスとお揃いの感じを出したかった。デザインは少し大人っぽくてあまり着ていなかったものだったが、どうせならばと思い切った。

　流行りのドレスのデザインは、とにかく上半身のラインをくっきりと浮き出させるデザインなのが、リディアには正直、抵抗がある。襟ぐりも大きく開き、しかも胸のかたちを強調させるように腰を絞っているため、乳房の丸みが結構見えてしまうほどだ。

　袖は七分袖で、袖口はレースが幾重にも重なって花びらのようになっている。スカート部分も生地が何枚も重なり、裾にもレースがたっぷりと縫い付けられていて、少し可愛らしい感じになっていた。

　胸元が寒くなりそうなほど開いているため、アクセサリーは大ぶりのものにした。

　何にしようかとアクセサリーボックスを見て、リディアはすぐにアメジストのチョーカーにする。ルーファスの瞳の色と同じ宝石をリディアは自然と好み、気づけばその宝石によって仕立てられたものが多くなってしまっていた。

　髪は高く結い上げ、胸元と同じくらいに開いてしまっている背中に毛先を少量、滑り落としている。元々毛先がくるんとカールしているような髪のため、その辺りを支度を手伝ってくれた使用人たちが活かしてくれた。

　チョーカーとお揃いの耳飾りを着け、胸元に練り香を少し塗る。近づくとふんわりと香る程度に気をつけたのは、ルーファスが濃い化粧を好まないからだ。初めてルーファスからレディ扱いされて香水をプレゼントされたとき嬉しくて着けすぎてしまい、室内がむせかえるほどの失態を犯した思い出もある。そのときちょうどやって来たルーファスが、苦笑しながら好みの着け加減を教えてくれたのだ。

　肌の手入れをきちんとしておけば隠すところが少なくなるため、化粧も濃くなることはない。リディアはいつも通りの薄化粧で顔を整え、口紅を乗せる。瑞々しさがよくわかる化粧だった。

　鏡の中の自分を何度も確認し、どこにもおかしいところがないことを使用人たちにチェックしてもらったあと、ルーファスの迎えが来た。今日の自分の格好は彼の好みに沿っているだろうかとドキドキしながら、リディアは玄関ホールへと向かう。

　正面階段を下りたところに、ルーファスが居る。思わずぱっと笑顔を浮かべて走り寄ろうとしたが、久しぶりに見る彼の盛装姿にリディアは階段の途中で思わず立ち止まってしまった。

　袖口の辺りが気になっているのか、ルーファスは俯き加減で片腕を上げ、カフスボタンを弄っていた。盛装に合わせて黒髪を綺麗に撫でつけて、精悍な額を露わにしている。一筋、二筋、後れ毛が滑り落ちているのが何とも言えない男の色気を感じさせた。

　前髪を上げているせいで、整った顔立ちがどの角度からもよく見える。視線が合ったら、心臓が破裂してしまいそうだ。今は取りあえず俯いてくれていて良かったと思いながらも、リディアは隅々までルーファスの盛装姿を堪能してしまう。

　光が当たると深い紫色にも見える品のある藍色の上着に、すらりと長い足がはっきりとわかる白のトラウザーズだ。長靴は艶のある黒で、金糸の縁取りがされている。上着は立て襟で、裾が太腿にかかるほどの長さだ。それらの縁にも同じ金糸で縁取りがされていて、豪奢だった。だが華美でないのは派手さを感じるのが縁取りだけだからだろう。

　清潔感のある淡い水色のスカーフを首に巻き、紫水晶のブローチを留めている。

　見覚えのあるブローチが記憶を刺激した。あれは、リディアがルーファスの十五歳の誕生日に贈ったものだった。

（私が贈ったものを……着けてくださっている……!!）

　とても嬉しくて、思わず淡い涙が浮かんでしまった。そのために視界が歪み、リディアは階段から足を踏み外しそうになってしまう。

　リディアの気配に気づいてルーファスが顔を上げたときのことだった。がくりと前のめりに倒れ込んだリディアを見るなり、ルーファスが血相を変える。

「リディア！」

「……お嬢さま!!」

　使用人たちも気づいて声を上げるが、到底間に合う距離ではない。だがルーファスの身体はしなやかな獣が駆け寄るかのように尋常ではない速さでリディアに近づき、受け止めてくれた。

　ぼすんっ、と逞しい胸に抱き留められて事なきを得る。

「大丈夫か!?」

　ひどく慌てた様子で、ルーファスがリディアに無事を確認してきた。リディアはルーファスの温もりと階段を踏み外してしまった恐怖に胸をドキドキさせながらも、小さく頷く。

「大丈夫……です……。申し訳ありません……」

　ルーファスはホッと安堵の息を吐くと、リディアを立たせてくれた。そしてリディアの片手を取り、じっと見つめてくる。

　頭から足の先までじっくり舐めるように見つめられて、さらに胸がドキドキした。もしかして、今日の格好は変だったろうか!?

　ルーファスの視線はいっこうに離れる様子がない。リディアは居たたまれない気持ちになり、思い切って言った。

「あ……あの……っ。今日の私の格好は変でしょうか……っ!?」

「……い、いや……っ」

　叫ぶような問いかけにルーファスがハッと我に返ったかのように、慌てて応える。小さく咳払いをしたあと、ルーファスは目を伏せて続けた。

「……とても、綺麗だ」

　飾らない褒め言葉がとても嬉しい。リディアはまた泣きそうになる気持ちを呑み込み、満面の笑顔を浮かべた。

「ルーファスさまにそう言っていただけて、とても嬉しいです。ルーファスさまもドキドキしてしまうくらい素敵です！」

「……そう、か」

　リディアの褒め言葉は特に聞くつもりはなかったのか、ルーファスはいつも通りの無表情に戻り、ふいっと横を向いてしまう。自分に誉められてもさほど嬉しいわけではないのかと、せっかく上向きになった気持ちはあっという間に萎んでしまった。

「もう出掛けてもいいのか？」

「はい、大丈夫です。お待たせいたしました」

　ルーファスはこちらを見ないままで軽く頷き、リディアの手を取って玄関ホールへとエスコートしてくれる。半歩前を行くルーファスの背中を見つめながら、リディアはふと、気づいた。

（私を助けてくださったけれど……距離が結構あるわよ、ね……？）

　玄関ホールからリディアがいた場所まで、いくら身体を鍛えているとはいえ駆けつけるには無理と思える距離だった。だがルーファスはリディアが転がり落ちる前に受け止めてくれた。運動神経がいいと、こんなにも足は速くなるのだろうか？

（……変なことを気にしているわね、私……）

　御者が馬車の扉を開き、ルーファスが車内に促してくれる。リディアが席に座ると、ルーファスは向かい合う位置に座った。御者が扉を閉め、しばらくすると馬車が走り出す。

　ルーファスは軽く腕を組み、小さな車窓から流れていく景色を眺めていた。話しかけづらい空気が車内を満たしていたが、ここでめげていてはせっかく会えた機会を無駄にしてしまう。婚約破棄を口にした理由が何なのか、糸口くらいは掴みたい。リディアは取りあえず、無難な世間話をルーファスに投げかけてみた。

　だがルーファスの返事は適当とも言えるような頷き程度しか返ってこず、心が折れてしまいそうになる。

（駄、駄目よ、リディア。何かルーファスさまのお気に留まりそうなことを言わないと……っ）

　ルーファスの視線は変わらず窓の外に向けられていて、時折ちらりとこちらを見ては無言のまま再び車窓に戻るということを何度か繰り返している。自分の着飾った姿に何か気に入らないところでもあるのだろうか。それとも、どこか変なところでもあるのだろうか。かえって気になってしまい、リディアの口数も減ってしまう。

　やがてリディアの方も無言になってしまい、車内には非常に気まずい沈黙が漂った。車輪の回る音と、外の様子がわかる程度の音しか聞こえなくなる。

（私……本当はルーファスさまに嫌われているのかも……？）

　視界が涙で歪みそうになる。本当の自分は、泣き虫なのだ。ただリディアが泣くとルーファスがいつも慌てて困ったように必死に涙を止めるための努力をしてくれるから、できる限り泣かないようにしようと幼い頃から頑張ってきただけだ。

「……その……リディア」

　ふいにルーファスが低い声で、どこか言いにくそうに呼びかけてきた。馬車に乗ってから自発的に話しかけてもらえたのはこれが初めてだ。リディアは嬉しくなり、満面の笑顔を浮かべて応える。

「はいっ！　何でしょうっ!?」

「……その……君のドレス、だが……露出度が、高く、ないか……？」

「……え……」

　流行りのデザインのドレスではあったが、確かにリディアが躊躇ってしまうほどの露出はある。けれどリディアくらいの年頃の──いわゆる結婚適齢期の令嬢ならば、このくらい華やかに、かつ、色気も見せておくのが常識だ。同じ年頃の令嬢たちの中には、もっと過激なデザインのドレスを好む者もいる。それどころかリディアの着るドレスはアンジェラさえも時折、貞淑ていしゅくすぎるわ！　と嘆くくらいだったのである。

（ルーファスさまの好みではなかったのかもしれない……っ!!）

　自邸で誉めてくれたのは、使用人たちがいる手前、誉めておいた方がいいと思ってのことだったのだ。それなのにルーファスの好みに少しでも近づいたのだと喜んだ自分が、恥ずかしい。

　リディアは真っ赤になり、俯いてしまいながらも言う。

「……も、申し訳……ございません。い、今の流行りのデザインは、このくらい露出があるのが普通なので……」

（ああ……ストールでも持ってくれば良かったわ……!!）

　だが今から自邸に引き返すとなると、時間がかかってしまう。このままエイムズ伯爵邸に向かうしかない。

　恥ずかしくてスカートの膝の辺りをぎゅっと強く握り締めたまま、リディアはかすかに震えてしまう。ルーファスは窓の外を見つめたままで、少し困ったように続けた。

「……その……どこを見たらいいのか、困る……」

（え……？）

　自分が思っていたこととは違う意味だったのではないかと、リディアは顔を上げる。相変わらずルーファスは窓の外を見つめたままだ。

（私のこと……軽蔑したわけじゃなくて……？）

　リディアのむき出しになっている肌の部分を見るのが気恥ずかしい、ということだろうか。それはかつてのルーファスと何も変わっていない一面だった。

（だって婚約してからもルーファスさまはまだまだぎこちなく私に触れてきて……）

　男女の触れ合いなど手探りで──柔らかく唇が触れ合うだけの子供がするようなくちづけばかりだった。それ以上の愛撫があることも何となくわかっていたが、リディアは別にそれでも良かった。ルーファスから伝わってくる『好き』の気持ちが、リディアの心を幸せにしてくれた。くちづけるときに指を繋いでくれて、温かく優しく抱き締めてくれる。それがとても心地良かった。

　リディアは昔を思い出して心をほわりと温かくしながらも、ルーファスに微笑んだ。

「次は、もっと肌を見せないドレスにします」

「……いや、君がそれがいいならば……いいんだが……」

「でもそのせいでルーファスさまに目を合わせてもらえないのは寂しいです。せっかく一緒にいるのですから……もっと私を見て欲しいです」

「……」

　ルーファスが小さく息を呑み、無言のままリディアを見る。感情が読み取れない紫色の瞳の底に、リディアが思わず息を呑んでしまいそうなほどの熱が生まれたような気がした。

　ルーファスが唇を開きかける。何か言ってくると思い、リディアは無言で彼の言葉を待つ。……だが数瞬後、ルーファスは唇を閉ざして眉根を寄せ、再び車窓の方に顔を向けた。

「……ルーファス、さま……？」

　何も言ってこない。リディアがしびれを切らして呼びかけると、ルーファスは目を閉じてしまう。

「少し、疲れた。エイムズ伯爵邸に着くまで、寝かせてくれ」

「……あ……は、はい……」

　自分と話をすることが、それほどに疲れたのだろうか。リディアは仕方なく頷き、ルーファスの眠りの邪魔をしないよう、身じろぎすら控えた。

　ルーファスは背もたれにもたれかかったが、相変わらずリディアを見ないようにしているためか、車窓に顔を向けたままだ。リディアからは目を閉じた端整な横顔しか見ることができない。

（あ……眉間に、皺……）

　どこか苦しそうにも見える表情を認めて、リディアは慌ててルーファスから窓の外へと目を向けた。もしかしたら、自分が見つめている気配もルーファスにとっては苦痛になるかもしれない。

（あ……また、涙が出そう……）

　外の景色が一瞬揺らぐ。リディアは慌てて瞬きを繰り返し、涙を散らした。



　エイムズ伯爵邸に到着すると、他の招待客がもうすでに何人かやって来ていて、ダンスホールはきらびやかな笑い声と楽曲で満たされていた。

　ルーファスがリディアをエスコートしてホール内に入ると、自然と視線が集まってくる。招待客の中にはリディアと同じ年頃の令嬢たちもいて、ルーファスの姿に見惚れているのがわかった。

（やっぱりルーファスさまよね……変わらず、ご令嬢たちの憧れの的なんだわ……）

　女性たちだけでなく、男性の視線も向けられている。

　ルーファスはここ数年で随分寡黙で鉄面皮になったが、それがかえって仕事ができる男という評価に拍車をかけたようだと聞き及んでいた。公爵子息として甘やかされることを良しとせず、自ら勉学や剣技などに努力し続けてきた結果なのだから、この評価は当然のものだとリディアは思っている。与えられた環境に甘えず、努力し続けるところもリディアが好きなところだった。

　ホールの上座の方に用意されているソファに、エイムズ伯爵とアンジェラが座っていた。彼らの傍には夫婦と思わしき男女がいて、談笑している。ルーファスは彼らとの会話が一段落つくのを待ってから、リディアとともにアンジェラたちの前に進んだ。

　見回す限り、この場ではルーファスが一番の高位だ。それでもそれを鼻にかけることなく、礼儀をきちんと守る。

（そういうところも……好き）

　心の中で改めてルーファスへの想いを確認しながら待っているが、彼はこちらに話しかけることはなく変わらず無言のままだ。リディアをエスコートするために片手を取り、もう片方の手を腰に回して柔らかく抱き寄せてはくれているものの、身体が強張っているのはわかる。

　なるべくリディアと接触しないようにしているようだった。それが感じ取れるから、リディアもできうる限りルーファスに触れないようにしている。久しぶりに婚約者同士として一緒にいるというのに、心はとても遠く感じられて寂しかった。

「まあ、リディア！」

　会話に一区切りついたアンジェラが、リディアたちの姿に気づいて笑顔で呼びかけてくる。リディアはルーファスとともにアンジェラたちの前に歩み寄り、挨拶した。

「お招きありがとうございます、エイムズ伯爵夫妻」

　ルーファスが礼節通りの挨拶をすると、エイムズ伯爵はうんうんと満足げに頷く。エイムズ伯爵はルーファスよりも十歳年上だ。まるで弟を見るような視線は、仕方がないだろう。

「今日は内輪のパーティーだ。あまり堅苦しくしなくて大丈夫だぞ、ルーファス殿」

「最近、二人で社交の場に出ることがないらしいではないの。ルーファスさまもお仕事がお忙しいとは承知していますけど、私の大切な親友のリディアに寂しい思いはさせないでくださいね？」

「……ア、アンジェラ……っ」

　自分たちの事情を教えていないのだから仕方がないが、ルーファスにとっては不快な文句になってしまうだろう。リディアは慌てて止めたものの、一度零れてしまった言葉は元には戻らない。

　ルーファスが気分を害したのではないかと、リディアは恐る恐る隣を見上げる。ルーファスは無表情のままで言った。

「それは申し訳ない……。リディアを寂しくさせないように努力しよう」

　この場を丸く収めるために言ってくれているのだろう。リディアは何となく居たたまれないような気持ちになるが、アンジェラは満足げに頷く。

「そう言っていただけて、安心しました」

「アンジェラ、私は少し席を外すよ」

　気安い会話ができるようにと配慮してくれたのか、エイムズ伯爵がアンジェラの頬に軽くくちづけてから席を立つ。すでに熟年夫婦のような空気が感じ取れ、リディアは思わず羨ましげな顔をしてしまった。

　そんなリディアの表情に気づき、アンジェラが苦笑する。

「まあ、なんて顔をしているの、リディア。あなたたちも結婚してしばらくすれば、こんなふうになるわよ」

「……そ、そういうものなのかしら……？」

「安心なさいな。それで、結婚はいつになりそうなの？　もう婚約期間は充分取ったでしょう？　リディアももう成人の儀を迎えたわけだし、私としたらまだ結婚しないの？　と、ルーファスさまの不甲斐なさを嘆いているのだけれど」

「……アンジェラ！」

　これはあまりにも不躾な話題だ。リディアが少し強めに呼びかけるが、アンジェラはむしろ不満げな表情でこちらを見返す。

「あら、私は別に失礼なことを言っているとは思っていないわよ？　花も盛りの歳になったリディアを、いつまで放っておくのか心配しているだけだわ。ましてやリディアはルーファスさまと結婚できることをとても心待ちにしているのよ。いったいあとどれだけリディアを待たせるつもりなのかしら。こう見えてもリディアは、ルーファスさまという婚約者がいても引く手あまたなのよ」

「……ア、アンジェラ！　何を言っているの!?」

　自分はルーファスと違って異性に言い寄られたことなどほとんどないのだ。たとえ声をかけられたことがあってもそれは最初の一度きりで、それ以降は基本的にリディアをどこかのパーティーで見かけても声をかけることもなく、それどころかそそくさと逃げ出す者もいる。今のアンジェラの言い方では男性にそれなりに人気があるように受け取られてしまう。

（そんなこと、まったくないのに……!!）

　いくらルーファスをけしかけるためとはいえ、過大評価すぎて居たたまれない。だがあまりにも予想外のアンジェラの言葉に驚愕と戸惑いの方が強く、リディアは親友を諫める言葉がまったく出てこなかった。

　ルーファスが、無言でリディアを見つめる。肌に突き刺さるかのような強い視線にリディアは青ざめ、絶句した。これは絶対にルーファスを不快にさせてしまっている!!

「あ、あの……ル、ルーファスさま……い、今の……アンジェラの言葉は……」

「エイムズ伯爵夫人がそのように心配するのも、仕方のないことだと理解している。俺はリディアを随分と待たせてしまっている……」

「あら。ご自覚は持ってくださっているのですね。安心しましたわ」

　まるで小姑のように、アンジェラは嫌味をたっぷり含んだ笑みを見せた。リディアは俯いて身を固くすることしかできない。

　ルーファスはそんなリディアから手を離しながら言った。

「俺は少し席を外そう。……すまない、リディア」

　謝罪の言葉は、どこに向けられたものなのか。アンジェラの前でリディアを居たたまれない気持ちにさせていることなのか、婚約を破棄したいと申し出ていることなのか。リディアにはわからない。

「……いえ……大丈夫、です」

　ルーファスの温もりが、遠ざかる。招待客の中に見知った人物でも居たのか、ルーファスが彼らの中に紛れていくのをリディアは無言のまま見つめた。

　そんなリディアをしばし見ていたアンジェラが、声を落として言う。

「……ごめんなさい。私、言い過ぎてしまったわね……」

「……ううん、そんなことはないわ。私を心配してくれてありがとう、アンジェラ」

　アンジェラがどうしてルーファスを責めるようなことを言うのか、リディアにはよくわかっている。成人の儀を迎えてもいっこうに婚儀に進まないルーファスを不思議に思っているだけだ。ましてやここ最近は、二人揃って社交の場に出ることもほとんどなくなっている。アンジェラなりにリディアのことを心配してくれているのだ。

「リディア。何かあったのではないの？」

　表情に出ないように努力はしていたが、アンジェラには隠しきれなかったらしい。それでもリディアは慌てて首を振る。

「何もないわよ。アンジェラったら、心配しすぎだわ」

「それならばいいのだけれど……何だかルーファスさまも様子が変だったわ。ここ二年ほど、まるで人が変わられたみたいって噂にもなっているのよ」

「でも、公爵子息としての仕事の評価は上がっているわ。それに元々の公平さとかお優しいところとかは、何も変わっていないわ」

「それは……確かにそうだけれど……」

　リディアの反論に、アンジェラは口ごもる。少しムキになって言い過ぎたと気づき、リディアはアンジェラの両手を取って微笑みかけた。

「アンジェラ、大丈夫よ。ルーファスさまにひどいことをされているわけではないわ。婚約者として大切にしてもらっている。今は……結婚はまだだけれど。きっとアンジェラが喜んでくれる知らせをできるようになるわ。だからもう少しだけ待っていてくれる？」

「リディアがそう言うなら……」

　納得できてはいないものの、アンジェラはひとまず頷いてくれる。リディアは親愛の抱擁をした。

「私も少し離れるわ。伯爵夫人にご挨拶したげな方がいらっしゃるから」

　少し離れた位置で様子を窺っている招待客が何人かいることに気づかされ、アンジェラは小さく苦笑した。

「またあとで」

「ええ、また」

　リディアが離れると、まだ挨拶をしていない者たちがゆっくりと歩み寄ってきた。リディアはアンジェラから離れつつ、ルーファスの姿を確認する。リディアの挙動を見ていたのか、すぐに目が合った。

　呼びかけようとしたが、ルーファスは隣の青年貴族に視線を戻し、何やらまた話し始めてしまう。突き放されたような気がしてリディアは唇を閉ざし、伏し目がちに苦笑して人があまりいないところを探した。

　ダンスホールの外は半円状のバルコニーがいくつかあり、軽く休めるように椅子がいくつか用意されていた。まだパーティーが始まったばかりということもあり、バルコニーに出ている者はいない。ちょうどいいとリディアは手近の窓からバルコニーに出て、椅子に腰を下ろした。

　ホールの中は暖かかったが、外の夜気は思った以上に冷たく感じられた。むき出しの肩や背中が震え、リディアは両腕で自分をそっと抱き締める。

（やっぱりストールか何かを持ってくれば良かったわね……）

　いや、ルーファスの好みのデザインではなかったようだから、これはもう着ることもないだろう。リディアは小さく溜め息を零した。

　バルコニーから見上げた空はすっきりと晴れているおかげで星々のきらめきがよく見えた。自然のプラネタリウムはリディアの心を癒やしてくれる。もう少しこの星空を眺めたあと、ホールに戻ろう。

　そう決めて空を見上げていると、リディアの背後から少し遠慮がちな青年の声が投げかけられた。

「あの……どうかしましたか。気分でも悪くなられましたか？」

　肩越しに振り返ると、こちらに近づいてくる青年がいた。

　自分と同じくらいの年頃の青年だったが、おそらくこのパーティーに呼ばれた招待客の一人だろう。親友が主催するパーティーのため、リディアの警戒は緩い。

「いいえ、大丈夫です。少し人混みから離れたかっただけで……」

　リディアは立ち上がろうとするが、青年がそれを止める。

「ああ、どうぞそのままで。ご休憩されていたところを邪魔してしまったのですね。申し訳ございません」

「お気遣いありがとうございます」

　青年の厚意に甘えて、リディアは浮かしかけた腰を再び椅子に戻した。青年はリディアに近づいたものの、距離は適切に保っている。そのことが、好感度を高めた。

「あの……リディア嬢ですよね？　サンドフォーディ伯爵家の……」

　頷くと、青年は自分も名乗ったあと、嬉しそうに笑った。

「お会いできて光栄です」

「……あ、ありがとうございます……」

　自分はこの青年のことを全く知らないのだが、何やら感激されてリディアは戸惑ってしまう。その表情を認めて、青年はハッと我に返ったように小さく苦笑した。

「申し訳ありません。リディア嬢は私くらいの世代の者たちには、憧れの方でして……お美しい上にどなたとも優しく気安くお話ししてくださいますし、もちろん、ファーニヴァル公爵子息のご婚約者ということは存じ上げております。それでもいつかお話しできたらと憧れる男は、それなりにいるのですよ」

　寝耳に水の言葉に、リディアは茫然としたあと──頬を染めた。ルーファスにふさわしい婚約者であるようにと努力し続けていたが、その成果が少しは出ているらしい。こんなふうに真正面から褒められることは滅多になく、リディアは照れくさげな笑みを返した。

「褒めていただけて、嬉しいです。ありがとうございます」

「……あ、あの……っ！　ファーニヴァル公爵子息は、ご一緒ではないのですかっ？」

　青年が少し勢い込んで問いかけてくる。これは自分とダンスを踊りたいなどと申し出をされそうな雰囲気だ。リディアは今度は曖昧に微笑み、彼をなるべく不快にさせないようにしながら、断ろうとする。ルーファス以外の異性と踊るのは、肉親だけと密かに決めていた。

　だがリディアが口を開くよりも早く、バルコニーに新たな声が投げ込まれた。

「──リディア」

　低く響きのいい声は、ルーファスだった。しばらく傍には来ないだろうと思っていたため、リディアは驚いて立ち上がってしまう。

「ル、ルーファスさま……っ」

「ここにいたのか。戻ってこないから心配になった」

　ルーファスはこちらに歩み寄りながら、ふと何かに気づいたかのように上着を脱ぐ。そしてリディアの肩に掛けてくれた。

　温もりが移り、リディアは思わずホッと息を吐く。同時にルーファスが纏っていた爽やかな新緑を思わせるフレグランスの香りをも感じてしまい、ドキリとした。

「長く外にいては身体を冷やす。戻ろう」

　リディアの肩を上着越しに抱き寄せて、ルーファスが言った。

　言葉は優しいが、響きはそうでもない。それどころか、威圧感すら感じてしまう。怒っている、とリディアは肩を竦めた。

（どうして？　ルーファスさまが怒る理由がわからないわ……）

　リディアは気持ちを落ち着かせ、ルーファスに微笑みかけた。

　どうして彼を怒らせてしまっているのかがさっぱりわからなかったが、ここでは言う通りにした方がいい。ルーファスが殺気立っていることが、この青年にも下手をすれば伝わってしまう。

「わかりました。ありがとうございます、ルーファスさま」

「……あの、ルーファス殿」

　青年が勇気を出して呼びかけてくる。何か嫌な予感をリディアは覚えるが、ここでそそくさと立ち去るのもおかしなものだ。

「何か？」

　ルーファスの声が刺々しい。いつもは何を考えているのか読み取れないほどに冷静沈着さを保っているというのに、いったいどうしたのだろう。リディアはなんだか不安になり、ルーファスの横顔を見上げてしまう。

　青年が、少し言いにくそうに唇を動かした。

「こんなことをお尋ねするのはお門違いなのかもしれませんが……お二方はいつ頃、結婚のご予定があるのでしょうか？」

　今の自分たちにとって、とてもデリケートな問題が出される。リディアは内心青ざめながらも儀礼的な笑みを何とか浮かべたまま、無言でいた。

（ルーファスさまは、何てお答えになるのかしら……）

　まさかここで婚約を破棄しようとしている、とは言わないだろう。とりあえず無難なことを口にするはずだ。ルーファスが言ったことに、自分は従順に頷けばいい。

「君は、私とリディアの仲のことが気になるのか？」

　す……っ、と紫の瞳を眇すがめて、ルーファスが問う。傍にいるリディアですら、背筋に冷たいものを感じた。

　青年はまるで蛇に睨まれた蛙のように怯んで青ざめたが、退かなかった。

「そ、そうです。リディア嬢は、憧れの女性として私たちの世代の男子からはよく名が挙がる人です。先日、成人の儀を迎えたにもかかわらず、リディア嬢との結婚の知らせが一向に入らないことには、何か問題があるのかと詮索する者も……」

　ルーファスが纏う空気が、一気に鋭く冷たいものへと変わる。怒りの空気を感じ取り、青年はさらに青ざめて言葉を失った。リディアもここ数年、ルーファスが感情を露わにするところを見たことがなかったため、絶句してしまう。

（どうしたの、ルーファスさま。何をそれほど怒っていらっしゃるの……っ？）

　冷気が全身から放たれているような気がする。リディアは小さく身震いした。だがすぐにそれが感覚的なものではなく、現実のものだと気づく。

（……冷たい……）

　ルーファスの傍にいるからこそ、わかる。ルーファスの周りの空気が、冷えていっているのだ。

　そんな不可思議な現象が起こるわけがない。リディアは思わずルーファスへと手を伸ばす。ルーファスの腕に触れるより早く、彼の周りの空気の冷たさがリディアの指先を刺激した。

　ルーファスが青年を強く見つめて言った。

「彼女に問題は一切ない。だが、君はずいぶんと下賤な噂話を口にする。俺に言ってくるのならばまだしも、それをリディアの耳に入れるのはどうかと思うが」

　青年はルーファスの言葉にさらに青ざめて、唇をかすかに震わせる。何か言わなければと思ってはいるようだが、声が出てこないらしい。リディアもいつにないルーファスの威圧的な雰囲気に呑まれ、身を強張らせるだけだ。

（それに、ルーファスさまの周囲の空気が、氷のように冷たくなっている……）

　傍にいるリディアにしか、その異常な現象には気づけていないのか。

「ルーファス、さま……」

　このままでは何だかとても悪いことが起きるような気がして、リディアは思わずルーファスの腕を掴みながら呼びかけた。彼の周りの空気は冷たかったが、触れた腕はきちんと人肌のぬくもりを宿していてホッとした。

　ルーファスがリディアを見返す。

「わざわざ証拠を見せるまでもないが、見せておいた方が良さそうだ」

　ルーファスがリディアの腰に片腕を絡めて、抱き寄せた。思った以上に強い力で引き寄せられ、リディアはルーファスの胸にぶつかるように抱きついてしまう。

　驚いて顔を上げた直後、ルーファスの唇がリディアの唇に柔らかく押しつけられた。

（え……!?）

　とても久しぶりに触れるルーファスの唇のぬくもりに、リディアは軽く目を見開く。柔らかく押しつけられた唇は一度軽く離れたあと、囁きを紡いだ。

「……すまない、リディア。逃げないでいてくれ」

　リディアにだけ聞こえる小さな声だ。どういう意味なのかと問いかけようとするより早く、ルーファスの腰に絡んだ腕にさらに力がこもり、リディアを折れそうなほど強く抱きしめてくちづけてきた。

「……ん……んっ!?」

　背筋がしなりそうなほどに強く抱き寄せられたまま、深くくちづけられる。

　これまでしてきたことのある、触れ合うだけの子供同士がするようものとはまったく違うくちづけだ。軽く首を振る仕草で唇を強引に押し開かれ、驚いて目を見開いたリディアの口中に熱いぬめりのある肉厚なものが差し込まれた。

　本能的な怯えを感じてリディアの身体がビクリと震え、逃げ腰になる。ルーファスの腕にますます力がこもり、このままでは抱き潰されてしまうのではないかと思うほどだ。

「……ん……んん……っ」

　仰け反るリディアの口中に潜り込んできたものが、熱くなっていく口腔内を荒々しくまさぐってきた。

　歯列をなぞられてぞくりと背筋に震えが走り、リディアは反射的に大きく口を開いてしまう。その隙を逃さず、それは喉奥まで侵入してくるかのように深く入り込んできた。

　息ができなくなり、リディアは大きく目を見開く。ルーファスの端整な顔がこれ以上ないほど近くにあると自覚した直後、口中のものがルーファスの舌であることに気づかされた。自分の口中を無遠慮に──いや、何かに突き動かされているかのように味わってくるものがルーファスのものだと気づくと、リディアの心と身体の奥が、きゅんっと疼いた。

「……ん……んく……っ」

　抵抗は、自然と弱くなっていく。ルーファスの舌が舐め合わせるようにぎこちなく、同時に少し強引にリディアの舌に絡みついて味わってくると、身体から力は抜けていく一方だった。代わりに強くなっていく感覚は、不思議な気持ち良さだ。

　身体が芯から蕩かされていくような気持ち良さは、ルーファスがこれまでしてくれたくちづけや抱擁から感じていた。けれど今のくちづけはその感覚がとても強烈で、もっとして欲しいと思ってしまうほどだった。

（私……どうしてこんなに……気持ちがいい、の……）

　ルーファスがどうして急にこんなことをしてくるのかという疑問も一瞬浮かんできたものの、舌先を甘く噛まれたらすぐに吹き飛んでしまった。

　混じり合った唾液は熱く、舌を絡め合っていると互いの唇の間で時折わずかにいやらしい水音が上がる。とてもかすかな音なのに、耳から体内を犯していくようだ。

　深く唇を合わせているために、呼吸が上手くできない。だがリディアはルーファスの温もりが離れてしまうことが嫌で、はしたないと思いつつも彼のシャツの胸元をきつく握り締めてしがみついてしまう。

　ルーファスが一瞬唇を離して、息を詰めたような気がした。だがすぐに再び唇をそれまで以上に激しく貪られて、リディアの意識は蕩けてしまう。

「……ん……んぅ……ん……っ」

　何度も角度を変えてくちづけられ、せっかく綺麗に塗った口紅はほとんど取れてしまっているだろう。だがルーファスはリディアの膝が震えて力を失い、自力で立っていられなくなってしまうまで深く激しく──熱いくちづけを止めなかった。

「……っ」

　膝から力が抜けてがくりと崩れ落ちそうになったことで、ルーファスがハッと我に返ったかのように唇を離す。ルーファスはリディアの背中を支え、瞳を覗き込んできた。

「大丈夫か!?」

　紫色の瞳が、リディアをとても心配そうに見つめてくる。いつのまにか感情を表すことがなくなってしまった端整な顔に昔と変わらないものが感じ取れ、リディアは思わず嬉しくなって首を振りながら身を寄せた。

「……大丈夫です。少し、驚いただけで……」

　自分から近づいたせいか、ルーファスの身体が少し強張った。調子に乗りすぎてしまったかも、とリディアは慌てて自力で立とうとする。だがまだ足に力が上手く入らず、無理に身体の重心を移動したせいで背中から倒れてしまいそうになった。

　ルーファスがそんなリディアの背中を改めて抱き支える。広く逞しい胸元に頭を抱え込むように抱き締められて、リディアは戸惑った。これではルーファスが今、どのような顔をしているのかを見ることができない。

「……ルーファス、さま……？　あ、あの……」

　ルーファスの胸から少し顔を動かすことはできたが、見上げることはできない。だがルーファスの腕越しにバルコニーの様子は見える。

　リディアに声をかけてきたあの青年は、もうどこにも姿がなかった。バルコニーには、自分とルーファスの二人だけだ。

　何だか急に気恥ずかしくなり、リディアは耳まで赤くなってしまう。ルーファスはそんなリディアの頭を胸に押しつけるように抱き締めたまま、そっと言った。

「……驚いただけ、か……」

　何やら噛みしめるように呟かれてしまい、リディアは慌てる。今の自分の言葉は、ルーファスにとっては不快だったのか。

「あ、あの、ルーファスさまとのくちづけが嫌だったわけではありません。むしろ、嬉しかったです。こうして抱き締めてもらうのも、久しぶりでしたし……」

　婚約解消を願い出られてからは、リディアを心配してくれたときや公の場で婚約者として扱ってくれるときの儀礼的な触れ合いしかなかった。もちろんそれでも触れてもらえることは嬉しかったが、そんなときはどうしても寂しさの方が強かった。

　けれど今、貪るようにくちづけられて驚きはしたが、嬉しくて嬉しくてたまらなかった。

（私、ルーファスさまに嫌いになられたわけでは……ないのよ、ね……？）

　その確信が持てたような気がしたのだ。

　ルーファスはまだ身を強張らせている。リディアの後頭部に回った手は、力強い。

　リディアはルーファスの胸に、自分からそっと額を押しつけた。シャツ越しにリディアの温もりが伝わったのか、ルーファスの身体の強張りが更に強くなった。

　頭の上の方で感じ取れる呼気が、少し苦しげだ。

「私……ルーファスさまのことが、どうしても好きです……」

「……俺は……っ」

　ルーファスが、咳き込むように言ってリディアの頬を両手で包み込み、強引に上向かせてきた。

　紫色の瞳が獰猛どうもうな光を浮かべて、リディアを覗き込んでくる。また先ほどのようにくちづけられると本能的に察し取り、リディアははしたないと自覚しつつも期待に瞳を潤ませてしまった。

　ルーファスが唇を寄せてくる。彼の呼気が唇に触れて、リディアの鼓動が高まる。だがルーファスは唇が触れる直前にきゅっとそれを引き結ぶと、強く眉根を寄せて顔を背けた。

　リディアは驚いて目を瞠る。まさか今の状態でも拒絶されるとは、思わなかった。

（そ、それほどに……？）

　心がずたずたに引き裂かれるとはまさにこのことではないか。リディアの瞳に大粒の涙が浮かびそうになる。だがそれは、自分の身体を掴むルーファスの力が痛いほどに強くなったことで止まった。

　ルーファスは、リディアの頬から肩と腕に両手を下ろしている。嫌ならば離れればいいだけなのに、それをしない。代わりに指の力が肉に食い込むほど強くなる。何かが変だ、とリディアはルーファスを見返した。

　きつく寄せられた眉根と、強く引き結ばれた唇、奥歯を強く噛みしめすぎているのか、頬が時折震えた。呼吸すら細く浅くなっていて、リディアの心が一気に冷えた。

　これは体調が悪いのではないか!?

「ルーファスさま、私にもたれかかってください！　お身体の調子がお悪いのですね……!?」

（私、自分のことばかりで！　ルーファスさまの様子が変だったことに気づけていないなんて……!!）

　リディアはルーファスを抱き支えるように抱き締めながら、声を張り上げる。

「誰か！　誰か手を貸していただけませんか!?」

「……大丈夫だ、リディア。大したことはない……」

　ひどい苦しみに耐えるかのように、ルーファスは言う。だがほとんど呻き声と変わらない声音で紡がれることを、言葉通りに信用することはできなかった。

　ルーファスが、がくりと膝をつく。ルーファスの重みを支え切れずリディアも膝をついてしまったが、抱き締める腕は決して解かなかった。そしてそれに縋りつくかのように、リディアの腕を掴むルーファスの手も離れない。

　リディアの声が届いたのか、訝しげな表情の青年貴族が数名、硝子窓を開けてやって来てくれた。リディアたちの様子を認めるなり、何事かと走り寄ってくる。

　ルーファスの全身が、小刻みに痙攣けいれんし始めていた。リディアは真っ青になりながらも彼らにルーファスの身体を支えてもらう。ルーファスの意識は、辛うじて保たれているようだった。

　にわかに会場がざわつき、アンジェラが走り寄ってくる。リディアは手早く状況を伝え、ルーファスが休める場所と医者を呼んでくれるように頼んだ。アンジェラはすぐに手配を整えてくれる。

　客間に通され、ルーファスはそのベッドにひとまず休まされた。アンジェラが呼んでくれた医師により診断がされたが、リディアたちの予想を大きく外れて、どこにも異常は見られないとのことだった。あれほど苦しげだったのにどうしてと、リディアは理不尽に医師を責め立てたくなってしまう。

　ベッドの中でルーファスは苦しげな呼吸をしながらもファーニヴァル公爵家から迎えをよこすように頼み、そのまま意識を失ってしまった。リディアは随分と不安になったものの、ルーファスの表情は先ほどよりもほんの少し落ち着いているようにも見える。癒やしのために眠りに落ちたのかもしれない。

「……お騒がせしてしまってごめんなさい、アンジェラ。ルーファスさまには私がついているわ。ファーニヴァル公爵家からの迎えが来たら、私も一緒に同乗していくから……」

「私たちのことは気にしないで。私はパーティーに戻ってお客さまたちを安心させておくわ。取りあえず、飲みすぎてしまったということにしておけばいい？」

　変な噂にならないようにしてくれる配慮が、嬉しい。リディアは感謝の笑みを浮かべて頷いた。

「何かあったらすぐに呼んでちょうだいね」

　使用人たちは近くに控えてくれているとのことだったが、客間にはリディアとルーファスの二人きりにしてくれた。リディアは枕元に置かれた椅子に腰を下ろし、ルーファスの寝顔を見つめた。

　呼吸は少し落ち着いていたが、表情は苦悶のそれとあまり大差がない。額にうっすらと脂汗が浮かんでいるのが見て取れ、リディアはサイドテーブルに置いてあるタオルを取り、額を拭ってやった。

「ルーファスさま……」

　心配で堪らず呼びかける。ルーファスの瞼がかすかに震え、瞳がゆっくりと開いた。

　ルーファスの意識が戻ったことにホッと安堵し、リディアは優しく微笑みかけた。

「具合はどうですか？　今、ファーニヴァル公爵家に使いを出しています。それまではここで休んでいてください」

「……リディア……」

　呼びかける声が、掠れている。リディアは労るように頷いたあと、ルーファスのためにサイドテーブルに用意しておいた水差しからグラスに水を注いだ。

「どうぞ」

「……いや、いい。大丈夫だ。みっともないところを見せた。俺のことはこのままでいいから、君はパーティーに戻ってくれ」

「そんなこと、できません。ルーファスさまは急に倒れられたのですよ。お医者さまはどこにも悪いところはないと言いましたけど……」

　原因がわからないのにあの苦しみようだ。何か怖い病気なのかもしれない。

「ルーファスさま、お身体の調子が悪いのはいつからでしたか。私、まったく気づかずにこのパーティーに来れたことに浮かれてしまっていて……申し訳ありませんでした……」

「君が気にすることは、何も……ない」

　ルーファスの言葉はまだ掠れている。リディアはグラスを差し出すが、ルーファスは相変わらず受け取る様子がなかった。

「俺のことは、周囲にはどう言っている？」

「アンジェラが気を利かせてくれて、お酒を飲みすぎたことにしてあります。ルーファスさま、お水を」

「……頼む。俺を気遣わないでくれ……」

　ルーファスが半身を起こしながら、ひどく辛そうに言った。自分の行動がルーファスを不快にさせているのかと、リディアは身を強張らせてしまう。

（どうして上手くいかないのかしら……）

　何が自分とルーファスをこんなにも隔ててしまったのだろう。リディアは目を伏せて、ルーファスの枕元から身を引く。

　だが、こんな状態のルーファスを置いて退室するつもりはまったくなかった。また先ほどのように苦しんだときに誰も傍にいなかったら、どうなるのか。

「わかりました。話しかけず静かにしていますから、使いが来るまではお傍にいさせてください。またあのようなことがあったときに誰もいなかったらと思うと、心配でたまりませんから……どうかお願いします」

　嘆願するように言葉を重ねると、ルーファスの眉根が更に深く寄せられた。

　ただルーファスを心配する言葉でも彼を不快にさせてしまうのだろうか。もうどうしたらいいのかわからなくなり、リディアは口ごもる。

　ルーファスの手が、リディアの手を掴む。急に触れた温もりにドキリとし、けれどすぐに嬉しくなってリディアは少しだけ微笑んだ。

「……リディア。俺は君にとってとても不誠実な男だ。君には何の原因もないのに、婚約破棄をしようとしている。君は俺を心配してくれているだけなのに、その気遣いも俺にとっては苦しくて堪らない」

　言葉でも不快感を表され、リディアは息を詰める。自分の存在自体がもうルーファスにとって不快だということなのか。

「ルーファス、さま……」

　哀しみでかすかに震える声で、呼びかける。リディアの手を掴むルーファスの手に、痛いほどの力がこもる。

「……君と……こんなに長く一緒にいるのは……久しぶり、だ……」

　確かにその通りだ。社交の場にもほとんど一緒に参加することがなくなっている。それは自分と一緒にいることが不快だからなのか。

「……私、扉の外にいますね。それでしたらルーファスさまもこれ以上苦しくなることは……」

「……駄目だ。限界、だ……」

　低く掠れた声で言って、ルーファスがリディアの手を強く引く。ベッドに引きずり込まれ、驚いて見返したリディアの唇をルーファスがくちづけで塞いできた。

「……んん……っ!?」

　バルコニーでされたものと同じく、すぐに舌を口中に押し込んで搦からめ捕ってくる熱く濃厚なくちづけだ。体調が悪いというのに急にどうしたのかとルーファスの身体を心配してリディアは身を起こそうとするが、彼の身体が重しのように覆い被さってきて逃げられない。

「ル、ルーファスさま、待ってくださ……んぅ……っ」

　リディアの抵抗を封じ込めるかのようにルーファスは身体の重みをかけ、さらには両手首を頭上で一つに纏め上げてシーツに沈めてしまう。

「ん……ん、んぅ……んく……っ」

　角度を変えて唇を貪られ、舌を引き出されて強く吸われる。混じり合った唾液をルーファスは小さく喉を鳴らして飲み込むと、とても満足げな熱い息を吐いた。

「……ああ……美味い、な……」

「……はぁ……はあっ、は……っ」

　唇が少し離れて、息ができる。リディアはくちづけで濡れた唇を開き、胸を大きく上下させながら呼吸した。ルーファスは同じようにくちづけで濡れた自分の唇を舌なめずりをするように舐め取ると、再びリディアにくちづけてくる。

「……んぅ……ル、ルー……」

　呼びかける声も吸い取られ、呼吸困難になるほど深くくちづけられて、頭がくらくらしてきた。ベッドに沈み込むように全身から力が抜けていく。……このくちづけは、駄目だ。とても心地良くてうっとりしてしまう。

　唇が離れると、ルーファスもリディアと同じほどに息を乱していた。潤んだ瞳で見返すリディアを戒めていた手は、外れている。

　ルーファスは息苦しげにシャツのボタンを二つ外し、襟元を緩めた。

「……君の匂いに、くらくらする」

「……何を……言って……あ……っ！」

　嗜たしなみ程度しか香水は着けていないのに、ルーファスが目眩を覚えるほどの匂いなどあるわけがない。だがルーファスはどこか酔ったような表情でリディアの上に改めて覆い被さり、項うなじに顔を埋めてきた。

　ルーファスが右耳の下辺りに鼻先を擦りつけ、深く息を吸い込む。

「……甘くていい匂いだ……」

「……っ！」

　ルーファスの片手がリディアの腰に回り、抱き締めてきた。同時にもう片方の手が首筋からむき出しの鎖骨を撫で下ろし、胸の膨らみを包み込んでくる。きゅ……っ、と軽く握り締めるようにしたあと、ルーファスの手は柔らかさとかたちを確認するかのように揉み解してきた。

「……あ……っ！」

　甘い疼くような快感が胸元からじんわりと全身に広がっていく。胸元が大きく開いたドレスのため、ルーファスの指を直接肌に感じる部分が多い。ルーファスはリディアの匂いを嗅ぎながら、乳房を押し上げるように丸く揉みしだいてきた。

「……あ……ル、ルーファス、さま……っ」

「柔らかくて、気持ちいい、な……」

　ルーファスの囁きはまだ掠れていたが、これまでにない熱が籠もっている。熱い呼気とともに耳元で囁かれると、リディアの身体の奥深くがきゅんっと疼いた。

　ルーファスがリディアの襟の中に、片手をねじ込んでくる。直接乳房を熱い掌で揉まれて、リディアは軽く背筋を仰け反らせた。

「ルーファスさま……っ、あ、あの……あ……っ」

「……君の匂いが、強くなった。本当にいい匂いだ……」

　耳の後ろで、ルーファスが深く息を吸い込む。背筋がゾクゾクし、リディアは首を打ち振った。

「……駄目……駄目、です……っ。こんな……こと……っ」

　ルーファスに触れられることが嫌なのではなく、ここはエイムズ伯爵邸だ。他人の家で睦み合うことなど、倫理的に考えて許されることではない。それに何よりも自分たちは、まだ婚儀を迎えていないのに。

「ルーファスさま……駄目……んぅ……っ」

　リディアの抗議の呼び声をくちづけで呑み込み、ルーファスの手は更に大胆に動いた。

　潜り込ませた指先が乳首を捉え、指の腹で擦り立ててくる。疼くような快感がやって来て、リディアは身を捩った。だがルーファスの抱擁も愛撫もくちづけも止まらない。それどころか、更に強くなってくる。

　指で擦り立てられた乳首は、徐々に硬く起ち上がってきた。ルーファスの整えられた爪で軽く引っかかれ、リディアの身体が小さくびくんっ、と跳ねる。下肢をせり上げるような体勢になってしまい、互いの下腹部が強く触れ合った。

　何か硬く熱いものが、スカート越しに恥丘に触れた。何、と思ったせいか身じろぎしてしまい、恥丘をその硬いものに擦りつけるようにしてしまう。ルーファスが思わずといったふうに唇を離し、低く呻いた。

　熱と質量が増したように感じられ、リディアは本能的な怯えを覚えて引き腰になる。だがルーファスは胸を弄っていた手を下ろすと、スカートをたくし上げた。

「……ルーファスさまっ」

　絹の靴下を着けた足が、靴下留めのところまでむき出しになる。リディアは羞恥で真っ赤になって小さく悲鳴のような呼び声を上げたが、ルーファスの手は止まらない。リディアの足をゆっくりと撫で上げて、薄い下着に守られた秘められた場所にあっという間に辿り着いてしまう。

「ルーファスさま……そこは……っ」

　ルーファスは食い入るようにリディアを見つめたまま指を進め、布地越しにふに、と秘裂に触れた。

「……あぁ……っ」

　自分でもまともに触れたことのない場所が女の身体の中で最も敏感な場所の一つであることを、リディアも知識としては知っている。そこに他人の──ルーファスの指が触れることが信じられないのに、驚くほどに甘い疼きが生まれてきた。

「……ここも、柔らかい……だがとても……熱いな……」

　ルーファスが下着のクロッチ部分を指ですりすりと擦り始めた。リディアは身を捩って逃げようとするが、ルーファスの片腕が腰にしっかりと絡んでいて、無理だった。

「あ……あぁ……や……駄目……ですっ、そんなに……弄っては……っ」

　ルーファスの指が秘裂の深さを確認するかのように、指を擦りつけてくる。蜜がゆっくりと滲み出し、下着を濡らした。

　じゅわりと滲む蜜は熱を孕み、ぬるぬるとぬるついてくる。下着の布地が秘裂の中に押し込まれる不快感とルーファスの指が少し入り込んで来る甘い快感がない交ぜになり、リディアは淡い涙を浮かべた。

「あ……ルーファスさま……駄目……です……」

「……リディア、可愛い……」

（……可愛い……っ!?）

　久しぶりに自分を誉めてくれる言葉をルーファスから聞いて、リディアは驚いて軽く目を瞠った。

　ルーファスはリディアの秘裂を指で擦りながら、胸元に顔を埋めてきた。熱い呼気が胸の谷間に入り込み、濡れた舌が頂を求めて這い回る。

「リディア」

　熱に浮かされたようにリディアの名を呼びながら、谷間に強く吸いつく。うっすらと赤い痕をつけたあと、ルーファスは谷間に鼻先を埋めてリディアの匂いを吸い込んだ。同時に布地越しにふっくらと膨らみ始めていた花芽を摘まみ、こりこりと押し揉んでくる。

「……ひ、ぁ……っ？」

　くちづけとは違う快感がやって来て、リディアは大きく目を見開いた。

　ルーファスは熱い呼吸を繰り返しながら、リディアのスカートを腰までまくりあげる。花芽を指で弄られて力をなくしている両足の間に腰を割り込ませると、先ほどの硬く熱い感触が秘所に押しつけられた。

「……ああ、リディア……」

　ルーファスの膨らんだ股間が、濡れた下着越しにぐいぐいと押しつけられてくる。硬いものに花芽や花弁を押し揉まれ、リディアは惑乱の涙を零した。ルーファスはリディアの涙にも何か煽られたのか更に息が荒くなり、押しつけてくる腰の動きが強くなる。

「君が欲しくて……我慢できそうに、ない……」

（ルーファスさまが、私を……？）

　欲情を滲ませた瞳は獣性を匂わせていて、リディアの胸をドキドキさせた。どこか苦しげな表情なのに、男の色気が頬や目元に滲んでいて、更に鼓動が高まる。

　今ここで、ルーファスと結ばれることがいいこととは思えない。だが求められる喜びに身を委ねたくなる気持ちの方が強かった。リディアはルーファスを潤んだ瞳で見返しながら、気恥ずかしげに小さく頷いた。

「ルーファスさまが私を……欲しがってくださるのなら……」

「……リディア……っ」

　ルーファスがリディアの上に覆い被さり、くちづけてくる。リディアもルーファスの首に腕を絡めて、懸命に応えた。リディアの拙い舌の動きがルーファスを悦ばすようで、くちづけは息苦しくなるほどに深く激しくなっていく。

「……ん……んっ、ん……っ」

　ルーファスからのくちづけを受け止めながら、リディアは息苦しさに彼の髪の中に指を潜り込ませて、後頭部を抱き締める。

　ルーファスの髪は少し硬かったが、さらさらとしていて触れると心地よい。髪を柔らかくまさぐる仕草が愛撫につながることに、リディア自身は気づいていなかった。

　口中を探るルーファスの舌の動きが、激しくなる。同時に押しつけられた腰が、捏ねるように動き始めた。膨らんだ股間に布地越しに花弁を擦られ、これまで以上の甘い快感に眉根を寄せる。

　ルーファスの髪をまさぐっていた指先に、ふと異変を覚えたのは──そのときのことだ。与えられる愛撫とくちづけに流されていた意識が、一気にその異変に集中する。

（な……に……？　これ……）

　ルーファスの頭から、ふかふかと柔らかいながらもしっかりとした芯を持つ三角形をしたものが突き出している。根元から先端に向けて指先でなぞると、ルーファスはとても心地よさげな息を吐いた。

　リディアはくちづけで閉じていた瞳をおもむろに開く。ルーファスが唇を離し、じっとこちらを見下ろしていた。

　襟元を緩めて少し着崩れた格好をしていても、ルーファスは見惚れてしまうほどに格好いい。ましてや今はリディアを欲しがってくれているためか、紫色の瞳には明らかな情欲が浮かんで初めて見る男の色気のようなものがあり、息が詰まりそうなほどドキドキしてしまう。

　だがそれを上回る衝撃が、リディアの瞳を大きく見開かせた。

（……耳……？）

　ルーファスの頭に、猫や犬のような獣の耳が生えていた。

　リディアを求めているせいか、情欲で満ちた瞳で見つめられると、その獣耳があるために自分がとても無力な小動物になったかのように思えてしまう。ルーファスがくちづけで濡れた唇を舌なめずりするように舐めるから、余計にそう思うのかもしれない。

（待って……）

　無防備に開かれたままの足の間に入っていたルーファスの腰が、わずかに引かれる。もどかしげにベルトを緩める仕草の奥──彼の臀部の辺りに、ふさふさと何か揺れるものがあった。

（……尻尾……？）

　ルーファスと同じ髪色の、つややかな毛並みをした獣の尻尾と耳が、彼の身体にある。

「……ルーファスさま!!」

　尋常ではない状況が、リディアを青ざめさせた。

　どうしてそんな現象が、ルーファスの身に起こっているのか。ルーファスの身体は、大丈夫なのだろうか。

　勢いよく起き上がり、リディアはルーファスの頬を両手で包み込んだ。

「ルーファスさま、お身体は大丈夫ですか!?」

「……何を、言って……そんなことはどうでもいいだろう。今は君が抱きた……」

　普段のルーファスならばそんな直接的な言葉を口にはしない。ストレートに求められる言葉にリディアは顔を赤くすることもできず、ただただ心配げに彼を見返す。ルーファスが、は……っ、と何かに気づいたかのように瞳を瞬かせた。

　ベッドの上でドレスを乱され整えた髪型も崩れているリディアの姿と、同じように服を乱してリディアの膝の間に身体を割り込ませている自分の格好を見て、ルーファスが戦おののくように息を呑んだ。そのままぎり……っ、と薄い皮膚を食い破りそうなほど強く唇を噛み締めて、目を閉じる。

　ふー……っ、ときつく眉根を寄せて、深く息を吐き出す。リディアも息を詰めて、ルーファスの様子を見守るしかない。

　ルーファスの瞳が開くが、耳も尻尾もそのままだ。ルーファスが、懇願するように言った。

「……すまない、リディア。君と触れてしまったから……落ち着くまで、君と触れていないと駄目なようだ」

　何が何だかさっぱりわからない。だが、今、ルーファスのために自分が何かできることがあることはわかる。

　リディアは勢い込んで頷いた。

「私にできることがあるなら、何でも言ってください！」

「……」

　ルーファスが片手で自分の額を覆い、俯き加減になった。ふーっ、と再び深く息を吐く仕草が、何かに耐えているかのようだ。ルーファスの意識を混濁させた症状が、また出てきたのだろうか。

「……君は、本当に……」

　どこか恨めしげに言って、ルーファスが顔を上げた。

「……くちづけを、させて欲しい」

　急に真正面からじっと見つめられて真摯な声音で言われて、リディアはドキリとする。……まるで恋人が相手を求めるかのように思えてしまって、頬に熱が宿った。

　リディアは急に気恥ずかしくなってしまいながらも、小さく頷く。

「は、はい。どうぞ……」

　目を閉じて、唇を捧げるように上を向いた。ルーファスが身を被せてくるのが気配からも温もりからもわかって、鼓動はさらに高まった。

　ルーファスの吐息が唇に触れて、リディアは小さく身を震わせる。急に奪われるように口づけられるのとは違い、今度は自分もきちんと同意してのものだ。何か妙にドキドキしてしまう。

　だがルーファスは唇には触れず、言った。

「リディア、口を開けてほしい」

「……え……」

　なぜ、とリディアは驚いて目を開いてしまう。ルーファスがリディアの頬に両手を添え、包み込むように引き寄せた。

「子供のときのようなくちづけでは……満足できない」

（それって……まだ、私のことを……？）

　期待が、リディアの唇を開かせる。ルーファスが喘ぐように息を吸い、リディアに改めて頬を寄せた。

　恥じらいのために、唇は薄くしか開けない。その僅かに開いた唇をさらに押し広げるようにルーファスが舌を差し入れてくる。今度は自分の意思で受け入れているくちづけになるためか、先ほどよりも舌先を絡め合わせたり、舐め合ったりすることがとても心地よく幸せな気持ちにさせてきた。

「……ん……リディア、もっと……」

　角度を変えてくちづけながら、息継ぎの合間にルーファスが言う。応えようと思っても、ルーファスの方から舌をたっぷりと味わってきて、リディアは結局されるがままだ。

　──熱いくちづけを幾度も交わしたあと、ようやくルーファスの唇が離れた。

　大きく息を吐きながら唇を離すルーファスの身体に、獣の耳と尻尾はない。リディアは思わず安堵の息を吐く。

　だが目で見ているだけでは安心できず、リディアは失礼します、と一言言ったあと、ルーファスの頭を撫で、臀部を確認した。その確認のため、リディアはルーファスの身体に抱きつくような格好になってしまっている。

「……リ、リディア……！」

　ルーファスが慌てた声で呼びかける。リディアは自分が無遠慮にルーファスの身体に密着していたことや互いの服が乱れていることなどに気づき、真っ赤になってベッドの端に慌てて移動した。

　捲れ上がってしまっていたドレスのスカートを下ろし、乱れた髪を両手で慌てて整える。ルーファスもリディアに気まずそうに背を向けて服を整えた。

　身体の火照りはルーファスの異変を見てしまったことによりある程度落ち着いていたが、下着がじゅん……っと濡れていることに気づくと何とも言えない気恥ずかしい気持ちになる。

　思わず指先でそっと唇を撫でると、しっとりと濡れた感触がした。それがルーファスと交わしたとても濃厚で激しいくちづけのためだと気づかされ、リディアは頬を赤くする。

　求められた理由は、何だったのだろう。自分の期待通りだと思ってしまってもいいのだろうか。……いや、それよりも。

（ルーファスさまの身体に……獣の耳と、尻尾が……間違いなく、あったわ……）

　見間違いではなかった。獣の耳は自分で触って、軟骨や毛並みの感触がしっかり指で感じ取れたのだ。

　ルーファスの異常な変化をそのままにしておけるわけもない。リディアは意を決してルーファスの方へと向き直り、何が起こっているのかを問いかけようとする。だがルーファスは口元を片手で覆うと、きつく眉根を寄せて目を閉じた。

「……なんてことだ……この程度では、満足できないということ、か……」

　呻くように呟いたあと、ルーファスが前のめりに倒れ込む。ベッドの上だったため身体に大した痛みはないだろうが、リディアを驚かせるには充分すぎた。

「ルーファスさま！」

　ルーファスの身体を、負担がかからないよう何とか仰向けに横たわらせる。ルーファスは苦しげに──何かに耐えるように眉根を寄せたまま意識を失っていた。リディアは誰か人を呼びに行こうとベッドから降りようとして思いとどまり、ルーファスの上に覆い被さる。

（先ほど私に何かできないことはないかと尋ねたときに、私とくちづけをしたいと……）

　何がどういう事情でそうなったのかはさっぱりわからないが、ルーファスのためになるのならば自分の羞恥心など些末事だし、納得のいく理由説明もあとからでいい。今はとにかく、ルーファスに楽になって欲しかった。

　リディアはルーファスの唇にそっと自分の唇を押しつける。先ほどルーファスが自分にしてきたくちづけを思い出しながら舌先で唇を押し広げ、口中に恐る恐る舌を差し入れた。リディアが絡みつかなくとも、意識を失っているはずのルーファスの舌が起きているかのように動き、絡みついて、貪ってきた。

　軽い呼吸困難になるほどまでに舌を味わわれたあと、リディアはルーファスの上に崩れ落ちてしまいそうになる上体を何とか起こす。ルーファスの寝顔を確認すると、穏やかなものになっていた。

　リディアはホッとしてベッドから降りる。まるで見計らったかのように扉がノックされ、危うくもう少しで飛び上がってしまいそうになるリディアの耳に、アルヴィンの声が届いた。

「ルーファスさま、アルヴィンです。お迎えに参りました」

　リディアはホッと安堵の息を吐いて慌てて扉に走り寄り、開く。リディアがそこにいるとは思っていなかったようで、アルヴィンが驚きに大きく目を瞠った。

「リディアさま!?　ルーファスさまとご一緒だったのですか!?」

「え、ええ。……ごめんなさい、アルヴィン。静かに。ルーファスさまの容態が少し落ち着いたところなの」

「……も、申し訳ありません……」

　アルヴィンが慌てて声を潜める。後ろに二人ほど別の青年がついていて、アルヴィンの指示によりルーファスの身体を支えて起こした。ルーファスはぐったりと目を閉じたままで、起きる気配がまるでない。

　リディアは心配になり、様子を見守りながらアルヴィンに問いかけた。

「ルーファスさまは大丈夫なの……？」

「大丈夫です。……リディアさまは私がお送りします。さあ、どうぞ」

「でも……心配だからせめてファーニヴァル公爵家までご一緒に……」

「リディアさま」

　アルヴィンが少し強めに名を呼んでくる。自分が同行することがルーファスの望みではないのだと悟らされ、リディアは口を噤んだ。その間にルーファスはアルヴィンの部下たちとともに部屋を出ていってしまう。

「リディアさま、ではお送りいたします。参りましょう」

「……アルヴィン。ルーファスさまの身に何が起こっているの……？　私、見てしまったの。ルーファスさまに……」

「──リディアさま」

　アルヴィンが静かにリディアを見つめる。懇願するようにこちらを見つめてくるから、それ以上は何も続けられない。

　リディアは目を伏せた。

「……ごめんなさい。行くわ……」

　アルヴィンが安堵した息を吐き、気を取り直したようにリディアを先導し始めた。リディアは何とも言えないもどかしげな想いを抱く。

（ルーファスさまに、何かが起こっているのだわ。それが私との婚約解消の理由ではないの……？）

　やはりきちんとルーファスと話すべきだ。リディアは改めてそう決意した。



	
			【第三章：繋がる想い】

　サンドフォーディ家の娘として、リディアはボランティア活動には積極的に参加している。淑女として当たり前の行動というよりは、困った人を見ると根本的に放っておくことができない性格ゆえかもしれない。この日は教会が週に一度開いている炊き出しの手伝いに参加しつつ、自分が作ってきた大量のクッキーを振る舞っていた。身寄りのない子供たちにはリディアの菓子はなかなか人気で、中にはそれを楽しみにしている者もいた。

　片付けまできっちり手伝い、連れてきた使用人たちとともについでだからと教会内の掃除もする。それほど多い人数がいるわけではないため、シスターたちと一緒に普段はできない場所などをせっせと綺麗にした。そのため時間が経つのをすっかり忘れてしまい、気づけば夕方近くになっていた。帰宅すると言っていた時間からはずいぶん遅くなってしまっている。

「リディアお嬢さま、今日はもうこの辺で……」

「すっかり夢中になってしまったわ。長居してごめんなさい」

　シスターたちの申し訳なさそうな声にリディアは笑顔で謝罪する。シスターたちは気さくなリディアの態度にとても好意的な笑みを浮かべて、何度も感謝を口にしてくれた。非常に満足のいく一日になったと思う。

　教会の門の近くに止めておいた馬車まで、シスターたちが見送ってくれる。リディアは談笑しながら歩を進め、ふと、門扉に軽く寄りかかるようにして立っている黒髪の青年に気づいた。ルーファスだ。

「ルーファスさま!?」

　予想外の人物に、リディアは驚いて声を高めてしまう。

　使用人やシスターたちがルーファスの姿を認めて慌てて腰を落とし、頭を下げた。リディアが乗ってきた馬車の傍に、ファーニヴァル公爵家の紋章が扉に刻まれた馬車が停まっている。

　リディアは慌ててルーファスの傍に走り寄る。古びた石畳の継ぎ目に躓きそうになったリディアを、ルーファスが素早く抱き留めてくれた。優しい温もりをとても近くに感じて、リディアは気恥ずかしさと嬉しさが混じった笑みで礼を言う。

「あ、ありがとうございます、ルーファスさま」

「……いや……」

　ルーファスの腕の中から体勢を立て直し、リディアは改めて笑いかける。ルーファスは無言のままだったがとりあえずこちらを拒絶する気配は感じられず、ホッとした。

「今日はここでボランティア活動をしているとサンドフォーディ伯爵夫人に教えてもらった。これほど遅くまで活動しているのか？」

　ルーファスの言葉に、見送りのために留まっていたシスターたちが萎縮する。リディアは慌てて言った。

「今日はたまたまです。お掃除をしていたら時間を忘れてしまって。でもまだ夕方です。遅いというほどでも……」

「君は未婚の令嬢だろう。そうでなくとも年頃の令嬢だ。町中にはどのような不逞の輩が潜んでいるかもわからない。もっと警戒するべきだ」

　ピシッ、と叱責されて、リディアは俯く。淑女としては少し楽観的な捉え方だったのかもしれない。

「申し訳ありません……」

　リディアは身を竦めてシスターたちとともにルーファスに謝罪する。ルーファスはハッとしたように息を詰まらせたあと、首を振った。

「いや……少しきつい言い方だったかもしれない。気にしないでくれ」

「ルーファスさまはリディアさまが心配なだけなのですよ」

　馬車の陰からアルヴィンが姿を見せた。

　叱責の意図を教えられて、リディアは思わず確認するようにルーファスを見返す。その視線から逃れるためか、ルーファスがすぐさま顔を背けた。

「アルヴィン、余計なことは言わなくていい」

「申し訳ございません。ですがリディアさまがこれ以上変な誤解をされるのは心苦しく……」

（これ以上……？）

　どういうことなのかと問いかけたくとも、シスターたちの目がある以上、深刻な話はできない。サンドフォーディ家に来てもらえないかと誘ってみようとすると、ルーファスが言った。

「このあと、時間をもらえないか。伯爵夫人にはリディアと話をしたいからと伝えてある。帰りも責任を持って送る」

　まさかルーファスの方から誘ってもらえるとは思ってもいなかったリディアの返事は、即座に決まった。

「ご一緒させていただきます！」

　勢い込んだ声になりすぎたかも、とリディアは顔を赤くし、俯いた。その頭の上に、ルーファスがどこかほっと安堵したような吐息を零した。



　使用人たちは自邸に帰ってもらい、リディアはルーファスの馬車でファーニヴァル公爵家へと向かった。ゆったりとした座り心地のいいソファのような椅子に向かい合わせに座ったものの、ルーファスは神妙な顔をして無言だった。何とも言えない居たたまれないような空気が室内を満たし、気まずいことこの上ない。リディアはルーファスの気持ちが少しでも解れるように無難な世間話を振ってみたものの、いつもと同じように時折相づちが返ってくる程度の成果しか上げられなかった。

　そんな様子のルーファスと一緒にいるとこれからされようとする『話』は、やはり自分との婚約解消に繋がるものだとしか思えなくなり、リディアの口数も減ってしまう。ファーニヴァル公爵邸に到着したときには二人とも一言も喋らなくなってしまい、扉を開けた御者が車内から漂ってきたどんよりと重い空気に一瞬怯んでしまったほどだった。

　ルーファスは意外にも自分が住む居住棟の応接間に連れていってくれた。幼なじみとして──婚約者として仲良くさせてもらっていた頃は、互いの家を行き来して互いの私室も知っていた。しばらくぶりに見る部屋の一つだったが、変わったところがなくてほっとする。

　使用人がリディアのために茶と菓子の用意をしてくれた。ふわりと香った優しく甘い香りが、リディアの好きな銘柄の茶であることを教えてくれる。よく見れば、大皿の上に円を描いて綺麗に並べられた小さな菓子たちも、リディアの好きなものばかりだった。

（ルーファスさまのお気遣いを感じる……）

　だがそれはこれからリディアに言いにくいことを伝えるための、せめてもの詫びなのかもしれない。その証拠のようにルーファスはリディアの所作を見つめながらも、言い出すきっかけを探すかのような空気を漂わせていた。

　何を言われても毅然としていなければとリディアは一口茶を飲んだあと、背筋を伸ばした。そして自分の方から話を切り出す。

「ルーファスさま。お話とは何でしょう？」

　ルーファスの眉根が、寄せられた。どこか苦しげな──辛そうな表情で、ルーファスは低い声で言う。

「……婚約を、解消して欲しい……」

（ああ、ほら……また……）

　予想通りの言葉だ。リディアは背筋を伸ばしたまま、同じ拒絶の言葉を口にしようとする。だがそれよりも早く、ルーファスが続けた。

「君の夫として、俺はふさわしい男になれない」

「……っ」

　ぐわっ、と心の奥底から熱いものがこみ上げてきた。

　激しい感情を露わにすることは、淑女としてあってはならない。よくわかっているのに、止められなかった。

「……私に相応しい男とは、どういう方を仰るのですか？　ルーファスさまよりも身分が高くて格好良くて紳士的で、素敵な男の方のことを言うのですか？　そのような方が、どこにいらっしゃるのですか？　私がその方を好きになるわけがないのに？　私に、好きでもない方と結婚しろと言うのですか？」

　矢継ぎ早にリディアは問いかける。追い詰めるような物言いになってしまっていることに嫌悪するが、一度箍たがが外れてしまえば止まらない。視界が一気に大粒の涙で歪み、よくわからなくなる。

　頬を次々と零れ落ちていく涙の熱しか、今のリディアにはわからない。

「私はルーファスさまが好きなのです。婚約を破棄すると言うのでしたら、私が嫌いだとはっきり仰ってください。そうしたら諦めます。好きでもない方と、家のために結婚します」

「……リディア」

「私と結婚したくないのでしたら、どうぞ仰ってください。私のことが、もう嫌いになったのだと……！」

　だんっ!!　とルーファスの拳がテーブルに打ちつけられた。リディアのカップが大きく揺れ、茶がソーサーに零れる。激しい音にびくんっ、とリディアは身を強張らせて、ルーファスを見た。

　ルーファスは片手で顔を覆い、俯いている。その身体が小刻みに震えていた。あのパーティーのときのように、体調が悪い様子が覗えて、リディアは慌てて涙を拭いながらルーファスに近づく。

「ルーファスさま！　だ、大丈夫……きゃ……っ！」

　ルーファスがリディアの手首を恐ろしいほどの力で掴み、ソファに押し倒した。突然の荒々しい仕草にリディアは驚いて、大きく目を瞠る。

　ルーファスがリディアの身体に覆い被さってきた。ルーファスの重みと香りがとても間近に感じられて、リディアの身体の奥がきゅんっと切なくなる。項うなじに顔を埋めているため、ルーファスのどこか獣じみた荒々しい呼気が耳朶を擽ってきた。

「……俺は、最低の男なんだ……」

　荒い呼吸の隙間で、ルーファスが苦しげに呟いた。リディアはルーファスの顔を見返そうとするが、ルーファスはリディアの頭を片手で抱きかかえるようにして動かせないようにしてしまう。

「ルーファス、さま……あ……？」

　ルーファスの頭に、あの獣の耳が現れていた。まさかと思いつつ頼もしい肩越しに視線を投げれば、腰の辺りでゆらりと揺れる獣の尻尾の先が見えた。……見間違いではない。

「……ルーファス、さま……」

　これはどういうことなのか。驚愕の声で呼びかけると、ルーファスが深く息を吐き出しながら身を起こした。熱い呼気が離れる際に耳中に入り込み、びくんっ、とリディアは震えてしまう。

　ルーファスの紫色の瞳が、食い入るようにじっとリディアを見下ろしていた。何かに耐えているような表情ではあったが、その美しく深みのある瞳にはリディアが身震いしてしまいそうなほどの欲望が滲んでいた。

「この姿が……わかるか？」

「……わかり、ます……」

　間違いなくルーファスの身に、獣の耳と尻尾がある。リディアが驚きの表情のまま小さく頷くと、ルーファスはリディアから少しも視線を逸らさないままでテーブルに片手を伸ばした。

　そして指先で探り当てたケーキナイフを取ると、リディアの手に握らせる。

「……な、に……？」

「どうして君との婚約を破棄しようとしているのかを、話す。だが、俺の理性がどこまで持つか、正直……自信がない。少しでも君にひどいことをしそうになったら、これで俺を刺してくれ」

「……何を仰っているんですか!?」

　とんでもないことを当たり前のように言ってくることが、信じられなかった。リディアは慌ててケーキナイフをテーブルに戻そうとするが、ルーファスがその手を掴んで遮る。リディアの手を掴む指は、ぎりっと肉に食い込むほどに強かった。

「いいか。何かあったらすぐに刺せ」

「……嫌、です……」

「躊躇う必要はない。最低の男に純潔を奪われたくなければ刺すんだ」

（え……？）

　ルーファスの言葉の意味が理解できず、リディアは茫然としてしまう。はぁ……っ、と一つ息を吐き出し、ルーファスは耐える表情のままで続けた。

「君の泣き顔を見て……欲情した。だから、こうなってしまったんだ」

（え……欲情……？　え……？）

　ルーファスの口から零れる言葉があまりにも予想外なものだったため、リディアの頭も心もついていくことができない。ルーファスはリディアの瞳を覗き込むようにしながら顔を近づけた。

（くちづけ……され、る……？）

　ドキリ、と鼓動が高まる。ルーファスが一瞬だけ唇にくちづけた。

「この国に伝わる古き言い伝えを、知っているだろう？」

「……聖なる獣の、話……ですね？」

　遙か昔、この世界を作った女神は、恋した青年のために女神の力を聖なる獣に変えて与え、末永く青年の未来を守るように命じた。聖なる獣を与えられた青年は国を興し、王となり──それが、この王国の始祖だと言われている。

　かつては魔術や魔力と呼ばれる異能も当たり前のように存在していたらしいが、今となってはそれもほぼ伝説となり、国王の管理の下に置かれている五人の聖人しか持っていないと言われている。その力も国民たちの前ではふるわれることは滅多になく、おとぎ話とほぼ変わらない現状だった。

　聖なる獣は王族に宿り、国を守るための力をふるうと言われている。その魔術は五人の聖人たちが束になっても足元にも及ばない強力なものらしいが、すべては言い伝えだ。

（待って……まさか……）

　ファーニヴァル公爵家は、王族の血を引く家系だ。リディアは大きく目を見開く。

「君が考えている通りだ。聖なる獣の力は、俺に顕現した。もう何代にも渡って顕現はなかったのに……」

　ルーファスが唇を強く噛みしめる。彼がこの力を望んでいないことは、その表情からよくわかった。

「いつ……顕現されたのです、か……？」

「二年前だ」

　──すべてが合点した。それは、ルーファスが自分を避け始めた頃だ。

「私との婚約を破棄する理由は……そのためですか？」

「そうだ。聖人たちと違って、俺は魔力の制御が上手くできない。感情が高ぶると、獣に変わってしまう。その分、魔力も飛躍的に高まるし魔術も面倒な手順なく思うだけで使役することができるが……だがそんな不安定要素は、戦略的にはかえって邪魔になるだけだ。感情を制御できるようにしてきたが、君に関してだけはどうにも上手くできない……」

　ルーファスの性格がまるで別人のように変わってしまった原因も、そこにあったのか。リディアは納得すると同時に、ルーファスの苦しみが相当のものだったのではないかと想像する。

「……ご苦労を、されて……」

　何をどう言えばいいのかわからず、リディアはそう呟くことしかできない。ただルーファスの苦しみを少しでも拭うことができたらと、空いている手を上げて頬を優しく撫でる。

　びくり……っ、とルーファスの身体が大きく震えた。

「……駄目だ……触らないで、くれ……」

「……も、申し訳ありま……んぅ……っ」

　ルーファスが、突然リディアの唇に貪るようなくちづけを与えてきた。舌を搦め捕られ、強く吸われ、リディアはケーキナイフを握る手から力が抜けてしまいそうになる。

「……は……っ」

　息継ぎのために一度唇を離しても、ルーファスは再びリディアの唇を貪ってきた。混じり合った唾液が飲み込み切れず、リディアの唇の端から滴り落ちる。

「わかる、か……こうして欲情してしまうと、君に触れたくて……抱きたくなって堪らなくなる……。リディア、刺して、くれ……！」

「……できませ……んっ、んぅ……っ」

　ルーファスが噛みつくようにくちづけで唇を塞ぎ、リディアのワンピースの襟を掴んだ。そのまま信じられないほどの力を込めて押し開く。くるみボタンが飛び散り、リディアの胸元が露わになった。

「……っ！」

　驚いて目を見開くリディアの胸元に、ルーファスが顔を埋めてくる。匂いを嗅ぐような仕草は、まさに獣のようだ。

「この家に来ただけで、君の匂いも気配も、すぐに感じ取れてしまうんだ。こんなに近くにいると、君の存在感に酔わされてしまう」

「あ……っ！」

　ルーファスの両手が開いた襟元を強引に押し下げる。零れるように剥き出しにされた胸の膨らみをルーファスの掌が包み込み、揉みほぐしてきた。

　舌で膨らみを舐め回され両手で丸くこね回されると、乳房が張りを持つ。同時に二つの頂がつんっ、と硬く尖り始め、ルーファスが吸い寄せられるように片方に吸いついた。

「……んぁ……っ！」

　熱い口中に呑み込まれ、舌先で上下左右に転がされる。じわりと快感が秘所から全身に伝わっていき、リディアは身を捩った。

　ルーファスが一度唇を外し、リディアに言う。

「リディア、刺すんだ……！　このままだと、止められなくなる……っ」

　リディアは突然与えられた愛撫に身を震わせながら、ケーキナイフを床に落とした。どこか嬉しそうに──けれど絶望したように、ルーファスがリディアを熱い瞳で見つめてくる。

　リディアはルーファスに微笑みかけた。

「好きな方と……することです。止める必要性を感じません」

「……リディア……駄目だ。君に欲情する気持ちだけは、どうにも抑えることができないんだ。きっと君にひどいことをしてしまう……！」

「ひどいことって何ですか？　ルーファスさまに抱かれることは、ひどいことなのですか？　好きな方に抱かれることが？」

　リディアの言葉に、ルーファスが目を瞠った。リディアはルーファスの頬を両手で優しく撫でる。

「何も恐れることはありません。私はルーファスさまが好きです。だから、あなたに抱かれることを拒絶することは絶対にないのです」

「……君、は……」

　ルーファスが瞳を眇める。表情が少し緩んだ。

「……君には本当に敵わない……」

　観念したようにルーファスが言い、リディアの唇に改めてくちづける。貪られるくちづけに、身体が蕩けそうになる。

　唇を離し、リディアと額を押し合わせながらルーファスが言った。

「君が好きだ」

　間違えようがない言葉ではっきりと、ルーファスが伝えてくれる。リディアは嬉しさで瞳に淡い涙を浮かべた。

「君への想いは、変わることがなかった。ずっと君が、好きだ。君だけが好きだ。だがこんな俺でいいのか。君の泣き顔に欲情してその気持ちを制御できずに、こんな姿になるほどの浅ましい男だ。君が欲しくて堪らなくなる情けない男だ。そんな俺を夫にしていいのか？」

　ルーファスが必死のていでリディアに問いかけてくる。自分がルーファスに拒まれたときもこんな必死な顔をしていたのだろうか。

　リディアは泣き笑いになりながらもしっかりと頷いた。

「私が好きなのは、昔も今もルーファスさまだけです」

「……リディア……っ」

　感極まったようにルーファスが再び唇を貪ってくる。舌先を搦め捕られ、自分も気持ちを伝えるために応えようとしてもすぐにルーファスの舌の動きに翻弄されて息が乱れ、息継ぎの合間に小さな喘ぎが漏れてしまう。

　はぁ……っ、と深く息を吐いて唇が離されると、ルーファスがリディアを深く包み込むように抱き締めた。

　ソファの上で抱き合うと、ルーファスの身体がとても近くに感じられる。少し強張った身体は、服越しでも熱を孕んでいるのがわかった。……いつの間にか、ルーファスの身体から獣の耳と尻尾が消えている。

　リディアはルーファスの頭に手を伸ばし、耳があった場所を優しく撫でた。間違いなく獣の耳はない。

「……消え、ましたね……」

「……ああ。感情の制御が上手くいかないのは君に欲情したときだけだから、今、君にくちづけさせてもらえたことで少し……治まった」

（欲情……）

　生々しい言葉にリディアは顔を赤くしたが、不快感は一切なかった。それどころか少し期待にも似た気持ちが沸いてきて、スカートの奥の秘所がじゅんっ、と潤んだ。

　ルーファスはリディアを抱き締めたまま離さない。身体は少しとはいえ強張ったままだったので、リディアはルーファスに身を委ねたままそっと問いかけた。

「……ルーファスさま……その……まだご満足されていないのでは……」

「……そ、それは……その……すまない……」

　ルーファスがリディアの耳元に顔を埋めたまま、気まずそうに言ってくる。

「……もう少しだけ、こうしていてもいいか？　もう少し……君を抱き締めていたら治まると、思うから……」

　リディアはルーファスの身体を少し押し返す。拒まれたと思ったのか、ルーファスが慌てて抱き締める腕の力を緩めた。

　その隙を逃さず、リディアはルーファスの唇に自分からくちづける。ちゅ……っ、と唇を合わせるだけのくちづけしかできなかったが、ルーファスはとても驚いて大きく目を瞠り──急に耳元まで赤くなった。

「……なっ、何、を……」

　治まったはずの獣耳と尻尾が、次の瞬間、ルーファスの身体に現れる。ルーファスがひどく困ったように眉根を寄せ、片手で顔を覆った。

「……せっかく我慢できそうだったのに……っ」

「も、申し訳ありません……あ、あのでも……その……ルーファスさまに我慢はしてもらいたく、なくて……」

　女性の方からこんなことを言うのは、はしたないことだろうか。だがルーファスが自分を欲しがっていてそれを耐えるために苦しんでいるのならば、与えたいと自然と思う。好きな人に抱かれるという未知の行為に恐れがないと言えば嘘になるが、その相手がルーファスならばどんなことでも応えられると思えた。

　リディアは真っ赤になりながらも続けた。

「ル、ルーファスさまが私にしたいことをしてくださって……い、いいのです……」

「……っ」

　ルーファスがリディアの唇にくちづけてくる。舌を搦め捕ってくる激しく深いくちづけをしたおかげで、ルーファスの獣の耳と尻尾が消失した。ルーファスは大きく息を吐き、リディアを諭すような口調で言う。

「君の気持ちは嬉しいが、もっとよく考えて言ってくれ。君への欲情は制御できないと言ったはずだ。……優しくしてやれる自信は、ないんだ」

「構いません。こ、こういうことは……ルーファスさまとしかしないつもりでしたから……」

　ルーファスと結婚できなかったら、一生独り身でいるつもりだった。伯爵家の存続については、親戚の中で優秀な者に任せればいい。

　ルーファスがリディアの身体を一気に横抱きに抱き上げた。そのまま大股に応接間を出て行く。様子を窺いに来たらしいアルヴィンが丁度やって来て、ルーファスたちの様子に心配そうに声をかけた。

「ルーファスさま！　どうかされ……」

　アルヴィンがルーファスの腕の中のリディアを見て、慌てて目を逸らす。乱れている胸元に気づき、リディアは真っ赤になりながら慌てて両手でそこを隠した。

「今日はリディアを帰さない。サンドフォーディ家には上手く言っておいてくれ」

　それがどういう意味なのか、わからないアルヴィンではないだろう。アルヴィンがハッとしたようにルーファスを見る。

　自分の寝室に向かうルーファスの背中に、アルヴィンが問いかけた。

「ルーファスさまはそれでよろしいのですね？」

「ああ」

　リディアの頭頂に軽くくちづけながら、呻くようにルーファスは頷いた。

「俺にはリディアでなければ駄目だった」



　寝室に運ばれ、ルーファスはリディアを壊れ物を扱うかのようにベッドに降ろした。もどかしげに自分の服を脱ぎ捨て、ベッドの下に放り投げる。ボタンを引きちぎりそうな脱ぎように、リディアを求める気持ちが切迫していることを感じた。

　優しくできないと言うのならば、あのまま居間で、ソファの上で抱かれていたはずだ。リディアはルーファスの優しさを感じる。

　ならば少しでもルーファスの罪悪感を薄めてやりたいと、リディアは自分でワンピースを脱ぐ。ルーファスは驚いた瞳でリディアを見やったが、無言のまま食い入るように服を脱いでいく様子を見つめていた。熱い視線に肌を撫でられ、愛撫されているような感覚を覚えながら最後の一枚まで脱いで全裸になると、ルーファスが低く唸って乱暴に組み敷いてきた。

　膝の間に腰を押し入れて抱き締めながら、舌を絡め合う激しいくちづけを与え、全身を撫で回してくる。リディアが小さく喘ぎを上げた場所は執拗に撫で、刺激してきた。

　くちづけを終わらせればリディアの全身を舐め味わうかのように隅々まで舌を這わせてきた。ひどくしてしまうと言っていたのに、リディアが自ら膝を擦り合わせてしまうまでたっぷりと身体も心も蕩かしてくれる。

　胸も長く弄られ、ルーファスの口中で散々舌で転がされてぴんっと硬く尖った先端は、唾液で濡れ光っている。ルーファスの揉みしだく動きにすっかり慣れたようで、リディアの柔らかな膨らみは張りを保ちながらも彼の手の動きに合わせて自在に形を変えた。

　秘所の奥がじゅくじゅくに蕩け、切なくひくついているのがわかる。だがルーファスはそこになかなか触れてくれない。リディアの乳房を根元から絞り上げるように掴み、中央に押し寄せ、ルーファスは寄せられた二つの乳首を同時に舐めしゃぶった。

「……ん……んぅ……っ！」

　リディアが胸を反らすようにしながら仰け反る。膝が自然と開き、ルーファスの股間に秘所が押しつけられた。

　ルーファスもリディアを求めてくれているようで、すでにもうそこは硬く張り詰め、腹につきそうなほど勃ち上がっていた。花芽に先端が軽く触れただけで、痺れるような甘い快感がやって来る。

　リディアは涙目になりながら、ルーファスに言った。

「ル、ルーファスさま……も、もう……」

「……駄目だ。もっと蕩かせないと」

「だ、大丈夫……ですから……っ」

　自分の身体がルーファスを受け入れられる状態になっているのかなど、はっきりとはわからない。それでもこの体奥の切なさを何とかしたくて、リディアは思わず腰を揺らしてしまいながらも言う。

　ルーファスは熱い息を吐きながらリディアの腰を撫で下ろし、平らな腹部にくちづけながら恥丘を目指した。

「……俺が君のここを……味わいたいんだ」

「……あ……っ！」

　淡い茂みに、ルーファスの唇が押しつけられる。ちゅっ、ちゅっ、と軽く啄ばまれ、リディアは慌てて逃げ腰になった。

　だがルーファスはリディアの両膝を掴み、ぐっと力を込めて押し開いてしまう。ぬちゅり、と秘所がかすかな水音を立て、リディアは蕩けた意識から一気に羞恥を蘇らせ、ますます慌てた。

「ルーファスさま、何をされて……っ!!」

「君のここを舐めて、蜜を吸って……啜るんだ」

　露骨な物言いに、頭の中が真っ白になる。そんな汚い場所を、とリディアが思うよりも早く、ルーファスが割れ目にぴったりと唇を押しつけて、吸い上げた。

「だ、駄目です駄目……そんな汚いとこ、ろ……ひぁ……っ」

　これまでとはまったく違う強烈な愛撫に、リディアは仰け反る。だがルーファスはリディアの膝を真横に向けるほどに開かせ、何かに憑かれたかのように夢中で味わってきた。

　肉厚の舌が花弁を押し分け、浅い部分をかき回してくる。かと思えばぷっくりと膨らみ始めた花弁を唇で啄み、唾液を乗せた舌で執拗に舐め転がしてきた。

　リディアの秘所からは蜜がとろとろと滲み出し、滴り、ルーファスの舌を濡らす。滲み出すものだけでは足りないとでも言わんばかりにルーファスはリディアの秘所に食らいつき、音を立てて啜り上げた。

「あ……あぁ……やめ……てぇ……」

　淫らな水音は、リディアをはしたない女だと言っているようで堪らない。リディアはいやいやと首を振って涙を散らすが、ルーファスはそんな仕草に更に煽られたかのように口淫を激しくしてくる。

「……は……っ、これが、君の味……」

　一度唇を離して、ルーファスが感慨深げに呟いた。リディアの蜜で濡れた唇をぺろりと舐めたあと、花芽を舌で転がしながら今度は指をそっと花弁の中に押し入れてくる。

「……ん……ぁ……っ」

　舌でほぐされている蜜壷に異物感を覚えたのはわずかな瞬間だけだった。

　舌では届かない奥の方を、ルーファスの指の腹が優しく擦り始める。リディアの反応を確認しながらの指の動きと、身体を蕩けさせ続ける舌の動きに追い上げられて、リディアは喘ぎを止めることができない。

「……あ……んぁ……あぁっ」

　リディアが腰を震わせたところを、ルーファスは執拗に指で擦り続ける。

「……あ……あぁ……駄目……っ。ルーファスさま、そこ、駄目……っ！」

　身を捩ってもルーファスの愛撫はリディアを追い上げるばかりだ。リディアはシーツを握り締め、ルーファスの愛撫に合わせて身を震わせる。ルーファスが欲情した表情を隠さずに、熱い声音で囁いた。

「……はぁ……可愛い……可愛い過ぎる……もっと君の可愛い声が聞きたい。どうしたら聞かせてくれる？　こうすればいいか？　それともこうか？」

　指の動きが激しくなり、蜜壷の中をぐちゅぐちゅとかき回し始めた。リディアが応えようとしても指が与えてくる快感に翻弄されて、喘ぎを零すことしかできない。だがルーファスはそんなリディアの反応を見逃さず、強く喘ぐところは粘着質かと思えるほどに丁寧に愛撫してきた。

「……あ……や……やぁ……っ。ルーファスさま……っ」

　臍へその裏辺りの膣壁を強く擦られながら花芽を舌先で転がされた上、ルーファスが空いている手を上げてリディアの乳房の片方を掴み、指先で頂を擦り立てる。感じる場所を三点も同時に責められ、リディアは耐えられず身体を戦慄わななかせた。

「……ひ……ああぁっ!!」

　初めての絶頂を受け止め、リディアは茫洋と見開いた瞳から快楽の淡い涙を零しながら達した。力んだ身体はすぐに緩まず、リディアの意思に反してびくびくと震える。リディアの快感の強さを教えるかのように愛蜜が溢れ出し、ルーファスはそれを甘露を味わうかのごとく啜り上げた。

「……あ……あぁ……っ」

　ルーファスが顔を上げてもリディアの震えはまだ治まらず、蜜口がひくついている。何かを求めるかのような様子をルーファスは見つめながら、リディアに腰をぴったりと押しつけてきた。

　潤んだ花弁の間に押しつけられた熱く硬いものを実感し、リディアの身体が本能的な怯えに震える。思わず見下ろせば想像以上に猛たけったものが花弁を押し割って浅く入り込んでくる様が見え、リディアは小さな悲鳴を呑み込んだ。あんなに太く逞しいものが、自分の中に入るのだろうか。

「リディア」

　ルーファスが包み込むようにリディアを抱き締めながら、くちづけてくる。

「好きだ。昔も今も、君だけが好きだ。これからも……君だけが好きだ……」

　飾らないまっすぐな告白が、リディアの心をきゅうっと締め付ける。改めてルーファスへの想いをリディアも実感し、くちづけを受け止めていると──ルーファスが腰を押し進めてきた。

「……んん……っ」

　心はルーファスを求めていても、身体は未知なる体験にどうしても怯えてしまうようで、逃げ腰になってしまう。ルーファスは一瞬リディアから身を引こうとしたものの──リディアの細腰を両手でしっかりと掴んで、自身に引き寄せた。

「すまない、リディア。君が欲しい……っ」

「……っ!!」

　太く逞しい肉竿が、リディアの花弁を容赦なく押し開いてくる。これまで与えられた愛撫による快感が一気に散らされ、リディアは身を強張らせた。逃げることももうできず、ゆっくりと押し込まれる質量に耐えるしかない。

「……リディ、ア……っ」

　ルーファスがシーツに縫い留めるようにしながら、両手を握りしめてきた。指を絡め合い、きつく握りしめながらくちづけてくる。切迫した呼吸を繰り返しながらも、リディアは自分の中に押し入ってくる熱を確かに愛おしく感じた。

（だってこれは、ルーファスさまのもの……）

　ルーファス自身も、どこか苦しげな顔をしている。自分が女として未熟だから、こんな顔をさせてしまうのだろうか。

「……リディア？　辛いのならば一度止まって……」

「ちが……違います。私……上手に、できなくて……ごめんなさい……っ」

　リディアの謝罪の意味がわからないらしく、ルーファスが驚いたように目を瞠る。押し入る動きを止め、ルーファスはリディアの頬に優しくくちづけた。

「君が謝ることは何もない。どうしてそんなことを……」

「……だ、だって……ルーファスさま、苦しそうな顔を、しているから……」

　ルーファスが軽く息を詰めたあと、深く息を吐いた。こつり、と額を重ね合わせてルーファスはリディアを見返す。

　熱を孕んで少し潤んだ紫の瞳が、魅入られてしまいそうなほど綺麗だ。

「君のせいじゃない。むしろ謝るのは俺の方だ。君に辛い思いをさせているのに……すまない。止めたくないんだ……」

「あ……っ！」

　互いの繋がった場所に、ルーファスがするりと片手を滑り込ませる。指先が花弁の真上で震えている花芽に触れ、くりくりと弄り回した。

　遠のいていた快感がジワリと全身に広がり、リディアは身を震わせる。リディアはつないだままの方の手に力を込めた。

「……や、やめないでいいの……私、ルーファスさまのものに、なりたい……っ」

「……っ」

　ルーファスが噛みつくようにリディアにくちづけながら、一気に腰を押し進めた。強烈な圧迫感と痛みに、リディアの悲鳴のような喘ぎはルーファスの口に呑み込まれてしまう。

　痛みが落ち着くまでルーファスはリディアの身体に重みをかけないように身を重ね、舌を絡めるくちづけを繰り返した。

　ルーファスの片手は花芽を弄り続け、覚えたての快感を再び与えてくれる。しばらくすると痛みが和らぎ、代わりに甘い疼きが生まれてきた。リディアは無意識のうちに小さく腰を揺らしてしまう。

　ルーファスが唇を離し、リディアに気遣うように問いかけた。

「……少しは、辛いのはなくなったか……？」

　リディアはどう答えていいのかわからず、顔を赤くして目を伏せた。ルーファスがそんなリディアの艶めいた表情に小さく息を呑んだあと、軽く腰を突き上げてくる。

「……あ……ぅん……っ」

　緩い突き上げは、リディアが思う以上の心地よさを与えてきた。驚いて瞳を軽く見開くと、ルーファスが安堵したように笑う。

「よかった。君も、少しは気持ちよくなってくれているようだ……」

「あ……っ、あ、あ……っ」

　緩やかに、けれども容赦なくルーファスが腰を動かし始める。時折息を詰める仕草は、ルーファスがリディアを求める気持ちを抑えてくれているからだろう。ここまで来ても自分を気遣ってくれる彼の優しさは、昔から何も変わっていない。

「……リディア」

　呼びかけられる声がとても甘く切なくて、リディアの蜜壺が応えるようにきゅんっと締まる。ルーファスが熱い吐息を零しながら、腰の動きを少し速めた。

「……大丈夫か、リディア。無理をさせて……いないか……？」

　汗で頬に張りついてしまった髪を指先で優しく払いながら、ルーファスが問いかける。リディアは遠のきつつある痛みの代わりに全身に広がっていく甘い快感に瞳を潤ませながら、何度も頷いた。

「大丈夫、ですから……ルーファスさま、もっと思うままに……して、ください……」

「駄目だ。壊しそうで怖い」

　ルーファスが呻き、リディアの腰を撫でる。優しさが感じ取れる仕草がリディアの身体を蕩かせて、ルーファスの雄をぎゅっと締め付けた。

「……っ」

　ルーファスが感じたのか、軽く息を詰めた。リディアはその瞬間、ふと、実感する。

　まだ男を受け入れることに慣れていない身体でも、自分を想ってくれている気持ちが伝わればこんなふうに──快感がやってくるのだ。ならばルーファスも、そうなのだろうか？

「……ルーファスさま、好き……」

　思うより早く、リディアの唇から想いが溢れ出す。ルーファスがさらに息を詰め、きつく眉根を寄せた。苦しそうで、何かに耐えている表情だが──そこに、リディアの胸がドキドキしてしまうほどの男の艶がある。

　初めて見るルーファスの表情だ。

「ルーファスさまが好き。大好き……っ」

「……リディア、すまない。もう……限界、だ……っ」

　ルーファスがリディアの腰を掴み、ぐちゅりと最奥まで入り込んできた。これまでにない圧迫感にリディアが目を見開くと、ルーファスは箍が外れたかのように抽送してくる。

　張り詰めた太い肉茎が奥を目指して入り込み、先端ギリギリまで引き抜かれ──膣壁を擦りながらまた入り込んでくる。

「リディア……リディア……っ」

「……あ……あぁ……っ!!」

　つながった場所がぐちゅぐちゅと淫らな水音を上げ始めた。その音もリディアとルーファスを追い上げてくる。ルーファスがリディアの上に覆いかぶさり、くちづけながら腰を激しく動かした。

　ルーファスの男らしい胸に乳房が押し潰され、律動に合わせて上下に捏ね上げられてそれも快感に繋がる。

「好きだ……リディア……っ」

　荒々しいくちづけの合間に囁かれるルーファスの告白に応えたくとも、激しく腰を打ち付けられては喘ぎしか紡げない。それでも自分もルーファスと同じ想いであることを伝えたくて、リディアは両腕を彼の首に絡めて懸命にしがみついた。

　どこもかしこもこれ以上はないほどにぴったりと密着して激しく揺さぶられ──互いに初めての絶頂を迎えるのに時間はかからなかった。

「……あ……あ……っ」

「……は……ぁ、リディア……リディア……っ」

　ルーファスがリディアに腰を強く押しつけながら、背筋をのけ反らせる。ルーファスの引き締まった下腹部に花芽をぐりぐりと押し回されるような腰の動きに、リディアもたまらず胸を反らした。

「あ……あああっ!!」

　強烈な快感が一気に生まれて弾け、リディアの全身を駆け抜ける。指と舌で与えられた愛撫以上の快感にリディアは大きく喘ぎ、全身を震わせた。直後にルーファスも背筋を震わせ、リディアの最奥に熱を注ぎ込む。

「……ふ……っ」

　熱い精が注ぎ込まれる感触にも感じてしまい、射精の仕草に合わせてリディアの身体がビクンビクンと震える。ルーファスは最後の一滴までもリディアの中に注ぎ込むかのように何度か小刻みに腰を振ってから、ぐったりとリディアの上に改めて身を重ねてきた。

　まだ震えが治まらないリディアの身に、必要以上の重みがかからないようにしてくれる。何も言えずに濡れた瞳で見返せば、ルーファスは優しくくちづけてくれた。

「……すまない、リディア……大丈夫か？　最後は……その、夢中に……なってしまったから……」

「だ、大丈夫、です……」

　何が大丈夫なのか自分でもよくわからなかったが、今は充足感と幸福感の方が強い。だが答えるリディアの声が掠れていることに気づくと、ルーファスはもう一度耳元ですまないと囁いてくれる。

　リディアの中にまだ納まったままで、ルーファスが包み込むように抱きしめてきた。汗ばんだ肌からルーファス自身の匂いが感じ取れて、幸福感とドキドキが混じり合った気持ちにリディアは顔を赤くする。

「……あともう少し、こうしていても構わないか？　まだ、君と離れたくない」

　ルーファスの言葉にリディアはさらに真っ赤になりながらも、小さく頷いた。



　瞼を柔らかく刺激してくる明るい光を感じて、リディアはゆっくりと瞳を開く。カーテンが少し開いていて、そこから朝の光が室内にそっと侵入してきていた。身体がいつもよりも重怠く、リディアはサイドテーブルにある置時計で時間を確認しようとするが、いつもの場所にいつものものがなかった。いや、シーツもベッドもカーテンも壁紙も、リディアの寝室のものではない。

　目覚めたばかりで記憶が混濁し、一瞬恐慌状態になりそうになる。だがすぐに自分の隣に横たわっているルーファスの寝顔を認めて、昨日のことを思い出す。

（そうだ。私、ルーファスさまと……）

　ルーファスがリディアの身体を抱き枕よろしく、柔らかく──けれどもしっかりと抱きしめている。寝顔は穏やかだ。

　身じろぎをしたら起こしてしまいそうで何となく動けず、リディアはそれをいいことにルーファスの寝顔をじっと見つめてしまう。難しく考え込むような厳しい表情でないルーファスを見るのは、ずいぶんと久しぶりだった。

　起こさないように気をつけながら手を伸ばし、精悍な頬をそっと撫でてみる。ルーファスへの愛おしさが改めて心を満たし、リディアは飽きることなくルーファスの頬を撫で、寝顔を見つめ続けた。

　……しばらくすると、ルーファスの頬が赤くなっていき、頬がかすかにひくついた。起こしてしまったのだと気づき、リディアは慌てて手を離す。

　だがその手をルーファスが強く掴んで引き寄せ、掌にくちづけた。唇と吐息の熱を感じて、リディアは身を震わせる。

「お、起こしてしまってごめんなさい……！」

「いや、起きていた。君が何をするのかと待ってしまったのが悪かった……」

　ルーファスの唇が、リディアの唇に目覚めのくちづけを与えてくれる。優しく啄み、柔らかく食まれ、リディアはうっとりと目を閉じて受け止めた。

　ルーファスが唇を離し、リディアの身体を抱き締めたままで問いかける。

「辛いところは……ないか？」

「はい、大丈夫です。ただ少し……喉が渇きました……」

　昨夜、ルーファスは一度で満足することはなく、リディアの身体を気遣いながらもあれから二度ほど、抱いてきた。そのたびに恥ずかしいのに蕩ける愛撫を与えられ甘く喘がされて、喉がひりついていた。

「……あ、ああ、すまない。少し待っていてくれ」

　ルーファスが慌てて身を起こし、サイドテーブルにいつの間にか置かれていた水差しからグラスに注いで水を渡してくれる。リディアは礼を言って受け取ると、一口、ゆっくりと飲んだ。

　全身に潤いが広がっていくと、喉の渇きが強烈に感じられる。思わず一気にこくこくと飲み下したあと、グラスから唇を離してリディアはほっと息を吐いた。その様子を見守っていたルーファスが、気まずそうに問いかける。

「他にどこか辛いところはないか。もう少し飲むか？」

　よほど交わした情交が激しかったのだと後悔しているらしい。リディアはルーファスを安心させるように柔らかく微笑む。

「大丈夫です。私、意外と丈夫ですよ」

「いや、そんなはずはない。君は小さくて細くて、強く抱きしめたら折れてしまいそうで……」

　ルーファスが語尾を呑み込み、目元を赤くして口を噤む。どうやら昨夜のことを思い出したようだ。

　婚約破棄を申し出られる前の頃のルーファスに戻ったかのようだ。リディアは嬉しくなって微笑むが、直後ルーファスの耳に獣の耳が出現する。

「……ル、ルーファスさま、お耳が……！」

　ルーファスが慌てて頭を探り、頭から突き出している獣の耳を触った。感情が高ぶると獣化すると教えてもらったが、現状でどこにそんな要素があったのだろうかとリディアは慌てる。

（私に対する気持ちのせいでって仰っていたし……!!）

「あ、あの、ルーファスさま、ごめんなさい。私、何か……」

「……いや、君のせいじゃないから安心してくれ。俺も修行が足りん……」

　ルーファスが両手で顔を覆い、大きく息を吐く。何か内側で高まっている熱を吐き出すような仕草を、リディアは心配そうに見守るしかなかった。

　ルーファスはしばらく掌の中に顔を埋めていたが、やがて諦めたのか顔を上げ、縋るように──とても申し訳なさげにリディアを見返してくる。

「……すまない、リディア。その……君に触れてもいいだろうか……」

「え……あ、はい！　ど、どうぞ！」

　リディアも上体を起こし、裸身が少しでも見えなくなるようにシーツを胸元に引き上げながら言う。触られることは恥ずかしかったが、それでも心地よさの方が勝ることを昨夜、ルーファスに教えてもらったからだ。

　だが予想に反して、ルーファスはリディアをベッドに押し倒すと、唇を貪り、胸のふくらみを両手でこね回し、乳首を指で擦り立てる快感を与えてくる。リディアは突然与えられる愛撫にあっという間に小さな絶頂を迎えてしまった。

「……あぁ……っ」

　胸の頂に吸いついていた唇を名残惜しげに離したルーファスが、自分の頭に触れる。少し潤んだ瞳で見返せば、獣の耳はもうなくなっていた。

「……なるほど……」

　ルーファスがひどく納得したように頷き、リディアの身体を起こした。シーツでリディアの身体を大切そうに包み込んでくれるのが嬉しかった。

　リディアは少し乱れてしまった呼吸で、ルーファスに問いかける。

「あ、あの……何がなるほど、なのですか……？」

「……いや、その……」

　とても言いにくいことなのか、ルーファスは困ったように視線を揺らして口ごもった。リディアはルーファスをまっすぐに見つめて続ける。

「ルーファスさま、もう隠し事はやめてください。ルーファスさまだけが辛かったり苦しかったりするのはもう嫌です。私たちは……そ、その……これから夫婦になるのですから……わ、私にできることがあるのならばお手伝いしたいのです……」

　身体も心も結ばれた翌朝とはいえ、少し図々しい物言いだったかもしれないと、リディアは目を伏せる。ルーファスが再び両手で顔を覆い天を仰いだ。

「頼むリディア。俺をときめかせないでくれ……！」

「……え……あの……？」

　ふーっ、と大きく息を吐いたあと、ルーファスはリディアに言う。

「俺が感情をうまく制御できないのは君に対する気持ちだけだ。現状、それが強く表れるのは、君への欲情だ。君を愛おしいと思い、君にくちづけたいと思い、君を抱きたいと思う気持ちが獣化を促す」

「……あ……あの……は、い……」

「度合はあるのだろうが、君に欲情してその気持ちを自分の中でうまく折り合いをつけられないと獣化する。つまりだ。俺が君にときめかなければいいんだ！」

「……そ、れは……その……寂しい、です……」

　自分はルーファスの仕草のいろいろなところにときめいているが、相手側からそういった反応が見られないことはとても寂しい。本当に自分のことを好きでいてくれるのか、不安になってしまいそうだ。

（……ううん、寂しいなんて言ってはいけないわ！　ルーファスさまのためにできることはなんでもしないと！　私の寂しい気持ちなんて二の次よ!!）

「ルーファスさま、ごめんなさい。今の言葉は忘れ……」

　ぴょこんっ、と今度は片方だけ獣の耳が現れる。ルーファスがひどく困ったように眉根を寄せたあと、無言のまま頬を寄せてくちづけてきた。くちづけが終われば、片方だけの獣耳は消えている。

（つ、つまり……私に欲情した度合いで獣化の度合いも決まって……その場合、私に触れて満たされることで獣化が治まるということ……？）

　唇を離したルーファスは、とても困った表情で──けれども嬉しげな声音で言う。

「だがそうすると、俺が気持ちを落ち着かせるまで君に触れることになる。……場合によっては、その、昨夜以上のことも……」

（さ、昨夜以上!?）

　あのとき以上に羞恥と、それを上回る甘い快楽に満たされる行為があるのだろうか。

　まったく想像がつかないものの、リディアは頷いた。たとえどんな行為であろうともそれがルーファスによって与えられるものならば、リディアに嫌悪感はない。

「ル、ルーファスさまがすることなら、ど、どんなことでも構いません……」

「……っ」

　ルーファスが低く呻き、リディアの肩を掴んで抱き締める。裸の胸にぎゅうぎゅうと抱き締められリディアは真っ赤になったが、ルーファスから離れることはしなかった。ルーファスの呟きがリディアの頭上に降ってきた。

「……俺を悶もだえ死にさせるつもりか……っ！」

　そんなつもりはまったくないのだが、ルーファスが自分への愛おしさを感じてくれていることがわかって嬉しい。リディアは例えようもない幸せな気持ちを感じながら、おずおずとルーファスの背中に腕を回して抱きしめ返した。

　子供の頃とはもう違う逞しい身体は、リディアの腕では包み込みきれない。だがルーファスはとても嬉しかったようで、そのあとすぐに改めて貪るようなくちづけを与えてきた。



	
			【第四章：それはまるで新婚生活】

　ルーファスによってここに来るときに着ていたワンピースは胸元を中心に破損してしまったため、身に着けることができない。だがルーファスは、母親が若い頃に着ていた昔のワンピースを取り寄せてくれていて、入浴後、リディアは身支度を整えることができた。入浴の手伝いをしてくれる使用人たちに自分とルーファスとの情事のことを想像されているのかととても気恥ずかしかったが、彼女たちは使用人としてとても気配りに満ちた対応をリディアにしてくれた。もうルーファスの妻として扱ってもらえているような気にもなるほどだった。

　いつもの朝食の時間を過ぎていて、ルーファスとともに彼の居間で食事をする。感情を表に出さないようにする訓練をこれまでしてきたためか子供の頃のような表情を見せることはなかったが、それでも会話は穏やかで優しいものばかりで嬉しかった。

　食事を終えて落ち着いた頃、ルーファスはリディアをファーニヴァル公爵夫妻のもとへと連れて行ってくれた。明るい陽射しがふんだんに入り込むサンルームで、公爵夫妻はどこか緊張した面持ちでリディアを待っていた。

　リディアがやってくると夫婦揃って立ち上がり、身体と心を気遣ってくれる。

「リディア、こんなことになってしまって……なんて言ったらいいのか……」

「当家の息子のことで迷惑をかけてすまない」

　公爵夫妻のとても申し訳なさそうな様子に、リディアは目を丸くする。何をこれほどまでに謝罪されなければならないのか。

「おじさま、おばさま。私……これほど気遣っていただく理由がわかりません。どうされたのですか？」

「だってリディア！　本当ならばきちんと結婚許可証を申請して、婚儀のお知らせを大々的にして……それからルーファスとの初夜でしょう。なのに乙女が夢見る手順をすべて吹き飛ばしてしまっているのよ！　ああ、もう……本当にごめんなさい！」

　公爵夫人の言葉にリディアは納得する。だが自分にとっては大したことではない。ルーファスの気持ちがわかれば、それでいいのだ。

（で、でも……やっぱりそうよね。おじさまたちも、私がルーファスさまと結ばれたことを知っているわけよね……！）

　何とも言えない気恥ずかしさに顔を赤くしながらも、リディアは微笑んだ。

「謝らないでください。私、ルーファスさまと結ばれてとても幸せなのです。ずっと好きだった方の妻になるのは、乙女の一番の夢ですよ？　手順など、些末事です。気遣ってくださって、ありがとうございます！」

「……ああ、リディア……！」

　公爵夫妻がリディアの言葉に、とても嬉しそうに笑顔になる。二人はリディアの手を取ると、優しく握った。

「いろいろと問題のある息子だが……よろしく頼む」

「あなたを我が家に迎えることができて、本当に嬉しいわ!!」

　二人の様子にリディアも改めて嬉しくなる。満面の笑みを浮かべてリディアが頷くと、ファーニヴァル公爵がふと何かに気づいたかのようにリディアの肩越しに息子を見て──表情を厳しくした。

「ルーファス、尻尾が出ている」

「……っ！」

　リディアと両親のやり取りを穏やかな瞳で見守っていたルーファスが、身体を強張らせつつ自分の背後を見やった。リディアも慌てて様子を確認すると、確かに上着の裾を軽く持ち上げるようにして、獣のふさふさとした尻尾が見えている。心がくすぐったくなるのは、それが嬉しそうに揺れているからだ。

「……まあ、ルーファス……いけない子。今のリディアのどこにあなたが獣化するものがあるというの？」

　母親のどこか責めるような問いかけに、ルーファスは気まずそうに目を伏せた。

「……不甲斐ないことですが……い、今のリディアがとても可愛かったもので……」

　獣化してしまっている以上もう隠す必要性を感じないのか、ルーファスが正直に自分の気持ちを口にする。リディアは嬉しさと恥ずかしさで耳まで真っ赤になり、俯いた。

　公爵夫妻は互いに顔を見合わせたあと、苦笑した。

「……二人がそれでいいのならばいいけれど……でも！　ルーファス、あなたはもっと自制できるようにしなければいけないわよ！」

「精進します。……が、その、今は……」

　ルーファスの尻尾が、困ったように揺れた。リディアはとりあえずルーファスの傍に近づき──子供のときのように無邪気に抱きついてみた。ルーファスの尻尾が驚いたように一瞬ぴんっと立ち、それから瞬きした瞬間に消える。

　リディアは満足げにルーファスを見上げて笑った。

「ルーファスさま、お心は落ち着きましたか？　このくらいならば、こうすれば獣化がなくなるようですね！」

「……」

　ルーファスが観念したようにリディアの身体に両腕を回し、きゅっと抱き締める。

「……本当に、君には敵わないな……」

　耳元で囁かれた声にドキドキしてしまいながらも、リディアは笑った。



　ルーファスの獣化の原因が自分にあることがわかったおかげで、これからどうすればいいのかはおのずと決まってくる。ルーファスが自分のことで心乱すことがないようにすればいい。特にルーファスに気をつけてもらわなければならないのは、リディアに対して劣情を抱くときだ。

　もともと、感情の起伏を制御できるように訓練していたため、ルーファスはリディアに妙な負担をかけないよう、自分一人で何とかするつもりのようだった。だがそのことに気づいたリディアはルーファス一人にだけ負担をかける方法を嫌がり、自分でも何かできないかと考えて──なるべくルーファスとともにいる時間を増やすことを提案したのである。

　これまで獣化のことを気にして、ルーファスはリディアから遠ざかっていた。ならば自分が傍にいることに慣れれば、些細な劣情を抱くことが少なくなり、抱いたとしても獣化するほどまでにはならないのではないかと考えたのだ。そう提案すると、ルーファスは一瞬驚いたように目を瞠ったあと、とても嬉しそうに同意してくれた。

　そのため、リディアはファーニヴァル公爵家に滞在することになった。結婚の手順が逆になった上、自邸にリディアを住まわせることについて、ルーファス自身がリディアの両親にきちんと説明し、深く謝罪した。リディアの両親はルーファスが誠実に対応してくれていることを改めて知らされ、娘が大切にされていることを喜んでくれた。

　わざわざ両親に頭を下げてくれたことに感謝を伝えると、ルーファスは礼を言われることではないと言ってくれた。

「大事な娘を俺の都合で振り回してしまったんだ。謝罪は当たり前だ。これからはもう余計な心配をかけないようにしなければ」

　そんなふうに言ってくれたルーファスに、改めてときめいてしまう。

　ファーニヴァル公爵邸では今はひとまずリディアを長期滞在している客人として扱っているが、結婚したあとのことも視野に入れているらしく、結婚したら息子夫婦はどこに住まわせるのがいいか、リディアの好みの間取りはどんなものか、など、そんな会話も日常会話の端々に見られるようになった。自分がいずれこの家の家族の一員になるのだとじわじわと実感できていく。

　だがルーファスの方はかなり後ろめたい気持ちがあったようで、この日の午後の茶の時間にふいにリディアに尋ねてきた。

「事情が事情とはいえ、本当ならば結婚への手順をこちらの都合よく変えてしまっている。君にもそれなりに結婚への憧れがあっただろう？　今の状態で……いいのか？　母上にはああ言ってくれたが……」

　ルーファスの真摯な問いかけにリディアは驚いてしまう。こちらのことをとても大切にしてくれていることが伝わってくるが、杞憂すぎる謝罪だ。

　リディアは穏やかな微笑を浮かべて答えた。

「結婚に対する憧れはもちろんあります。私はルーファスさまの妻になることが、夢でした。最終的にルーファスさまと一緒に生きていけることができるのならば、過程などどうでもいいのです。大事なことは、私がルーファスさまを大切で愛おしく思っていることではありませんか？　もし、そのことでルーファスさまが何か後ろめたい気持ちがあるというのならば、まったく気にすることはありません！」

「……リディア……」

　ルーファスがリディアの答えをとても嬉しそうな顔で受け止めてくれる。

　獣化しないように気持ちを制御する訓練を続けているため、ルーファスの表情はこの家を出てしまえば厳しく冷たい印象を与えるものになる。だが、この家でリディアと一緒にいるときは、幼い頃のように気持ちを表す仕草と表情をしてくれていた。

「とても、嬉しい。ありがとう、リディア」

　そんなふうに言ってもらえると、リディアも嬉しくなる。笑い返すとルーファスも同じ笑みを返してくれ、そんなやり取りを再び交わせることがリディアには何よりも幸せに感じられるときだった。

「……」

　ルーファスの手がカップから離れ、テーブルの上に置かれていたリディアの片手にそっと触れてきた。自分とは違う硬くて骨ばった指先がリディアの手の甲を優しくなぞり、指先を絡めるようにして触れてくる。ただ触れられているだけなのに、くちづけされたときや抱かれたときと同じように、胸がドキリとした。

　男性と女性の欲望には差があると、何となくわかっている。だがこうして話しているだけでも獣化するのを堪えきれなくなるほどに、自分に欲情しているのだろうか？　ドキドキしてしまいながらもそっとルーファスを見やれば、その表情は思った以上に落ち着いている。

（……ルーファスさま……？）

　妙な勘違いをしてしまったことを恥ずかしく思いながらも、リディアは訝し気にルーファスを見返す。視線に気づいてルーファスがハッとこちらを見た。

　指先が離れようとするのを、リディアは慌てて止めた。

「ルーファスさま、嫌ではありませんからそのままで」

「……あ……す、すまない。別に君に欲情したわけではなくて……その、こうして一緒に居られることが幸せだとしみじみと感じていただけなんだ。そうしたら、触れたくなってしまった……」

　飾らない言葉はかえってルーファスの気持ちをストレートに教えてくれる。リディアは自分の指を撫でるルーファスの指の温もりに、そっと微笑んだ。

「私も同じです。ルーファスさまのくちづけも抱擁もとても好きですけれど……こうして何気なくおしゃべりをしている時間もとても好きです。欲しがってもらえることと同じくらい、こんなふうに触れてもらえることも好きです」

　ルーファスがどこかほっと安堵したような息を小さく漏らす。リディアの指を撫でる指先は離れない。リディアもされるがまま、ルーファスの温もりを感じていた。

　特に言葉がなくなり互いに沈黙するが、気まずい思いは一切湧いてこない。それどころか、この穏やかな沈黙も心地よく思うほどだ。

　少しした後、ひどく申し訳なさげな声がかかった。

「……あの……大変申し訳ございません、ルーファスさま。稽古の方はどうされますかとアルヴィンさまが……」

　使用人の声にリディアとルーファスは互いにハッとして、慌てて触れ合っていた指先を離す。ルーファスが立ち上がった。

「も、もうそんな時間だったのか。気づかなかった。すぐに行く」

「ルーファスさま、何の稽古をされるのですか？」

　仕事に向かうかのような横顔を見せたルーファスに、リディアも立ち上がりながら問いかけた。

　稽古とは何だろう。疎遠になりつつあったこの二年間で、知らないことがいくつもある。

「体術と剣術だ。一応俺の家の仕事上……ああ、そうか。我が家の仕事については君はまだ知らされていないんだな」

　今そのことに気づいたようで、ルーファスは少し考え込む。無理に聞き出すつもりはなかったため、リディアは遠慮しようとした。

　だがルーファスは小さく頷いたあと、リディアの肩を優しく抱き寄せた。

「興味があるなら見てみるといい。もう隠し事をしないと決めたんだ。それに君は俺の……つ、妻になるのだから、知っておくべきことだ」

　ルーファスの口からそんなふうに言ってもらえると、婚儀のことが改めて実感される。リディアは気恥ずかしさに目を伏せながらも、ルーファスの腕に自分も身を寄せた。



（まさかルーファスさまのもう一つのお仕事が、悪人を捕まえるお仕事だったなんて……！）

　昨日のことを思い出し、リディアは婚約者の新たな一面を知った驚きを反芻する。

　ファーニヴァル公爵家は王族の血を引く由緒正しき名家だが、血統的なものだけではなく時代によっては王のために公には動けない仕事を引き受けることにもよるものだった。時に汚れ仕事も引き受けることにもなるが、ファーニヴァル公爵家は王に忠誠を誓い、同時に王が間違ったことをしようとしたときには諫める役目を担っている。これまでの功績と忠誠により歴代の王はファーニヴァル公爵家を信頼し、またその信頼を受けて、歴代の当主たちも王に忠誠を誓い続けるという良い連鎖を作っているのだという。

　時には身体を張らなければならない事件に関わることもあるらしく、ルーファスたちはそのために自らの身体を鍛えることを怠らない。アルヴィンとの稽古も、その鍛錬の一部だという。リディアにとってはとても優しいファーニヴァル公爵も、もしもそういった場面に遭遇すれば一人で容易たやすく数人の相手をできるとのことだった。

（稽古をしているのを見学させてもらったけれど……ルーファスさま、とても格好良かったわ……）

　両刃剣をまるで自分の身体の一部のように容易く扱い、アルヴィンと斬り結ぶ剣術は洗練されて隙がまったくなかった。貴族男性の一員として剣技は嗜みの一つとされているが、実践的な技術を持っている者は騎士などの戦いを生業なりわいとする者以外ではいないだろう。形式美としての剣技しか知らないリディアだったが、それでもルーファスの腕前はなかなかのものではないかと思えるものだった。

　剣技の稽古だというから何か軽装に着替えるのかと思ったが、ルーファスはいつも通りの格好でアルヴィンと手合わせをした。剣を使わなければならない事態に陥ったとき、いつでも身軽な格好をしているとは限らないと言っていた。より実践的なものなのだと、リディアは実感したものだ。

　互いに手加減など一切しない手合わせは、見ている側としてはどちらかが少しでも油断すれば怪我をしてしまいそうで、リディアは二人から目を逸らすことができなかった。何よりも仮想敵としたアルヴィンを見据える紫色の瞳はとても鋭く、背筋がぞくりとする冷酷さを持ち合わせていた。

　機敏な動きはとても頼もしく、リディアの胸を破裂しそうなほどドキドキさせた。なのに稽古が終わってリディアの方に戻ってきたルーファスは、とても優しく穏やかな笑顔を浮かべてくれて、戦いの雰囲気のときとの違いに驚くと同時にそれもとても魅力的だった。

　昔から好きな人だったが、今も様々なことでときめいてしまうのが何だかとても気恥ずかしい。

（私……本当にルーファスさまのことが好きなのね……）

「──リディアさま。終わりました」

　背後に立っていた二人の使用人の声にハッと我に返り、リディアは慌てて今の自分の状態を確認する。ドレッサーの前に座り、二人の使用人に髪を整えてもらっていたのだ。

　今夜はルーファスとともに知人のパーティーに行くことになっている。貴族たちの中ではよくある社交の場としてのパーティーだ。確かアンジェラもエイムズ伯爵と一緒に行くと聞いている。

　今夜のドレスは前回のドレスとは違い、衿を詰めて露出の少ないドレスにした。ところどころに赤を差し色にした白いドレスは、しかし生地が滑らかで柔らかいためか、思った以上に身体の稜線がわかる。スタイルにも一応気をつけているつもりだが、大丈夫だろうか。

　ドレスで全身を包み込んでいるため、髪は高い位置で纏め上げて赤いサテンリボンを編み込んである。シンプルだが差し色が利いていて、なかなか粋な感じになったと思えた。

　リディアが椅子から立ち上がると、使用人たちはすぐに用意していた姿見で全身が見られるようにしてくれる。リディアはあちこち確認したあと、彼女たちに問いかけた。

「どう……かしら……？」

「とてもお綺麗です！」

「リディアさま、スタイルも抜群ですから！」

　歳が近いせいか、リディアへの会話は少し砕けたものになっている。同じ年頃で同性の褒め言葉はやはり嬉しい。リディアは少し自信が持てたような気がして、笑った。

「ありがとう。素敵に仕上げてくれたからだわ」

　リディアの言葉に使用人たちは顔を見合わせたあと、嬉しそうに笑った。扉がノックされ、ルーファスの声が聞こえる。

「リディア。支度は終わったか？」

「はい」

　使用人たちが扉を開けて、ルーファスが室内に入ってくる。そしてリディアの姿を認めると、眩しそうに瞳を細めながらうっとりと見つめてきた。

「……うん、とても……綺麗だ……」

　ルーファスの方は黒一色で揃えた盛装だ。袖の金色のカフスボタンと、上着の胸ポケットに着けられているファーニヴァル公爵家の家紋の入った金のブローチがアクセントになっていて素敵だった。黒色がルーファスの精悍な身体つきを際立たせていて、リディアも見惚れてしまう。

　ルーファスがリディアに片手を差し出した。エスコートしてくれる掌に、リディアは指先を触れさせる。

「ありがとうございます。ルーファスさまも、とても素敵です……」

「ありがとう。……前回のドレスも素敵だったが、俺はこちらの方がいい。肌が見えないのは、いい。これからは、なるべく肌が見えないドレスにしてくれ」

　おそらくルーファスの好みはこういうものではないかと思ったから、このデザインのドレスにしたのだ。自分の考えが間違っていなかった安堵感と同時に、ルーファスがあのときヤキモチを焼いてくれていたことがわかってリディアは思わず笑う。

「わかりました。ルーファスさまのお望みのままに。私がお洒落をしたいと思うのは、ルーファスさまのためだけですから、お好みを教えてもらえるととても助かります」

「……そ、そうか……」

　リディアの言葉にルーファスは少し顔を赤くする。そして改めてリディアの姿を頭から爪先までたっぷり見つめたあと──ふと、ハッと口元を覆ってリディアの手を離した。

「……すまない、リディア。少し待っていてくれ！」

「え……あ……ルーファスさま……!?」

　リディアが呼び止める間もなく、ルーファスは逃げるように部屋を出て行ってしまう。リディアはルーファスを追いかけようとしたが、すぐに気づいて室内に留まった。

（も、もしかしてルーファスさま、私に……）

　肌を見せる扇情的なデザインでなくとも、ルーファスにはある種の刺激を与えてしまうのだろうか。これは着替えた方がいいのだろうか。いやそれよりもルーファスの気持ちを落ち着かせるために触れてもらった方がいいのではないか。だが睦み合いをしているほどの時間はない。残っていた使用人たちも、どうするべきかと互いを見合っている。

　少しすると、意外にもアルヴィンが姿を見せた。事情をよく知るアルヴィンの姿を認めると、リディアは慌てて彼に走り寄って囁く。

「アルヴィン、私のこの格好が駄目だったのかしら!?」

　アルヴィンはリディアのドレス姿を一度見たあと、困ったように苦笑しながら首を振った。

「リディアさまがご心配されることは何もありません。リディアさまのどんな些細なことでも欲望のきっかけになり得るのです」

　背後の使用人たちが、顔を赤らめて俯いた。彼女たちにとっては、ルーファスは獣化しないようにいつも理性的であり続ける存在としての印象が強いのだろう。

「先ほどすれ違ったときにはお耳だけでしたので……おそらく数十分もすれば戻られるかと思います。リディアさまはしばらくお待ちください」

「だったら私がルーファスさまのところに行った方がいいのではないかしら!?」

「欲情を抑えるのも訓練の一つとなっています。どうかルーファスさまの思うままにさせてくださいませ」

「……わかったわ……」

　納得できない気持ちとルーファスへの心配の気持ちがない交ぜになって何とも言えない表情になりながらもリディアは頷き、彼が改めて姿を見せてくれるのを待った。

　アルヴィンの言う通り、数十分後、ルーファスはいつも通りの厳しい表情で戻ってくる。リディアの手を取りエスコートしてくれたが、婚約破棄を申し立てられた頃のルーファスのように、とてもよそよしい雰囲気だ。

　ルーファスと心と身体も結ばれてからは少々ぎこちないところがあっても自分への愛情を表してくれていた日々だったため、リディアは何となく寂しい気持ちになって目を伏せる。リディアの様子に気づいたルーファスがとても申し訳なさそうな顔になって言った。

「すまない、リディア。俺がまだ不甲斐なくて……今の君を見ていると、寝室に引きずりこんでしまいそうだ」

「……っ」

　露骨な物言いにリディアは顔を赤くしたが、そういう物言いをしてしまっていることにもルーファスは気づけていないようだ。

「いくら君が傍に居ても、他人の屋敷ではここにいるときのように気軽に触れることができない。念のため、気をつけさせてもらう」

「……わかりました。でももし私が必要になったら言ってください。ルーファスさまが触れても大丈夫なように私が何とかします」

　リディアの言葉にルーファスは少し驚いたように目を瞠ったあと、すぐに嬉しそうに笑った。

「ありがとう、リディア。とても心強い……」

　だがすぐに、ハッと我に返って頬を引き締める。

「……すまない。今夜は会話も少なくなりそうだ。……参った。この程度で君が欲しくなるなんて……」

　最後の呟きは完全に独白だ。だがリディアの耳にはしっかり届き、それゆえにまた頬に熱が上がっていくのだった。



　招待されたパーティーは品のある賑やかさに満ちていて、リディアはルーファスとともに主催者に挨拶をしたあと、ダンスを踊った。

　ルーファスが自分に対する気持ちを今は抑えているため、表情は厳しくどこか素っ気ない態度だ。それでも今はそれがルーファスにとって必要な防具だとわかっているから、物寂しい気持ちもなくなっている。同じ素っ気なさでも隠しきれない愛情と愛しみを視線や言葉の端々に感じられるからかもしれない。

　立食式のパーティーだったため、ルーファスと手近なテーブルに近づいて飲み物を時折口に運びながら、近づいてきた貴族たちと世間話をする。今夜はやけに積極的にこちらに話しかけてくる者が多いと思ったら、自分たちが正式に婚儀に向かって準備をしていることが噂になっていたからだった。

　婚約期間が長かったため、自分たちの仲が破局したものだと思っていた者もいたらしい。どこか悔しげに祝いの言葉を嫌味ったらしく言ってくる令嬢たちも居て、リディアは不思議とそれらの言葉でルーファスとの婚儀が進んでいることを改めて実感した。ルーファスの傍にも同じ年代の──おそらくまだ妻を迎えてはいないと思われる男性貴族たちがやって来て、祝いの言葉はもちろんのこと、からかったりもしている。ルーファスは感情を揺らさないように厳しい表情のままだったが、纏う空気は少し柔らかい。リディアはそのことにホッとする。

（大丈夫そう……）

「リディア、おめでとう！」

　明るい祝いの言葉とともに姿を見せたのは、アンジェラだ。一緒にいるエイムズ伯爵もリディアとルーファスに祝いの言葉をかけてくれた。

　パートナー同士が世間話をし始めたのをいいことに、アンジェラがリディアの傍にすす……っ、と身を寄せて、囁いた。

「ようやくね。本当に良かったわ」

「ありがとう、アンジェラ。色々と心配をかけてしまったみたいで……ごめんなさい」

「何を言うの。親友のことを心配するのは、当たり前のことよ。夫婦になっても色々あると思うけど、何かあったのならばすぐに相談してね。私は人妻としてはあなたよりも少し先輩だから、協力できることもあると思うわ。……もちろん、夜のことも、ね」

「……っ！」

　完全にリディアをからかうためだけの言葉だ。だがとても効果的で、リディアはぽっと顔を赤くしてしまう。

　話を終えたエイムズ伯爵とアンジェラが、離れていく。ルーファスがリディアの赤くなった頬を見て、心配そうに眉根を寄せた。

「どうした、リディア。酒でも飲んだのか？　顔が赤い」

　ルーファスの指が、リディアの頬にそっと触れる。触れることでルーファスの気持ちを何か揺らしてしまうかもしれないと、リディアは慌てて身を離した。

「だ、大丈夫です！　何でもありませんから……」

「……そうか。それならばいいんだが……」

「──やあ、ルーファス殿」

　不意に耳慣れない声が投げかけられ、リディアはハッとしてそちらへと目を向ける。ルーファスもそちらへと向き直り、いつも通りの表情に戻って挨拶した。

「ああ、ライデン殿か。あなたも招待されていたんだな」

「そうなんだよ。少し仕事が押していて来れないかと思ったのだけれど……君の婚約者が同行すると聞いたら、どうしても来たくてね。……なるほど、こちらのご令嬢がルーファス殿の婚約者か」

　どこか値踏みされるような視線を受けて、リディアは慌ててスカートを摘まんで腰を落とす礼をする。

「初めまして。リディア・サンドフォーディと申します」

「婚約者殿に挨拶をしても？」

　ライデンがルーファスをちらりと見返して問いかける。ルーファスは無言のまま頷いた。

　ライデンがリディアの片手を取って、口元に引き寄せる。

「初めまして、リディア嬢。私はライデンだ。ルーファス殿とはまあ……仕事仲間というところかな」

　名を聞いて、リディアは理解する。ライデン・セルヴィッジ。セルヴィッジ伯爵の跡継ぎ息子だ。王の影として裏で動くときのファーニヴァル公爵家の配下に当たる家だと教えられている。

　ライデンの唇が、リディアの手の甲に押しつけられようとした。直後ルーファスが素早く手を伸ばし、リディアの手を掴んで自分の方に引き寄せる。

　急に目的を妨害されることになり、ライデンが驚いた顔でルーファスを見返した。

「……なんだい？」

「あ……いや、その……」

　何かひどく言いにくそうにルーファスは軽く口ごもったあと、大きく息を吐いて表情を改め、続けた。

「名乗り合ったのならば別にそこまでする必要はないと思っただけだ」

「……ふーん？」

　何か思うところがあったのか、ライデンが人の悪い笑みを浮かべる。もしかして少し嫉妬してくれたのだろうかとリディアは思いつつ顔を上げて、ライデンの笑みに一瞬黒い気配を感じた。

　本能的に感じ取ったことなので、偏見を持つのはいけないかもしれないが──とにかく、何となく嫌な感じの笑みだった。

「長い婚約期間を終えて、婚儀に向けて準備を始めたそうだね」

「ああ。リディアには申し訳ないことをしてしまったが、準備は問題なく進んでいる。そのうち婚儀のことや披露パーティーの招待状などがそちらにも届くと思う」

「招待していただけるとは嬉しいね。では今からお祝いを何にするか考えておくよ」

　ルーファスとライデンのやり取りは気心知れた者同士というわけでもないが、仕事仲間としてはごく普通のやり取りのように思える。ライデンに対して変な偏見を持ってしまったかも、とリディアは己を叱咤しったした。

　ルーファスと同じ年頃のライデンは、やはり年頃の青年らしく婚約者と今どういう状況なのかということが気になるようで、ルーファスから情報を引き出せないかと試みている。そんな二人のやり取りをリディアは邪魔しないように見守っていた。だがほのぼのとした雰囲気も、すぐに吹き飛ぶ。

（ルーファスさま……顔色が少し……お悪い……？）

　厳しい表情は変わらない。ライデンとの会話にも特に不自然なところもない。だがリディアは彼が波打つ心を抑えているのだと気づく。

　リディアは内心で慌てながらもルーファスの腕を掴んだ。ルーファスがハッとしたようにリディアを見返す。

「どうした、リディア？」

「ルーファスさま、申し訳ありません。少し人に酔ってしまったようで……」

　リディアの嘘にルーファスは気づいているようだったが、それについては何も言ってこない。自分がしようとしてくれていることを悟ってくれていることにホッとする。

　ルーファスはリディアの肩を抱き寄せると、小さく頷いた。

「そうか。……少し、外の空気を吸いにいこうか。庭を散歩するのはどうだ？」

「はい、そうさせていただけると……」

「ライデン殿、すまないがここで失礼する」

　ライデンは訝しげな顔をしつつも、ルーファスに何か言ってくることはしない。ただリディアに見舞いの言葉をかけただけだ。

　ルーファスはリディアを抱き寄せたまま、急ぎ足で庭へと出て行く。パーティーの気配が遠のくまで庭の奥へ──人目につかない生け垣の影に入り込んだあと、リディアの腰を強く自分の腰に押しつけるように抱き寄せながら、くちづけてきた。

「……ん……んん……っ!?」

　おそらくそうされるだろうと予測はしていたが、与えられるくちづけは思っていた以上に乱暴で激しいものだった。リディアの唇を貪り尽くすかのようにルーファスがくちづけてくる。

　くちづけと抱擁の息苦しさに目の端に涙を滲ませてしまいながらも、リディアはルーファスのしたいようにさせた。この程度でルーファスの心が落ち着くのならば、何ということもない。

「……ん……んぅ……ん……っ」

　搦め捕られて舐め合わされる舌の動きで、膝から力が抜けてしまいそうだ。リディアは必死に下半身に力を込めるが、上手くいかずにルーファスにもたれかかってしまう。ルーファスもリディアとのくちづけに感じているのか、生け垣を背もたれにして、リディアと一緒に座り込んでしまった。

　それでもくちづけは止まらず、ますます激しく深くなる。獣化は大丈夫だろうかと何とか目を開けて見れば、ちょうどルーファスの頭にあった獣耳が消失するところだった。このくちづけのおかげで、落ち着きが取り戻せたらしい。

「……ふ……」

　獣耳が消えると、くちづけの激しさも少し弱まる。ルーファスはまだ唇を離さなかったが、リディアを自分の膝の上に優しく抱き直し、今度は気持ちを伝えるかのように優しく甘くくちづけた。

　身体が蕩けていくような感覚に支配され、ルーファスの腕に身を委ね続ける。やがてルーファスが名残惜しげに唇を離した。

　睫が触れ合いそうなほど近くに、ルーファスの端整な顔があった。目元が上気していて色っぽく、ドキドキしてしまう。

　ルーファスがどこか耐えられないというように、目を伏せた。リディアはルーファスの心の動きに何かあったのかと、慌てて言う。

「ど、どうされました!?」

「……あ……いや、何でもない。何でもないんだ……」

　そう言って口元を覆ったあと、ルーファスはしかし思い直したのか、リディアを見つめてくる。隠し事をしないようにしてくれる意思が感じ取れて、リディアは嬉しかった。

「すまない。その……今の君の顔が、とても色っぽくて……ドキドキ、した……」

　一人の女性として見られていることを実感し、リディアは気恥ずかしさと嬉しさで頬を赤くする。視線を落とし気味にしながらも、リディアは言った。

「……あ、あの……今のルーファスさまのお顔も、男の人の顔なんだって思って……ド、ドキドキ、します……よ？」

　くううぅぅっ、と声にならない呻きを漏らして、ルーファスがリディアを抱き締める。強い力の抱擁に、ますますリディアは鼓動を高まらせてしまった。

「……可愛すぎる……っ」

「……あ、ありがとうございます……？」

　どう答えればいいのかわからず、ひとまず誉めてもらえたと判断して礼を言う。ルーファスが小さく笑った。

「本当に俺は駄目な男になったようだ。君に挨拶のくちづけもさせたくないと思ってしまった」

　ルーファスは深く息を吐き出したあと、リディアの唇に頬を寄せながら続けた。

「もう一度、君にくちづけたい……」

　リディアは頬の熱を消せないまま、それでも小さく頷いた。



　何か様子がおかしいと思って後をつけてみて正解だった、とライデンは内心でほくそ笑む。

　一応、気配を消して気づかれないように最大限の努力をして追いかけてきたのだが、いつものルーファスならばどれだけこちらが気をつけていてもなぜか悟られてしまうのに、よほど焦っていたのかライデンの尾行にはまったく気づいていなかった。おかげで、ルーファスの『異変』を知ることができた。

　仕事柄、夜目は利く。一瞬見間違えたかと思ってしまったものの、改めて見てみたところ間違いではないことを理解した。貪るようにリディアとくちづけを交わしていたルーファスの頭に、髪と同じ色の毛色をした獣の耳が二つ、ぴょこんと現れていたのだ。

　最初は何かの冗談かと目を擦って見直したものの、何度見ても獣の耳は生えていた。こちらがうんざりしてしまうくらい長く激しく深いくちづけをしていてくれたから、確認は何度もできた。だから、間違いはない。

（獣化……獣化ね。へえ……？）

　この国はこの世界を作った女神が遣わした聖なる獣により守られているという神話により、女神と聖獣を信仰している。女神が愛した青年の血を引く王族は、かつて古き時代には聖なる獣を体内に宿し、その強大な力を思うままにふるうことができたと言われていた。

　今や魔力、魔術、聖獣などは御伽噺おとぎばなしとなってしまっている。魔力を持ち、魔術を行使できる者は、王族の管理下に置かれている五人の聖人のみだ。

　行使される魔術を、何かの奇術のように思っている民も少なくない。だが自分やルーファスのように国王の近くで仕事をしていると、一度や二度は聖人のふるう力を目の当たりにすることがある。そのため、ライデンは御伽噺の力を事実として認識していた。まさかルーファスにその力が宿っているとは、まったく知らなかったが。

　魔術を行使できるだけの力をルーファスが持つ。それはさらにライデンとの距離が開くことになる。今ですら国王やその周囲はルーファスを頼りにしていて、自分はあくまであの男の手足である扱いだ。自分がどれだけ努力しても、ルーファスに勝てたことがないのだ。……できたら死んでくれないかと思うくらいには、ルーファスに対してわだかまりを持っている。

　だが、獣化するとなると話は別だ。聖なる力だと大衆が信じるかどうかは疑わしい。しかも聖獣とまったく同じ姿ならばまだしも、一部分だけの獣化となれば身に宿る力をきちんと扱えていないという見解にもなる。何やらあの婚約者とくちづけをしている間に獣耳が消失したが、彼女が力の制御の鍵となるのだろうか？

　獣耳が消えたにもかかわらず、ルーファスは婚約者に再びくちづけを始めている。恥じらいながらも相手はそれを受け止めていて、これ以上覗き見ることは更なる腹立たしさをライデンに与えてきた。内心で強く舌打ちをしながらライデンはルーファスたちに背を向け、屋敷の中に戻っていく。

　途中で部下と合流すると、彼が訝し気に声をかけてきた。

「ライデンさま、どちらに行かれていたのですか？　お探ししました。急にどこかに行かないでくださいませ」

「ああ、すまないね。ちょっと面白いものが見れたものだったから……」

　部下のお小言に適当に答えたあと、ライデンはふと思い出す。確か前回、ルーファスたちと一緒になった──あの時は何やら急に具合が悪くなったとのことで、挨拶もしなかったのだが──パーティーのときに、久しぶりに同行させていた婚約者との間柄がどんな感じなのかを確認するため、この部下をリディアにけしかけてみたのだ。彼の感触からすると、ルーファスはリディアにずいぶん心を寄せているようだった、とのことだった。

（……ふむ。あのご令嬢が一番効果的かもしれないね）

「……ライデンさま？　どうかされましたか？」

　企む表情を察し取ったようで、部下が少々心配そうに問いかけてくる。ライデンはにんまりと笑った。



	
			【第五章：罠】

（いい天気……!!）

　抜けるような空と心地よい風がリディアの気持ちを晴れ晴れとさせる。同行してくれている使用人兼護衛の者たちも、リディアの明るい表情を優しく見守っていた。

　今日はルーファスは国王から仕事についての招集がかかり、王城に行っている。午前中はファーニヴァル公爵夫人とのんびりと談笑したり刺繍をしたりして過ごしていたのだが、あまりにも天気が良かったため、何となく買い物に行きたい気持ちになったのだ。ちょうどインクがなくなりかけていたこともあり、リディアは今回は屋敷に商人を呼びつけることをせず、自分で買い物をすることにしたのである。

　馬車で町に入ったあと、にぎやかな目抜き通りをウィンドウショッピングすることにした。一人でも大丈夫ではあったが、公爵夫人が「あの子がいないときにリディアに何かあったりしたらこの国が滅びてしまうわ！」ととんでもないことを言って、この二人を付けてくれた。一人は男性のため、女性の買い物に付き合わされて内心疲れているのではないかと思ったものの、意外にもにこにことしている。どうやらリディアともう一人の女使用人が店先を覗きながらあれこれ話している様子を見ているのが楽しいらしい。

　この調子だと、公爵夫人へのお土産選びにも付き合ってもらえそうだ。

　リディアは二人に今度は菓子屋に行きたいと頼む。反対されることもなく、ここ最近で一番人気の店に向かった。

「新作のお菓子が出ていたら、それも欲しいわ。多めに買っていって、みんなで食べましょうね」

　そんな会話をしつつ店に辿り着くと、入口は買い物客で溢れていた。ちょうど新作のショコラが出たらしく、女性を中心に店はごった返していた。この人ごみをかき分けて店内に入るのは至難の業のように思える。

「……リディアさま。少しどこかで休憩されてからまた来てみましょうか？」

「そうね、そうしましょう」

　近くには、品のいいデザインの喫茶店がいくつかある。雰囲気が気に入った店に向かおうとしたとき、突如、往来から悲鳴のような声が上がった。

「誰か！　ひったくりよ!!」

　驚いて顔を上げれば、人をなぎ倒すようにして走ってくる男がいる。咄嗟に身が竦んでしまったリディアの前に、使用人たちが立った。

「リディアさま。危ないですから私たちの後ろに」

「……あ、ありがとう。でもあなたたちも気を付けて」

　勇気ある者が数人、男を捕らえようと追いかけ始める。誰も怪我をしませんようにと祈りながら自分たちの前を走り去っていく男を見ていたリディアの口を、その直後、何者かの手が背後から塞いだ。

「……っ!?」

　柔らかい布地が口に押し当てられ、リディアは大きく目を瞠る。ひったくりの男たちに気を取られているとはいえ、こんな往来でまさか自分が何かされるとは思ってもいなかった。

　リディアは慌てて使用人たちに手を伸ばすが、背後の不審者は強い力でリディアを建物の間の物陰に引きずり込んでしまう。

（何!?　これって金銭目当ての誘拐……!?）

　必死に抵抗するものの、リディアの口は塞がれたまま、加えて羽交い絞めにされていてはさほど暴れることもできなかった。押し当てられた布地には何か薬品が沁み込ませてあったらしく、すぐにリディアの意識がぼんやりとし始めてしまう。

　このまま意識を失ってはいけないと思うものの、どうにもできない。

（ルーファス、さま……っ）

　心の中で思わずその名を呼ぶことしかできず、リディアは不審者の思うまま、ぐったりと意識を失ってしまったのだった。



　心の琴線に何かとても強い呼び声が引っかかったような気がして、ルーファスは思わず処理していた書面から顔を上げる。王城内で出仕したときに使用する執務室で、一緒に今回与えられた事件の資料を読んでいたライデンが、どうかしたのかと顔を上げた。

「ルーファス殿？　何か問題でもあったかい？」

　ライデンが作成した報告書をルーファスが確認し、最終チェックが終わったことを示すサインをして、国王に持っていく。そのための作業だ。ルーファスが持っていけないと判断すればもう一度ライデンが報告書を作り直さらなければならなくなる。

　ルーファスは小さく首を振った。

「いや、報告書には問題はな……」

「そうかい？　だが何やら顔色が悪いように見えるよ。体調が悪くなったのではないかい？」

「……」

　ルーファスはしばし考え込む。だが突然やってきた胸騒ぎは、治まる様子がない。

　自分の中に宿る聖獣の力を考えると、これは無視していいものではないと思えた。

「ところでこの資料、君はもう目を通し終えたのかい？」

「ああ、読んでおいた。ライデン殿、すまないがこの報告書の確認を明日にしてもらえるように陛下にお伝えできないか」

「……それは別に構わないけれど。何か問題があったわけでもないのに急にどうし……」

　最後までライデンの言葉を聞かず、ルーファスは立ち上がって部屋を出る。ちょうど控えの間から出てきたアルヴィンが、ルーファスの様子を見て訝し気な顔になった。

「ルーファスさま、どうされて……」

「すまない、アルヴィン。すぐに自邸に戻る」

　アルヴィンは驚いたものの、ルーファスが厳しい表情の下に隠している不安感に気づいてくれたらしい。すぐに頷き、馬車の用意をしてくれる。ルーファスはそれに乗り、できる限り急いで自邸に戻った。

　胸騒ぎは強くなる。リディアの気配を屋敷のどこからも感じ取れない。

　予定よりも早く帰ってきたルーファスに出迎えた使用人たちは驚いたものの、どこか安堵した表情を見せた。何かあったのだ、と悟り、ルーファスは母親のもとへと向かった。父親は数日、ファーニヴァル公爵家領地の見回りに行っていて、不在だった。

　居間にいると聞いて中に入ると、母親が数人の使用人たちに取り囲まれてソファに座っている。俯いていた母親がルーファスの姿に気づくとすぐに立ち上がり、走り寄ってきた。その表情は死人のように青ざめている。

「ああ、ルーファス！　どうしましょう……!!」

「何があった!?」

　母親の表情からとんでもないことが起こっているのだとわかる。胸騒ぎはさらに強くなり、ルーファスは素早く室内を見回してリディアの姿を求めた。……いない。

「母上、リディアはどうしたんだ。どこにいる？」

「ルーファス、ルーファス、どうか落ち着いて聞いてちょうだい。あなたの力を暴走させないように、絶対に落ち着いて聞いて」

　嫌な予感しか沸いてこない。ルーファスは無言で母親の次の言葉を待つ。

「リディアが……町で行方不明になってしまったの……」

「……っ！」

　一番嫌な予感が当たってしまった、と思った直後、ルーファスは胃の腑が握りしめられるように冷たく冷えていくような感覚に襲われた。

　足元からふわりと冷気が立ち上り、ルーファスを包み込むように小さく渦を巻き始める。母親がさらに青ざめた。

「ルーファス！　ルーファス、落ち着いて！」

　母親の声は耳に届いている。だが理解すればするほど、ルーファスの中に冷たい怒りが渦巻いていった。

（どうしてリディアが行方不明になど）

　ルーファスの視線が、室内を一周する。室内にいる何人かの使用人たちの中で、今日、リディアの買い物に同行するようにと言いつけられた男女が、ルーファスを真っ青な顔で見つめていた。小さく震えてとても居たたまれなさそうな仕草と青ざめた死人のような顔は、リディアを守りきることができなかった申し訳なさを感じ取れる。

　だが今のルーファスに、そんな気持ちは意味がない。

（なぜ、リディアを守れなかった？）

「……ひ……っ」

　ルーファスの瞳が、金色に変わる。その直後、リディアの護衛役だった二人が、息を詰まらせた。

　呼吸が急にできなくなり、喉を押さえて立ち尽くす。膝をつこうとしてもルーファスの力がそれを許さない。

（なぜ、リディアを守れなかった？）

　八つ当たりだということは頭の隅でわかっていた。だが溢れる力が止められない。リディアの安全の保障は今、どこにもないのだ。

「……ルーファス！　ルーファス、落ち着いて。駄目よ、そんな力の使い方をしては!!」

　母親が息子に取りすがり、必死に言う。ルーファスは金色の瞳のままで、母親を見返した。

「主に与えられた役目を果たせなかったのならば、罰を受けるべきだろう」

　聞いただけで全身が凍り付くような冷たい声音で、ルーファスは言う。使用人たちは皆、震え上がり、青ざめ、言葉をなくす。母親も息を呑んで青ざめたものの、すぐに眦まなじりを吊り上げ、息子の頬を平手打ちした。

「しっかりしなさい、ルーファス！　あなた、リディアに顔向けできないことをするつもりなの!?」

「……っ」

　溢れ出そうになっていた力が、その言葉を聞いた瞬間、蒸発するように消失した。

　ルーファスの瞳が本来の紫色に戻り、母親の肩を掴んでがくりと膝をつく。呼吸を止められていた二人の使用人は、再び息ができるようになって同じように膝をついた。

　咳き込む彼らの苦しげな呻きを聞きながら、ルーファスは大きく息を吐く。あのままでは力が暴走し、完全な獣になっていただろう。ただそれだけならばいい。聖獣になって、力をふるっていたら。

（この国くらい、軽く破壊できる……）

　それを止めたのは、リディアの存在だ。リディアに顔向けできなくなるようなことだけは、絶対にしたくない。その気持ちが、ルーファスを『人』に引き留めてくれた。

　リディアはここに居なくとも、ルーファスを支えて助けてくれる。

「……大丈夫、ルーファス!?」

「……ああ……ありがとう、母上……」

　礼を言って自力できちんと立ったときにはもう、いつも通りの自分だ。母親たちが、安堵の表情になる。

「……ル、ルーファスさま……申し訳ございません……」

　件の使用人が、泣きそうな顔になりながらルーファスに深く頭を下げてきた。ルーファスは小さく首を振る。

「……いや、俺もすまなかった」

「いいえ……いいえ！　私たちがリディアさまをお守りできなかったことが……申し訳ありません……!!」

　ルーファスは二人の肩に手を置き、低く問いかけた。

「リディアを探す。当時の状況を教えてくれ」



　喉の奥にこびりつくような嘔吐感を覚えて、リディアの目覚めが促された。吐かないように口を片手で覆いながら、身を起こす。一瞬目眩でふらついたが、それも目を閉じてしばらくすれば落ち着いた。

（私、どうしたのかしら……）

　意識を失った理由がすぐには思い出せず、リディアはぼんやりとした瞳で周囲を見回す。

　柔らかく精巧な刺繍が施されたベッドカバーがかかっているベッド、遮光するための分厚いカーテン、毛足が長めの絨毯、シミ一つない壁紙などから、それなりの裕福層が所有する部屋だとわかる。だが、知っている部屋ではない。

　ここはどこだろう。そもそも自分はどうしてこんなところにいるのだろうか。

（そうだわ、私、買い物に出かけて……ひったくりの現場に遭遇してしまって……）

　護衛役をしてくれていた二人の使用人が背後に庇ってくれたあとすぐに、誰かに薬を嗅がされて連れ去られたのだ。ということは、この部屋はその犯人の所有しているものか。

　一緒にいた使用人たちは、大丈夫なのだろうか。室内をきょろきょろと見回すものの、彼らの姿はない。リディアはベッドから降りて、自分の身体を確認する。

　寝かされていたせいでスカートの裾が乱れていたが、何かをされた形跡はなかった。嘔吐感も今はもうない。大丈夫だ。

（だとしたら、まずはここがどこなのかを確認しなくちゃ）

　窓から外を確認しようと、リディアは窓辺に近づこうとする。すると、扉がなんの前触れもなく開き──ライデンが姿を見せた。

「……ライデンさま……？」

「目が覚めたかな。ようこそ、リディア嬢」

　あまりにも意外な人物の登場に、リディアはあっけに取られてしまう。

　なぜ、どうして、ここにライデンがいるのか。ではこの部屋は──この屋敷は、セルヴィッジ家のものなのか？

　そしてどうして攫われた自分がセルヴィッジ家の屋敷にいるのか。自分を攫ったのはライデンなのか？

　理由はさっぱりわからなかったが、状況はリディアに危険を告げている。リディアは警戒心も露わにライデンを見た。

「……お招きありがとうございます、ライデンさま。ですが私、ご招待を受けた覚えはないのですが……」

「したつもりはないから当然だね」

　リディアの反応が面白かったのか、ライデンは楽しげに笑いながら応える。人を攫っておいて笑うとは、どういう感覚をしているのか。

「これから用事があります。帰らせていただきます」

「うーん……それはちょっと困るかな。ぜひともゆっくりしていってくれないかな？」

「……お断りします！」

　何とも言えない複雑な嫌悪感を覚えて、リディアは弾かれたように叫ぶ。ライデンは困ったように眉根を寄せたものの、扉を背後にした位置から動く気配がなかった。

　リディアは不安になり、足早に部屋を出ていこうとする。だが隣を通り過ぎようとしたリディアの腕をライデンががっちりと掴んだ。

「放して！」

「人の厚意を無にすることは、あまりよくないことだと私は思うよ。特に私は、君の未来の夫となる者の仕事仲間なのだからね。この家を自由に動き回っても構わないけれど、しばらくここに滞在してもらいたい」

「私はルーファスさまのところに帰ります!!」

「……頑固な人だね」

　ライデンが大きく息を吐き、リディアの身体をベッドに引きずっていく。本能的に貞操の危機を感じてしまい、リディアは懸命に身を捩り、手足をばたつかせた。だが掴まれた手はびくともせず、離れる様子がない。

「いや!!　放して!!」

「君の貞操を奪ってもいいのだけれど、そこまですると万が一の場合、彼に殺されることもあり得るからね。そこまではしないから安心し……」

「放して!!」

　強い口調で言って、リディアは腕を振り解く。火事場の馬鹿力だったのだろうか──ライデンの手が外れ、リディアの爪の先が彼の右頬を掠めた。

　かすかな痛みに、ライデンが軽く目を瞠る。リディアは一瞬止まった動きを見逃さず、すぐさま扉の方へと走った。だがライデンに再び腕を掴まれてしまう。

「……驚いたな。ずいぶんとお転婆なご令嬢だ」

　言ってライデンが、扉に向かって呼びかける。部下と思わしき青年が入ってきた。その顔を見て、リディアはハッとする。

　ルーファスが嫉妬によって獣化してしまった原因となった──リディアにパーティーで声をかけてきた青年だった。

「いかがされましたか、ライデンさま」

「リディア嬢が暴れないようにしておいてくれるかい？　手段はそれなりに」

「畏まりました」

　とんでもないことをライデンは命じているはずなのに、青年はごく当たり前のこととして頷いている。リディアは信じられずに大きく目を瞠った。

　青年が近づき、リディアの腕を掴む。ライデンが離れた。

「あとはよろしく頼むよ」

「畏まりました。処置をいたしましたらまたご報告に参ります」

「……しょ、処置って……嫌！　何をするの!?」

　懸命に暴れて逃れようとするものの、青年の力に容赦はなかった。



　自らの権力と金を、外聞を気にせずに使役すれば、あっという間にリディアを見つけることはできただろう。だがリディアが誰に誘拐されたのかがわからない以上、表立って動いてはかえって危険に晒してしまうことになりかねない。だがルーファスは自分の部下たちを総動員させ、自らも表立たないようにリディアの行方を追った。

　情報は少なく、思うようにいかない。苛立ちと不安がルーファスを苛み、ともすれば完全に聖獣になってしまいそうだ。父親も現状を早馬で知らされて、ひとまず部下にあとを頼むと、自ら馬を駆って明け方には戻ってきてくれた。だがそのときになってもリディアの行方はわかっていなかった。

　自室でアルヴィンたちからの報告を聞いていたルーファスのもとに、公爵が姿を見せた。どちらも一睡もしていないが、疲労の様子はない。

「大丈夫か、ルーファス」

　室内に踏み入るなり、公爵は鋭い声で問いかけた。ルーファスは厳しい表情ながらも頷いた。

「……何とか、まだ……」

　ルーファスの言葉は、いつもよりも弱々しい。公爵は息子の肩を叩くと安心させるように笑いかけた。

「大丈夫だ。お前が獣化して暴走したら、私が責任を持って殺してやるからな」

「……こ、公爵さま……!!」

　室内に控えたままだったアルヴィンたちが、青ざめる。だがルーファスにとって、父親の言葉はとても心強かった。リディアに顔向けできない事態になることだけは、避けられるのだ。

「ありがとうございます、父上。そのときは是非、宜しくお願いします」

「だがな、ルーファス。私に息子殺しの汚名を着せるのは止めてくれ。それにリディアはお前以外の男を夫にするつもりがまったくないようだ。可愛いリディアが独り身のまま一生を終えてしまうようなことにだけは、するなよ」

「……はい……」

　父親らしい励ましにルーファスは伏し目がちにかすかに微笑んだ。

　状況を説明してくれと言う彼に、ルーファスたちは集めることのできた情報を話す。公爵は難しい表情で黙り込んだ。

「リディアを攫った者には俺たちに尻尾を掴ませないだけの頭があります。その辺のゴロツキではないでしょう。加えて、こちらにリディアと引き替えの要求が一切来ていません。金銭目的の誘拐ではないと思われます」

　そうなると考えられるのは一つしかない。ルーファスは重い表情と声音で続けた。

「俺や、この家に何らかの憎悪を持っている者の仕業かと思われます」

「私もそう思う。心当たりはそれなりにあるが……そうなると、リディアを見つけるにはどうしても時間がかかるな……」

　公爵の言葉にルーファスたちは沈黙した。重苦しい沈黙が室内に漂う。

　公爵が嘆息してから言った。

「陛下にこの件については……」

「お伝えずみです。何よりもリディアの件について最優先してくれて構わないと」

「そうか」

　国王の直属の部下として動くことがある以上、彼に無断でリディアのことを優先することはできない。その許可を得なければならないと判じられただけでも、ルーファスはまだ理性を保てていた。

「今日、王城に出仕します。こちらに何らかの恨みを持っているのだとすれば、俺の慌てている様子を確認しようとするでしょう」

「……うむ。その可能性は大いにあり得るな。こちらの指示は私がしよう」

「宜しくお願いします。アルヴィン、報告書を。見落としがないかもう一度確認する」

「しかしもうこんなお時間です。仮眠だけでも取られては……」

「とても眠れそうにない。……悪いことを考えてしまうと、俺の中の聖獣の力を抑えられなくなる」

　声音は淡々としていたが、ルーファスの内面が実際は危機的状況であることがよくわかる言葉だった。アルヴィンは何も言い返さず、手にしていた報告書を渡した。

　公爵が痛ましげに眉根を寄せたあと、近くにいた者に温かい茶を用意するように言いつける。何も口にする気にはなれなかったが、それくらいはした方がいいだろう。

　ルーファスはもどかしげに書面をめくり、記された文字を食い入るように見つめた。

（リディア……どうか無事でいてくれ……!!）



「──ルーファスさま……？」

　なぜかルーファスの声が聞こえたような気がして、リディアは思わず呼びかけながら背後を振り返ってしまう。

　だがそこに、求める姿はない。ベッドルームには変わらず自分だけしかいなかった。

　リディアが暴れて逃げ出したりしないよう、ベッドの脚に縄が結びつけられ、反対側はリディアの両手を一つに纏めて縛りつけられている。ベッドの端から端までは身動きができるものの、そこから降りて部屋の中を歩くことはできない。化粧室に行くときだけは、女使用人たちが三人もやって来てリディアを取り囲み、閉じた扉の前で終わるまで立っているという状況だった。

　戻らないリディアを、ルーファスは間違いなく心配しているだろう。心配してくれる気持ちが彼の心を大きく揺さぶらないことを、リディアは願う。自分に対して愛情深いからこそ、リディアに関してのみ心を揺らし、聖獣の力を抑えることがままならなくなってしまうのだ。

　魔術、魔法、魔力──そういったものが御伽噺程度の認識しか持てなくなった昨今では、ルーファスが完全に聖獣の力を解放してしまったときにどうなるのか、リディアには想像もできない。だがきっと、とても恐ろしい事態になるのだろう。そしてそれをルーファスは望んでおらず、そんなことになったらとても後悔するだろう。

　そんな想いをルーファスにさせないために、無事な姿を見せなければならない。

（私はルーファスさまのところに帰らなければいけないの）

　泣きたくなる気持ちを呑み込み、リディアは再び何とかこの縄が解けないかとあれこれ試し始める。噛みついたり、手首を懸命に動かしてみたり──肌が擦れて皮が剥け始めて痛みがあったが、構わなかった。

　絶対にルーファスのところに、帰り着くのだ。その気持ちが、リディアを支えていた。



　自分用の執務室に向かうために廊下を進むルーファスとすれ違う者たちは、皆、雷にでも打たれたかのようにそそくさと壁際に逃げてしまっていた。それだけ自分の表情が厳しく、迂闊に話しかけることもできないほどに殺気立っているのだろう。わかってはいたが、どうにもできない。聖獣の力が溢れ出さないように気をつけていることもあり、ルーファスには彼らを思いやることもできなかった。

　そんなルーファスに恐れもなく声をかけてきたのはライデンだ。

「やあ、ルーファス殿。今日は随分と早い出仕で……どうした、顔色が悪いようだが……」

「気にしないでくれ」

　ライデンは上司を普通に心配してくれているだけなのだが、ささくれだった気持ちしかないルーファスは不用意に近づくなと怒鳴り散らしたくなってしまう。いつものライデンならば、軽く苦笑して首を竦めながらも、それ以上は何も言わずに立ち去っていただろう。

　だがこのとき、ライデンはルーファスの腕を掴んで近くの空き部屋に連れ込んだ。

「ライデン殿！　具合が悪いわけではない……!!」

「いやいや、ちょっと重要な話がしたかっただけだ。この話を誰かに聞かれたりしたら、君が嫌だと思ってね」

「……どういうことだ……」

（イライラする）

　ライデンとくだらない話などしている暇はない。王城を歩き回り、自分の様子を見てほくそ笑んだ奴を見つけなければならないのだ。

　リディアがいなくなって、もう一晩経っている。食事を与えられているのか、寝床は大丈夫なのか、女性としての危機に陥ってはいないか。

（もし、そんな最悪の状態になっていたとしたら、犯人を……八つ裂きにして、殺して……ああ、いや、そんなことでは足りない。生きたまま……火をつけて……）

　ふわ……っ、とルーファスの足元から、ほんのわずかに熱風が生まれた。

　頬に感じた異変にすぐに気づき、ルーファスは慌てて唇を強く引き結び、両手を握り締める。気持ちを落ちつかせるために、きつく眉根を寄せて俯いた。

「……おいおい、ルーファス殿。大丈夫かい？　とても健康状態がいいとは思えない顔だよ？」

「気にするなと言った。話は何だ？」

「ああ、そうだった。リディア嬢のことだけれど」

（……リディア……!?）

　愛しい者の名が出てきて、ルーファスは目を剥きながらライデンを見返す。ライデンが一瞬驚いたように目を瞠ったあと、すぐに微笑んだ。

「実は婚約者殿は我が家で保護しているのだけれどもね。何やら君との結婚を躊躇っているとの相談を受けたのだよ。私も詳しく教えてもらっているわけではないのだけれど……」

　ルーファスの方に身を寄せて、ライデンが耳元でそっと囁く。

「──君、獣化するんだって？」

（なぜ、それを……っ）

　知られてはいけないことだった。ルーファスは身体を強張らせたまま、何も言えずにライデンを見返す。ライデンが笑みを深めながら身を離した。

「君が魔力を持っていたとは、私も知らなかったけれどね。だがあのたおやかで優しいリディア嬢は、君の獣化が恐ろしいらしいよ。結婚が進むまで知らなかったから、今更結婚を止めることになると体面が悪いしと悩まれていたね」

「……そんなことがあるわけが……」

　ルーファスは呻き、ライデンに一歩踏み出す。

「リディアと直接話をする。お前の屋敷のどこにいるんだ!?」

「落ち着きなよ、ルーファス殿。リディア嬢は君に恐怖心を抱いているんだよ？　そんな形相の君が駆けつけたりしたら、かえってまたどこかに逃げてしまうのではないかな？」

「……」

　確かにライデンの言う通りかもしれない。だがそれをどうしてこの男に言われなければならないのか。何よりもなぜリディアが、この男を頼るのか。

（いや、それよりも……俺が獣化することが、恐ろしいとは……）

　気持ちが波打っているために、落ち着いた思考ができない。ルーファスはライデンを睨みつけながら、大事なことだけひとまず確認する。

「……リディアは、無事なんだな」

「もちろん。丁重におもてなししているよ」

「……わかった。ならばいい」

「彼女の心が落ち着くまで、私が預かっておくよ。くれぐれも、私が呼ぶまで迎えに来るなんてことはしないようにね」

　まるでリディアの保護者のようにライデンは言う。ルーファスはその態度に言いようのない不快感を覚えたものの、反論せず無言のままライデンの横を通り過ぎて執務室へと向かった。

　先に辿り着いて仕事をしているふりを整えるために急ぎではない書類を執務机に用意していたアルヴィンが、振り返った。

「お帰りなさいませ、ルーファスさま。どんな様子で……どうされました!?」

　ルーファスの青ざめた表情に気づき、アルヴィンが慌てる。ルーファスは何でもないと短く答えたあと、執務椅子に腰を下ろした。

（リディアが……ライデンのところに……）

　なぜあの男を頼ったのだろうか。それまで他の男には見向きもしなかったのに、どうして急に自分以外の男を頼ったのか。もし自分が獣化することに対して恐ろしいと結婚を躊躇うのならば、気心知れた自分の両親やサンドフォーディ伯爵夫妻に相談すればいいはずだ。

　どうしてどうしてどうして。

（どうしてだ、リディア……!!）

　言いようのない怒りと空しさと悲しさが渦巻き、身体の奥に火がついたような感覚に見舞われる。この熱に呑み込まれたら、間違いなく獣化してしまうだろう。いつもの耳や尻尾が顕現してくる程度ではなく、完全に伝説の聖獣と同様の姿になってしまう。

（リディア……っ!!）

　自分を好きでいてくれたというのは、間違いないのかもしれない。だが獣化していくのを見続けたことで、未知の恐怖を抱いてもおかしくはない。

　リディアは優しく思いやりのある娘だ。自分を傷つけないように、恐怖心を抑えてくれていたのかもしれない。……考えれば考えるほど、嫌な方向にしか思考は向いていかなかった。

　リディアと過ごした日々を思い返しては、あのときは違ってこう思っていたのかもしれない、などと負の思考に捕らわれてしまう。

（リディア、君が好きだ。愛している。だが俺の力を受け入れられないというのならば、それはもう仕方のないことなのかもしれない……）

『大事なことは、私がルーファスさまを大切で愛おしく思っていることではありませんか？』

　ふと、リディアの言葉で一番嬉しかったものが思い出された。

　結婚の手順を正式なものからはだいぶ変えてしまっていて、リディアの理想の結婚像を傷つけてしまったのではないかと問いかけたときの、彼女の返答だ。あのとき、ルーファスはリディアに深く想ってもらえているのだと改めて実感した。

（リディアは、優しくて人を傷つけることがとても嫌いな子だが……同時に、相手と真摯に誠実に向き合う子だ）

　そうでなければはっきりとした理由を伝えずにとにかく婚約破棄を言い続けた自分と、辛抱強く向かい合ってはくれなかっただろう。自分は、何を不安に思っているのか！

　自分がリディアを寄せ付けないようにしていた間、彼女は一人で耐えて信じてくれていた。なのに自分がライデンごときの言葉に揺れているとは情けない。

「アルヴィン、陛下に書面を届けてくれ」

「……え……あ、はい！」

　突然の命令に驚きながらも頷くアルヴィンに、ルーファスは大急ぎで書面をしたためる。走り書きの文字はいつものルーファスらしくなかったが、構っていられなかった。

「これを陛下にお渡ししてくれ」

「畏まりました。ルーファスさまはいかがされるのでしょうか」

「聖人の間に行ってくる」

　アルヴィンに渡した書面は、そこに行くための許可を得るものだった。だが許可を待ってはいられない。事後承諾になることを重々承知しながらも、ルーファスはアルヴィンに書面を託し、そのまま王城の地下にある聖人の間に向かった。

　五人の聖人たちは期間を区切ってこの部屋に籠もり、国のための未来を占ったり、国に不届きなことをする勢力がないかなど、魔術を通してしか確認できないことなどの仕事をしている。とはいえ、今や使える魔術もだいぶ失われていた。

　聖獣を身に宿している先祖返りのルーファスは、国王の許可を得られればこの聖人の間にいつでも入ることができる。魔力を抑えるための手段や魔術についての知識などを彼らに教わることが目的になることが多かったからだ。五人の聖人はすべて、ルーファスの師となる。

　ルーファスが扉をノックするよりも早く、小さな軋み音をさせて重い扉は開いた。

　五人の聖人はフードを目深く被って、顔を知られないようにしている。このとき、部屋の中心に置かれている水盤の端に立っていた聖人もフードを被っていたが、扉が誰の手も借りずに閉まったあと、それを外してくれた。

「おう、ルーファス。何だか大変なことになりやがったな？」

　聖人グラントリーは、野性味溢れる男だ。口調も粗野だったが、懐は深い。ルーファスとはなぜか不思議とうまの合う師だった。

「グラントリーさま、水鏡みずかがみを使わせていただきたい」

「おうおう、使え使え。使い方がわかってるもんを使わずにいるこたぁねえぜ。ほい」

　あっさりとそう言って、グラントリーが水盤から離れる。ルーファスは感謝の意を伝えると、グラントリーがいた場所に立った。

「……グラントリーさま、もし俺が暴走したら……」

「余計なことは考えなくていいんだよ。どーんとこのお師匠さまに任せな！　必ず何とかしてやるって」

「……はい」

　剛胆な言葉を頼もしく思いながらルーファスは片膝をつき、水盤に指を触れさせた。

　ひんやりとした水の感触に、体内の魔力を注ぎ込むようにイメージする。同時に、自分が何をしたいのかも心に思い浮かべた。

（リディアの様子を、知りたい）

　セルヴィッジ家に保護されているというリディアの様子を、水盤に映すのだ。そう心で念じる。

　数瞬後、水面が一瞬激しく波打ち──そこに、リディアの姿が映し出された。ルーファスの魔術の行使をどこか人を食ったような笑みで見守っていたグラントリーも、水鏡に映し出されたものを認めて、不快げに眉根を寄せた。

　上級階級の者が使用していると思われる手入れの行き届いた部屋に、リディアはいた。刺繍が施されたベッドカバーの上に座ったままで、ベッドの脚に括りつけられた縄で両手首を一つに縛られている。何とかそれを外そうと懸命に手首を動かしているが、刃物がない以上、とても無理だ。縄で擦れた皮膚が剥けて、血が滲んでいるのがわかる。

（……リディア）

　どうしてそんな目にリディアが遭っているのか。その問いを思うよりも先に、ルーファスは水鏡に向かって叫んだ。

「リディア!!」

「……ルーファス、待て!!」

　いち早くルーファスの変化に気づいたグラントリーが、大慌てで弟子の腕を掴もうとする。だが水盤の水面が激しく波打ち、天井に立ち昇っていく。その水柱に阻まれ、近づけない。

　ルーファスの瞳の色が、金色に変わり始めた。同時に四肢が変化を始める。大の男の体躯よりも大きい獣だ。それはルーファスと同じ髪色をしていたが、天を仰いで一声咆吼を上げた直後、白銀色の毛並みに変わった。

　聖なる獣。この国を護りし力の結晶。それは、もう御伽噺でしか見ることができない。

　──聖獣ファズリーア。その名を知るのはもう、王族と聖人しかいない。

「ルーファス!!」

　白銀の獣は水鏡の中に飛び込んだ。床しかないはずなのに、その姿は衝突するものなど何もなく、床に吸い込まれていく。

　魔力により物理的な障害は、何の意味も成さない。それどころか、目的地へとものの数秒で辿り着いてしまうだろう。

「おいおい、冗談じゃねえぞ！」

　ルーファスが姿を消すと同時に、水柱も元の水盤に戻っていった。飛沫で全身を濡らしながら、グラントリーが魔術による声を張り上げる。

「衛兵ども!!　大急ぎで今からお前らに見せる場所まで行きやがれ！　早くしねぇと死人が出まくるぞ!!」

　王城に控えていた衛兵たちはもちろんのこと、国王とアルヴィンにもグラントリーの魔術が働き、脳裏に目的地の映像が送り込まれたのだった。



　突然地震かと思うほどの大きな地鳴りが耳に届き、リディアの身体が揺れた。危うくもう少しでベッドから転がり落ちそうになる。振動のせいか、窓ガラスに無数のひび割れができた。

「……何!?　何なの!?」

　地鳴りはすぐにおさまったが、次の瞬間、リディアの部屋の天井や壁が竜巻に巻き込まれたかのように吹き飛ばされた。

　暴風がリディアの髪やドレスの裾を激しく揺らすが、不思議と身体が吹き飛ばされることはない。何の苦もなく立ち上がることができる。

（何、これ……どういうこと……!?）

　何か強烈な存在感が、頭上に感じられた。導かれるように顔を上げれば、上空に白銀の毛並みと金色の瞳を持つ獣がいる。

　まるで見えない透明な階段があるかのように、獣はリディアの前に降り立った。

　金色の瞳に見つめられただけで、リディアは一瞬気が遠くなりそうになる。あまりにも清冽せいれつな気配を間近にすると、人は意識を失うのだろうか。

（でも、この獣……どこか、で……）

　リディアに近づいた獣が、鼻先を手首を戒めている縄に押しつけた。ざしゅ……っ、と見えない刃が縄を切り落とす。

　急に解放されてリディアは思わずよろめいた。獣が素早くリディアの背後に回り込み、腰の辺りを自分の背で支えてくれる。

「……あ……ありがとう」

　思わず礼を言ってしまったあと、リディアは思い出した。婚約破棄を申し出られて納得ができずファーニヴァル公爵家に行ったとき、帰宅しようとしたときに視線を感じて振り返った先で見た、あの獣と同じだった。

　まさか、という思いになりながらも、リディアは問いかけている。

「……ルーファス……さま……？」

「──何だ、何が起こっているんだ!?」

　男たちの大声が、屋敷中で上がり始めた。同時に、こちらに駆け付けてくる大人数の足音もする。

　この騒動に気づかない者はいない。リディアを拘束してきた彼らが現状を見て、容赦してくるとは思えなかった。

　リディアは白銀の獣の傍に膝をつき、目眩がしそうなほど透徹とした金色の瞳を見つめながら言う。

「ルーファスさま、逃げてください。今のルーファスさまの姿を見て、あの人たちがルーファスさまだと認識できるわけがありません。ただの獣として攻撃されてしまいます」

　この白銀の獣が本当にルーファスなのかどうか、リディアには証拠を見せることができない。それでも自分を助けてくれたことはわかる。上手く言えないが、直感的にこの獣がルーファスだとわかるのだ。

「早く！　私は自力で何とかします！」

　じっとリディアの瞳を見返したまま微動だにしなかった白銀の獣は、やがて少し湿った鼻面をリディアの首筋に押しつけた。すり……っ、と頭を顎先にすり寄せられて、少しドキドキしてしまう。

（この毛並み……ルーファスさまの耳と尻尾と同じ肌触り……）

　破壊された部屋に、ライデンの部下たちが現れた。

　壁も屋根も吹き飛んでいる惨状を認めて、驚愕する。破壊されているのはリディアが拘束されていた部屋だけなのだ。

「な……何だ、これは……っ!?」

　室内を見回した男たちが、リディアの傍の白銀の獣に否応なく気づく。野生の獣と同じくらいの大きさを認めると、男たちは一瞬怯んだものの散らばっている部屋の残骸から武器になりそうな木片などを掴み取り始めた。

　間違いなくルーファスに対して攻撃してくるつもりだ。リディアは立ち上がり、ルーファスを背後に庇う。

「ルーファスさま、早く！」

　だが獣はリディアの足元からゆっくりと姿を見せると、男たちを睥睨へいげいする。金色の瞳に見つめられただけで、男たちは不思議な威圧感に呑まれ、動きを止めた。

　だがすぐに、男たちの中の一人が声を上げる。

「何をびくびくしているんだ！　相手はただの獣だぞ！　皆で一斉にかかれば大丈夫だ!!」

「……あ、ああ……」

　男の声に鼓舞された者たちが、木片を振り回して突進してくる。リディアは獣の首に縋りついた。

『俺のリディアに手を出した罪は、償ってもらう』

（え……？）

　獣の声と思わしきものが、直接頭の中に響く。それはルーファスの声だった。

　やはりこの獣はルーファスだったのだ！

　男たちが、周囲を見回す。ルーファスの声が聞こえてもその姿がないために、困惑しているようだった。彼らの中で獣が人語を話すということがあり得ないのだろう。

（でも待って。罪を償うって……）

　男たちの動きが、不自然に止まった。白銀の獣の毛並みが、わずかに揺れる。何か熱風のようなものを感じ取り、リディアは大きく目を瞠った。

　男たちの足元に、小さな火が生まれていた。まるで生き物のように小さな火は男たちのそれぞれの足元で円を描いた直後、一気に火柱の中に包み込む。

　男たちの絶叫が上がった。

　リディアは大きく目を瞠ったまま、動けない。火柱はごうごうと燃え盛っているのに、男たち以外のものには燃え移らないのだ。加えて、男たちの身体を火が焙あぶっているというのに、焦げていく様子が見られない。

　だが、熱も火力も男たちには実感として与えられているのだろう。もがき苦しみ、倒れ伏し、失神する者も出始める。

　リディアは真っ青になって、ルーファスに向き直った。

「ルーファスさま、これ以上はいけません！　死んでしまいます!!」

　ルーファスの瞳は男たちを見つめたまま、動かない。それどころか輝きが恐ろしいほどに増している。

　リディアはルーファスの首にかじりつくように抱きつきながら繰り返した。

「ルーファスさま、お願いです。ここまでにしてください。ルーファスさまがこんなことで人を殺す必要はありません……!!」

　力の限りルーファスの首にしがみつきながら、リディアは懸命に言葉を重ねた。

　早くしなければ、ここにいる使用人たち全員が、ルーファスの力によって絶命してしまうだろう。自分に対する怒りのせいで我を忘れたこの瞬間は、ルーファスの心も晴れるかもしれない。だが彼が理性を取り戻したとき、感情のままに力をふるって誰かを殺あやめたことを、良しとするのだろうか。

（ルーファスさまがそんなこと、望むはずがないわ!!）

　それどころか感情を制御できなかったことをひどく悔いるだろう。だから絶対に自分のせいでルーファスにそんな辛い想いをさせてはいけないのだ。……ルーファスはこれまでにも聖獣の力のせいで、リディアが知らない苦しみをきっと多く経験しているのだから。

「ルーファスさま、お願い……!!」

　ルーファスが、ようやく動く。リディアを自分の身体にしがみつかせたままゆっくりと首を動かし、まるでくちづけるかのように唇をぺろりと舐めた。

　優しい仕草は、人の姿をしたルーファスにくちづけられたときと変わらない。リディアは思わず頬を赤く染める。

　直後、リディアの背後でばたばたとライデンの部下や使用人たちが倒れる音がした。

　新たに何か起こったのかと慌てて振り返れば、彼らは皆、意識を失って倒れ伏している。

　彼らの身体を包んでいた炎は、もうどこにも見られなかった。ルーファスの力が、消えたのだ。

　リディアは安堵の笑みを浮かべて、ルーファスに頬を擦り寄せる。

「ルーファスさま、ありがとうございます……!!」

　その言葉に応えるように、ルーファスがリディアの涙が滲んだ目元を舐めた。リディアは優しいくすぐったさに微笑みながらも言う。

「ルーファスさまと、もっとちゃんと……したい、です」

　金色の瞳が少し驚いたように見開かれる。奥底に不思議な揺らめきが生まれて光彩に広がり、瞳の色がゆっくりと金色から──ルーファスが持つ宝石のように透き通った紫色に変わった。

　同時にその獣の身体も、蝶の羽化のように、しなやかで逞しい青年の姿へと変わっていく。ルーファスが戻ってきてくれたことにリディアは喜び、片膝をついた彼の身体にぎゅっと強く抱きついた。

（ああ、ルーファスさまだわ……!!）

　獣から人に戻ったルーファスは一糸まとわぬ全裸だったが、今のリディアはそのことに気づけない。ルーファスの身体が人に戻ったことを確かめるかのように、両腕を背中に回してきつくしがみつく。

　ルーファスもまた、リディアの身体を折れてしまうのではないかと思うほどにきつく抱き締めて──ふいに、くちづけてきた。

「……ん……んん……っ」

　リディアの唇を強引に押し開いて舌が入り込み、口中を激しくかき乱すように味わってくる。リディアの存在をくちづけと抱擁から実感しようとしていることがわかる激しさだ。息苦しさに目眩がし、身体から力が抜けてしまいそうになるが、リディアもルーファスへの想いを伝えたくて懸命に舌を絡め合わせる。

「……あ……んぅ……ん……っ」

「……リディ……ア……」

　くちづけの合間に、熱い吐息混じりの呼び声を聞くだけで、リディアの心と体奥が疼いた。しばらく互いに貪るようにくちづけを交わし、きつく抱き締め合う。

　どちらも満足したというわけではなかったが、くちづけているうちに気持ちも落ち着いてくる。互いに熱い息を吐きながら唇を離すと、ルーファスがリディアの身体に腕を回したまま立ち上がった。

「衛兵たちが、来る」

「……え？」

　リディアの耳にはそんな気配は微塵も感じられない。だがルーファスの言う通り少しすると、こちらに衛兵たちが駆けつけてきた。

　彼らの一人が大きなマントを持っていて、すぐにルーファスの身体にかけてくれる。他の者たちはライデンの部下と使用人たちを手早く拘束した。彼らは皆まだ意識を失ったままで、衛兵たちに多少乱暴にされても小さな呻き声を上げるだけだった。

「ルーファスさま！　ご無事ですか!?」

　アルヴィンが衛兵たちをかき分けるようにして姿を見せる。ルーファスはリディアを傍らに抱き締めたまま、小さく頷いた。

「ああ。リディアがいてくれたおかげで、最悪の事態にはならずにすんだ」

「……私は、何も……」

　自分はただルーファスにしがみついて、懇願しただけだ。思い返すと、もう少しましな方法もあったのかもしれないと恥ずかしくなる。

　ルーファスがリディアを更に強く抱き締め、軽く身を屈めて目元にくちづけた。

「俺を呼び戻してくれた。それは多分、君にしかできないことなんだ。君の声だけが、獣となっても俺に届く」

　よくわからないが、ルーファスがそう言うのならばそうなのだろう。何よりも自分がルーファスの役に立てるのならば、それが一番嬉しい。リディアは笑顔になる。

「グラントリーさまが色々と配慮してくださいまして……この事態、陛下もグラントリーさまの目を介して、一部始終を見ていらっしゃるとのことです」

「そうか……あとできちんと礼に行かねばならないな。リディア、君もそのときはついて来てくれ。俺の妻になる人として、紹介したい。他の四人の聖人たちにも、挨拶に行こう」

（俺の妻として）

　ルーファスが当たり前のようにそう言ってくれたことが、嬉しい。照れた表情もしていないことから、本当に心からルーファスがそう思っていることがわかった。アルヴィンもそれに気づき、おやおやと微笑ましげな顔になる。

　リディアは笑顔で頷いた。

「わかりました。そのときは必ずご一緒させていただきます。でも今は、お屋敷に戻りましょう？　このままではルーファスさまが風邪をひいてしまいます」

　さすがにこの緊急事態では、ルーファスの身体に合った服までは用意できなかったようだ。マントで膝の辺りまで包み込まれているが、心許なさは消えていない。

　ルーファスがそのことに気づき、少しばかり羞恥に頬を赤くした。

「すまない。そうだな、みっともない格好をしている……」

「気にすることはありません。ルーファスさまが獣にならざるを得なかった事態を招いたライデンさまが、いけないだけです。ルーファスさまは何も悪くありませんから！　アルヴィン、馬車で来ているの？　すぐにルーファスさまをお連れして。私はあとでいいから」

「駄目だ。君も一緒だ。怪我をしているだろう」

　ルーファスがリディアの手首の擦り傷を指先でそっと撫でる。まだ乾いていない傷口は、どれだけ優しく触れられてもぴりりとした痛みがあった。リディアが小さく声を漏らすと、ルーファスが軽々と横抱きに抱き上げる。

「ル、ルーファスさま……っ!?　あの、私、一人で歩け……」

「肌寒い。君は温かいからしがみついてくれ」

「え……あ……はい！」

　そんな風に言われてしまえば、何よりもルーファスを大事に思っているリディアが拒むことなどない。素直にルーファスの首に腕を絡めて、身体を密着させる。ルーファスが心地よさげに嘆息するから、更に身体を擦り寄せた。

「ルーファスさま、これで少しは温かいですか？」

「ああ、とても。ありがとう、リディア」

　二人の微笑ましいとしか言えないやり取りにアルヴィンが小さく笑い、馬車へと先導していった。



　──ルーファスのひどく慌てた顔を思い返すと、胸の奥がすっとする。この快感は、一度味わってしまうとまたすぐに次を、と願ってしまう中毒性があるようだ。ライデンはこの城下町にある自分専属の別邸に向かおうと、回廊を歩きながら次なる作戦を練り始める。

　リディアはまだ返さない方がいいだろう。彼女を返したところでルーファスに泣きつくのは目に見えてわかっていることだ。いっそのこと彼女を自分の結婚相手にするのもいいかもしれない。リディアが結婚を躊躇っていると言っていた、と伝えただけで、ルーファスの動揺は凄かった。あの絶望感に彩られた顔を見れるのならば、好きでもない女を妻にしても問題はない。

　ルーファスの部下として扱われることに不満があったが、リディアを妻にすれば部下のままでいても別にいいかとも思えた。以前は自分の婚約者、さらには幼い頃から親しくしていた女に恐怖されて逃げられたとなれば、ルーファスも自分を見るだけでリディアを思い出し、心を痛めることは間違いないだろう。そしてそれを見ながらリディアとの夫婦生活というものを教えてやるのも面白い。

（ああ、いいじゃないか……!!）

　考えるだけで心が浮き立つ。ライデンは上機嫌のまま歩を進めていたが、前方から物々しい雰囲気の若者たちがやって来ることに気づいて立ち止まった。

　国王の傍に控えている者たちが数人、混じっている。何かあったのだろうか。

「ライデンさま」

　顔見知りの、国王の何人かいる側近の一人が、声をかけてくる。

「何やら随分と物々しい様子だね。何かあったのかい？」

　ライデンが応えると、若者たちが突如素早く動き、こちらを取り囲んだ。同時にライデンの両腕をがっちりと掴み、逃げ出せないようにする。

「……な、何なんだい!?」

「陛下がライデンさまと話したいと仰せです。どうぞ、ご一緒に」

「陛下がお呼びならば向かうさ！　だがこの態度では何なんだい!?　まるで罪人扱いでは……！」

「そのつもりで対応させていただいています。ルーファスさまの件について、詳しいお話が聞きたいそうです」

「ちなみに嘘は無駄だぞー」

　新たに剛胆な声音が投げ込まれ、ライデンはビクリと身を震わせる。

　聖人の中でも一番苦手とするグラントリーが、フードの下でにやにやと人の悪い笑みを浮かべながら姿を見せた。……先ほどまで、彼の姿はどこにもなかったというのに！

「俺がこの目でちゃーんと見てたからな。ルーファスの大事な女が誰の屋敷に連れ込まれてて、怪我をしちまうくらいそれなりにひでぇ目に遭わされてるってことをな」

　グラントリーは人差し指で自分の目尻を軽く叩きながら言う。ルーファスはあのままグラントリーのところに向かったのか!?

（いや、そもそもルーファス殿が聖人たちと個人的なやり取りをしているなんてことは聞いたことがない……!!）

　聖人の力を借りるには、国王の許可を必要とする。ルーファスは国王の影として信頼されていると知ってはいたが、聖人の力を借りたことは一度もなかった。自分の知らないところで、彼は聖人と繋がっていたのか!?

　グラントリーがライデンに向かって下町の荒れた者たちがする侮辱のサインを手で作り、突きつける。

「俺の弟子を随分可愛がってくれたようだな。しっかりきっちりお仕置きさせてもらうぜ！」

「グ、グラントリーさま！」

　ライデンを取り囲んでいた若者たちが、それは駄目だと口々に叱責する。グラントリーは彼らの言葉など一切気にせず、ライデンを睨みつけたままだ。

　グラントリーが一部始終を見ていたとなれば、誤魔化しをしたところですべて見抜かれてしまっている。ライデンががっくりと肩を落とすのに、時間はかからなかった。



	
			【終章：それはすでにもう新婚の日々】

　リディアの手首の傷がすっかり治った頃、ルーファスによりライデンが友好同盟を結んでいる国の一つに外交官として赴任が決まったと教えられた。

　今回の件ではグラントリーにより、ライデンがリディアにしたことが国王の目に余すことなく魔術によって目視されることになり、言い逃れができなかったらしい。ルーファスは消えるものとはいえリディアに傷をつけられたことがどうしても許せなかったらしく極刑をと進言していたが、さすがにそこまではやりすぎだとグラントリーに言われてしまい、渋々ながら納得してくれたようだった。

　話を聞けば、ライデンが抱くルーファスへの劣等感が原因だという。自分のせいで無関係な事件に巻き込んでしまってすまないと、ルーファスはしばらくことあるごとにつけて謝罪してくるほどだったが、リディアにとっては些細なことでしかない。ライデンのこの事件のおかげで、ルーファスとの親密度が更に深まったことは間違いなかった。

　諸々の細かいことは片付け終わってはいないとしても、今回の事件は終結したことになる。そのためルーファスは二日間、休暇を取り、リディアの傍にずっといてくれた。おかげで婚儀に向けて話し合ったり決めたりしなければならないこともできて、とても有意義な日々となった。

　リディアが不安がっているのではないかとルーファスは心配してくれているようで、この夜も、ベッドに入るとリディアの身体を優しく抱きしめて腕や肩を撫でながら、ライデンによる嫌がらせはもうないことを伝えてくれた。

「ライデンがこの国に帰って来ることがないよう、陛下にお願いしてある。セルヴィッジ家も息子のしでかしたことを公にしないでくれるならばそれも仕方ないと認めている。君の前に、もうあの男は二度と姿を現さない」

　だから安心してくれ、とルーファスは言ってくれる。

　ライデンがしたことはリディアに嫌悪感を抱かせるものではあったが、ルーファスが心配するような不安感は抱いていない。それよりもリディアにしてみれば、自分のせいでルーファスが完全なる獣化をしてしまったことが申し訳なかった。

「私のことはいいのです。ただ、私のせいでルーファスさまが獣化してしまうことが……獣化してしまうと、身体がお辛いのですよね……？　獣化してもお辛くないようになれば、少しはルーファスさまも気が休まるかと思うのですけれど……」

「まあ、それは……うん、そうなのだが……リディア、君は俺が聖獣になっても恐ろしくはないのか？」

　ルーファスの言葉を受けてリディアは軽く目を閉じ、あのときのことを思い出す。

　御伽噺の中でしかもう聞くことのなかった聖獣の姿をしたルーファスはとても神々しく、畏敬の念で自然と頭を垂れてしまうほどに美しい獣だった。神の力を感じて本能的な怯えを抱いても、聖獣自体を恐ろしいとは思わない。

「だってルーファスさまでしたから、怖いと思うこともありません」

　瞳を開いてルーファスをまっすぐに見つめ、リディアは答える。ルーファスが驚きに軽く目を瞠ったあと、嬉しそうに笑ってくちづけた。

「そう言ってもらえると、嬉しい」

　リディアも笑顔になって、ルーファスの唇を受け止める。唇を柔らかく啄む甘いくちづけは、やがてすぐに舌を口中に潜り込ませてかき混ぜてくるような激しく深いものへと変わっていった。

　ルーファスから夫婦のような深いくちづけはもう何度も与えられているのだが、それでもリディアが慣れることはない。舌を搦め捕られ、強く吸い上げられ、混じり合った唾液を飲み込まれるとリディアの息も弾み、意識もとろりと蕩けてくる。ルーファスも熱い息を吐いて唇を離したあと、申し訳なさそうに続けた。

「……君が、欲しい。いいか？」

　何を遠慮しているのかと、リディアは思う。

　くちづけ程度でリディアを欲しがってしまうことに性欲が強いのではないかと心配しているのだろうか。求めすぎると自分がルーファスを嫌うと思ってしまっているのだろうか。

（これは、認識のすり合わせをしなければいけないわ！）

　リディアはルーファスに身を乗り出す。急に密着されて驚いたのか、ルーファスがうろたえた。少しじゃれつくようになってしまい、気づけばリディアがルーファスの上に重なるようにして抱きついている。

　小さな子供同士のときは、こんなふうに密着することが嬉しくて仕方なかった。だが大人になってしまうと気恥ずかしさの方が勝る。リディアは真っ赤になってしまったが、ルーファスの上でそっと身を起こした。

　ルーファスはリディアが自分の上に馬乗りになっている状況に、慌てているようだ。

「リ、リディア……？　その……どいてくれると……」

「ルーファスさま、私が欲しいと思ってくださったときに、私に了承を取らなくてもいいのです」

「……リディア？」

「周囲の目があるときは欲しいままにされてしまうと困りますけれど……でも、私と二人きりのときには、私に対して遠慮する必要はまったくありません」

　リディアの言葉にルーファスは少し気まずそうに瞳を細める。

「い、いや、しかし……その……君も、俺に触れられるのが嫌なときもあるだろう……？」

「大丈夫です！　ルーファスさまのことが大好きですから!!」

　満面の笑みを浮かべて力いっぱい宣言すると、ルーファスが大きく目を見開き──次いで、笑った。ほぐれた笑みは、リディアの心を改めてときめかせるほど素敵なものだ。

「……君には、本当に敵わないな……」

「おばさまが仰っていました。夫は妻に決して勝てないものなのよと」

「名言だ」

　ルーファスが上体を起こす。リディアを自分の膝に乗せるような格好で向き合ったまま、唇を寄せた。

「遠慮なく、君を味わわせてもらう」

「はい。私のすべては、ルーファスさまのものですか……ら……んぅ……っ」

　噛みつくような荒っぽいくちづけが、リディアの唇を奪う。同時にルーファスの両手が動き、唇を貪りながらリディアの夜着を引きちぎりそうな勢いで脱がせた。比較的脱がせやすい前開きの夜着だったが、縫い目が嫌な音を立てたくらいだ。

　ルーファスの骨ばった大きな手が、リディアの乳房を包み込み、柔らかさを確認するように丸く捏ね始めた。その間も唇はくちづけで塞がれている。

「……ん……んぅ……っ」

　ルーファスに触れられることは嫌ではないため抵抗は一切ないが、それでも羞恥はある。リディアが気恥ずかしげにルーファスの手を止めようとすると、何を思ったのか、ルーファスがリディアの両手首を片手で容易く捕らえ、後ろ手に回してがっちりと押さえつけてきた。

　舌を最後まで触れ合わせて名残惜しげに唇を離したルーファスは、リディアの何も隠すものがない胸の谷間に顔を埋め、強く息を吸い込んだ。どうやらこれは、獣の力を宿しているがゆえの、ルーファスの性癖らしい。

　自分の体臭を嗅がれることにリディアは真っ赤になる。

「ルーファスさまっ！」

「いい匂いだ。リディアはいつもこの爽やかな甘い匂いがするんだ。傍にいるとこの匂いが強く感じられて……欲情する」

　すんすんとまさしく獣のように鼻を鳴らされて、リディアはますます顔を赤くしてしまう。

「ルーファスさま、それ、恥ずかし……です……っ」

「俺の好きにしていいと言ってくれた」

　そう言われてしまうと、リディアも反論できない。リディアは上体を少し捩りながら、言った。

「で、でも……恥ずかしいのはどうしようも……」

「実は君がそうやって恥ずかしがる姿を見るのも好きなんだ。興奮する」

「……え……？」

　もしやルーファスはリディアが思っていた以上に自分に対して強い劣情を抱いていたのだろうか。内心でどこか恐怖にも似た気持ちと、けれどそれを大きく上回る期待と喜びが生まれてくる。

「君が淑女として恥ずかしがることはよくわかっているんだが……もっと、じっくり見たい」

　ルーファスがリディアの手首を捕らえたままで、乳房に食らいついてきた。

　大きく口を開けてむしゃぶりつき、強く吸い上げる。もう片方の膨らみは根元を絞り上げるように揉みしだかれる。熱い口中で舌が乳首に絡みつき、唾液をまぶすように舐めくすぐられて、リディアは身を捩った。

「ん……んぅ……っ」

　ルーファスの舌先が尖り、口中でちろちろと小刻みに乳首を嬲なぶってくる。同時に手で愛撫している方の乳首は、親指と人差し指で摘ままれ、指の腹で激しく擦り立てられた。

「……あ……あっ……やぁ……っ」

　甘い刺激を間断なく与えられて、リディアの唇から喘ぎが零れる。はしたない、と残っている羞恥心で唇を緩く噛み締めるものの、ルーファスの歯が口に含んだ乳頭を柔らかく甘噛みしてきたことで、さらに高い声音になってしまった。

「……ル、ルーファスさま……っ、手……手を、放し、て……っ」

「痛いか？」

　ルーファスが少し心配そうに尋ねてくる。後ろ手に回されて乳房をルーファスに捧げるような体勢はいつもと違って少しぎこちない感じがあるが、苦痛はない。リディアは正直に答えた。

「痛い……わけではなく、て……っ。こ、え……あっ、ん……声、が……我慢、でき……んぅ……っ」

　片方の乳房を愛撫していたルーファスの手が、胸の谷間からなだらかに平らな腹部をくすぐるように撫で下りて、そっと淡い茂みの中に忍び込んだ。胸を愛撫されていただけだったのにルーファスの指が割れ目に優しく沿わされて指の腹で入口をほぐしながら開くと、ぬちゅり……、と小さな水音が上がるほどに濡れていた。

　耳にはっきりと届いたその音に、リディアはさらに真っ赤になる。

「ル、ルーファスさま……お願い……っ」

「……嫌だ、と言ったら……君は俺を、軽蔑するかな……」

「……ふ、あ……あっ、あっ」

　ルーファスの指が花弁から滲んでいた蜜をすくい取って濡らし、リディアの花芽を擦ってきた。自分の蜜でぬるついた指が快感を教え込むように優しく──けれども激しく動く。リディアは声を堪えようとするが、与えられる愛撫のせいでとても無理だった。

「……あ……んぅ……っ、指……そ、んなに動かしたら……んぅぅ……っ」

　いつもはルーファスがたまらないというようにすぐにくちづけてきてくれて、ある程度はしたない喘ぎは呑み込まれてしまっていた。だが今は、リディアの喘ぎを楽しむかのように、ルーファスはじっとこちらを見つめながら蜜壺に指を沈み込ませ、準備を整えるために根元まで指を入れたまま、膣壁を指で擦って刺激してくる。

「……あっ、あぁ……っ！　んぅっ」

　ルーファスもどこか耐える表情をしているところを見ると、リディアの身体をもう貪りたいはずだ。それを堪えてまで何をしたいのかと、リディアは快楽の涙で濡れた瞳で、ルーファスを見返す。

「……ルーファス、さま……っ？　な、んで……今日は、意地悪……なのです、か……っ」

　リディアの声は、蜜壺を弄る指の愛撫のために、無意識に甘く蕩けたものになっている。ルーファスが小さく息を呑み、リディアを食い入るように熱く見つめながら、指を今度は奥を目指すように出入りをさせ始めた。

　リディアの身体がルーファスの膝の上で揺れ動く。

　まだ夜着を脱いではいないルーファスの下肢では、昂ぶり始めている男根が絹の布地を押し上げていた。自分の胸の谷間からその様子を見下ろすと、リディアの身体の熱がさらに高まる。

「意地悪……かな。すまない。今日は、君の痴態を……見たくて」

　ルーファスの指が、感じる場所をぐっと押し上げてきた。不意を突かれた攻めに、リディアの身体が大きく跳ね上がる。

「……きゃ、う……ん……っ」

　さらに背筋がのけ反り、胸が突き出される。ルーファスはリディアの痴態を食い入るように見つめたまま、指の攻めを強くした。

「や……やぁ……ん、んぅ……ルーファス、さま……っ、ルーファスさまぁ……」

「……リディア……可愛い」

　何がどうしてそうなるのか、快楽を与えられる一方のリディアにはもうよくわからない。だがルーファスの瞳の奥には、リディアが思わず息を呑んでしまうほどの情欲が潜んでいる。ひとまずこんな自分に呆れていないことにホッとする。

　恥丘に押し付けられる男根の膨らみと硬さに、リディアは喘いだ。先走りがすでにもう滴り始めているようで、ジワリと布地が熱く濡れているのがわかる。

「ルーファス、さま……」

　自分も今以上の快楽が欲しくなっているが、それ以上にルーファスに耐えて欲しくはなかった。リディアは自分を好きに貪って欲しくて、ルーファスの名を呼んだ。

　指と舌で与えられる愛撫に蕩け、快楽の涙で瞳を潤ませ、どこか甘えたような声で呼ぶリディアの様子は、男ならばすぐに理性が焼け切れてしまいそうなほどに艶めいている。ルーファスが、小さく息を呑んだ。

「……リディア……駄目だ。もう……っ」

　ルーファスがリディアの拘束を外しながら、押し倒す。そのまま自身の下肢の夜着をもどかしげに引きずり下ろすと、腹につくほどに反り返った男根をリディアの蜜口に押しつけた。

　ルーファスの両手がリディアの細腰をしっかりと掴み、膝立ちになった自分の腰に引き寄せながら入り込んできた。

「……あ……ああ……っ!!」

　腰をせり上げるような体勢のままで貫かれ、リディアはシーツを強く握り締めて仰け反る。ルーファスの肉棒の張り詰めて膨らんだ先端が臍の裏辺りをごりっ、と容赦なく押し上げてきて、リディアは喘いだ。

「は……ぁ……熱、い……」

　根元まで一気に押し入ったルーファスが、リディアの蜜壺の熱とうねりに動きを止め、感じ入った表情で眉根を寄せる。涙で濡れた瞳でもルーファスの色めいた表情がわかり、自分の身体でそうなってくれていることが嬉しくて、リディアの蜜壺はその気持ちを表してきゅんきゅんと呑み込んだ肉棒を締め付けた。

　ルーファスが熱く息を吐き、もどかしげに身を動かして自分の夜着を脱ぐ。太く逞しい肉竿が入ったままのため、わずかな身じろぎでも蜜壁が刺激されてリディアには堪らない快感を与えてきた。

「……あ……んん……んぅ……っ」

「……リディア……そんなに、締め付けないで、くれ……すぐに、終わってしまう……っ」

　ルーファスが息を詰めながらも言う。リディアはルーファスに向かって柔らかく微笑んだ。

「……終わってしまったら……また、してくださって構いません、から……」

「……っ！」

「ああっ!!」

　直後、ルーファスがリディアの腰を更に引き寄せながら、腰を猛然と打ちつけてきた。ごつごつと感じる場所を亀頭で欲情のままに突かれる。ルーファスの激しく深い抽送に合わせてリディアの淫らな喘ぎが零れるが、もうそれを恥ずかしいと思う気持ちも出てこない。

「リディア……好きだ……リディア、愛している……っ」

　譫言うわごとのように愛を囁きながら、ルーファスがリディアの身体を揺さぶる。リディアが応えようとしてもルーファスはすぐに覆い被さってきて深いくちづけを与えた。リディアの愛の言葉は、ルーファスの口中に呑み込まれてしまう。

　だがこの想いが伝わっていることは、全身でわかる。ルーファスの舌に自分から舌を絡めると、中に入り込む男根の質量が、更に増した。ルーファスは激しくくちづけながら繋がった場所に手を伸ばし、濡れて膨らんでいる花芽を指で捉えて揺さぶった。

（あ……駄目、それ、駄目……っ!!）

　感じるところを攻められながらの抽送では、リディアの絶頂はあっという間に来てしまう。リディアはルーファスの背中に爪を立てるようにしながらしがみつき、達した。

「んんんんぅっ!!」

　すぐ後を追って、ルーファスも熱い迸ほとばしりをリディアの体奥に注ぎ込む。子宮口に打ち付けるかのようにルーファスは射精しながら腰を擦りつけ、リディアのひくつく身体を堪能した。

　例えようのない充足感を覚えながらもしばらくは離れがたく、ルーファスが求めるままにリディアはくちづけに応えながらも抱きついたままだった。ルーファスが名残惜しげに唇を離して身を起こす。

　ずるりと男根が引き抜かれ、その感触にもリディアは身震いした。

　ルーファスは満足してくれただろうかと大きく息を吐きながら見返す。ルーファスはリディアの身体をころんとうつ伏せにすると、背中に覆い被さってきた。

「あ……っ」

　重みはかけないようにしてくれている。だが臀部に肉棒の先端が擦りつけられて、リディアは軽く目を瞠った。

　ルーファスがリディアの髪を優しく唇でかき分け、右の耳にかぷりと甘く噛みついた。

「リディア……もう一度、したい……」

　リディアが頷くよりわずかに早く、ルーファスが臀部を両手で掴み、割れ目を押し広げて入り込んでくる。蜜口が広げられ、飲み込んだばかりのルーファスの熱い精が、とろりと滴り落ちていくのがわかってリディアは思わず臀部を揺らした。だがそれは、ルーファスの劣情を強めただけのようだ。

　ルーファスの肉竿が割れ目に沿って押しつけられ、上下に擦り立てる。蕩けた蜜口は肉竿の裏筋に擦られ、リディアを喘がせた。

「あ……あ、あぁ……」

「リディア……入れる、ぞ……っ」

「……ひぁ……っ」

　一度精を吐き出したとは思えないほどに入ってきた肉竿は硬く太く、リディアを驚かせた。自分の男根のかたちを教え込むかのように挿入はゆっくりとしていたが、奥深くまで入り込んでくる。

「……あ……あぁ……っ」

（ふか、い……そ、んな……奥、まで……っ）

　ルーファスが熱く息を吐いて、リディアの背筋をねっとりと舐め上げた。

「……少し、落ち着いたが……まだ、君が欲しい……」

　耳元でそんなふうに囁いたあと、ルーファスの腰が再び激しく動き始める。そうしながらルーファスの下肢が太腿を押し割って入り込み、根元まで深く挿入してきた。

　同時に脇の下から前に回った両手が乳房をすくい上げ、指先が小刻みに乳首を弄りながら揉み込んできた。リディアの感じる場所を的確に捉えながらの愛撫で、身体はすぐに蕩けてルーファスを受け入れる。

「あっ、あっ、あぁっ！」

　ルーファスの律動に合わせてリディアの喘ぎも短く切れるようなものへと変わっていく。ルーファスはリディアの感じる場所の一つである耳を舐め回し、尖らせた舌を耳中に押し込んで掻き回した。

「あ……一度に、そんな……嫌ぁ……っ」

　感じる場所を次々と攻め立てられ、リディアは泣き濡れた声で懇願する。だがルーファスの抽送は止まらず、更に激しくなるだけだ。

「駄目だ、リディア……君が欲しい気持ちが止まらない……」

　ルーファスは、もう許しを請うように問いかけることはしない。欲しい気持ちを堪えずに、リディアにぶつけてくれる。それがリディアには嬉しいから、拒む気持ちなど一切湧いてこない。

　リディアは前に回っているルーファスの両手を抱き締めて、与えられる快楽に酔わされ続けた。



　──婚儀の準備は着々と進み、気づけばもう一ヶ月後となっている。この時期になればよほどのことがない限り慌てるような事態になることもなく、リディアもルーファスも来たる婚儀の日を心待ちにする日々を送っていた。

　ルーファスは聖獣の力を制御できるようになるため、聖人たちのもとで魔力制御の訓練を受けている。今は聖獣の力を抑え込むことではなく、それを自由に使えるようになるための訓練をしているということだが──残念ながら魔力をまったく持っていないリディアには、それがどういうものなのか想像ができない。ただルーファスが前向きに訓練と向き合っていることだけはわかる。

　ルーファスのために何かできることはないかと常に考えているリディアは、この日、ルーファスに手作りの昼食を差し入れた。今日の師はグラントリーだとも聞いていたので、彼の分も作ってある。差し入れて帰るつもりだったのが、ちょうど回廊の途中で国王とすれ違い、挨拶の際に聖人の間への入室を許可してもらえた。

　バスケットを持って王城地下にある聖人の間に姿を見せたリディアに、ルーファスはとても驚いた。グラントリーの部下たちに来訪の旨を伝えてここに案内してもらったのだが、どうやらグラントリーはそのことをルーファスに教えてはいなかったらしい。人の悪い笑みを浮かべて、ルーファスの様子を見守っている。

　一癖も二癖もある人だとはルーファスから教えてもらっていたが、なるほど、確かにその通りの人物らしい。

　昼食の入ったバスケットを差し出すと、ルーファスはとても喜んでくれた。リディアを柔らかく抱き寄せて、頭頂に軽くくちづける。

「わざわざありがとう、リディア。とても嬉しい」

「グラントリーさまの分もあります。お嫌いなものがなければ是非ご一緒に……」

「へー。どれどれ？」

　グラントリーがルーファスの手からバスケットを取り上げ、中からあっという間にサンドイッチを掴み取ってしまう。ルーファスが何か言うより先にグラントリーがサンドイッチをぺろりと平らげた。

「……うん、美味い!!　嬢ちゃん、料理上手だな！」

「グラントリーさま!!」

　怒りの声音でルーファスが言い、バスケットを奪い返す。感情を露わにしたルーファスの声にリディアは一瞬ドキリとしたが、獣化の様子はどこにも見られなかった。訓練は、確実に良い方向へ向かっているようだ。

「これは妻が俺のために作ってくれたものです。まずは俺が先に食べるのが定石というものではないかと！」

「まだ妻じゃねぇだろ。婚約者だろ」

「一ヶ月後には俺の妻だ。間違いではありません！」

　グラントリーのからかう言葉など、今のルーファスには大した攻撃にはならないようだ。ひどく真面目な表情と声で断言する。

　グラントリーは恥ずかしがりもしないルーファスにつまらなさそうに鼻を鳴らす。リディアは二人のやり取りにクスクスと笑って言った。

「ルーファスさまの仰る通り、間違いではありません。まだ婚約者ですが、もうすぐルーファスさまの妻になりますから……」

　そのことが改めてとても嬉しく、かつ幸せで、リディアの笑みはグラントリーが思わず見惚れてしまうほどの華やかなものになっている。グラントリーがそれを見て、ほう……っと目を瞠った。

「こりゃ、ルーファスにはもったいない嫁さ……おい、ルーファス……」

　ルーファスがハッと我に返ったように瞳を瞬かせる。だがその背後では、ふさふさとした尻尾が上着の裾を押し上げて現れ、嬉しそうに揺れていた。……一応、獣耳は出ていない。

「……少しは良くなったと思ったけど、まだまだだなぁ。早くその尻尾を引っ込めろ」

「……も、申し訳ありません……」

　目元を赤くしたルーファスが、リディアの身体をグラントリーに見られないように自分の身体で包み込みながら引き寄せる。グラントリーの視線がルーファスの身体で遮られてホッとしながら、リディアはルーファスを見上げた。

「あ、あの、ルーファスさま、ごめんなさい……私、ルーファスさまの訓練の邪魔をするつもりはなくて……」

「俺が不甲斐ないだけだ。リディアのせいではない」

　言ってルーファスが、ちゅ……っ、と軽くリディアの唇に啄むくちづけを与えてくる。

　いくら視線を遮ってもらっているとはいえ、人前でくちづけることはどうにも恥ずかしい。リディアは唇が離れると羞恥のあまり、ルーファスの胸に顔を埋めてしまった。

「……リディア？」

「……あ、あの……ごめんなさい。二人きりではないから、恥ずかしくて……」

「……っ」

　ルーファスがリディアの頬を両手で包み、上向かせながらくちづけてきた。覆い被さって唇を舌でこじ開け、深く差し入れて絡みついてくる。

「……ん……んん……ルーファス、さま……っ」

　くちづけの合間に軽く胸を押して留めようとするが、ルーファスのくちづけは止まらない。代わりに、恨めしげに言い返されてしまう。

「……君が可愛すぎるから……いけないんだ……」

「こらルーファス、そりゃ責任転嫁ってやつだろうが！」

　グラントリーの呆れた声がルーファスの背後から投げつけられる。だがルーファスは構わずに、リディアが立っていられなくなるまでくちづけを続けた。


〈ＥＮＤ〉
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